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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　心のあるところ









　ふと、喧けん騒そうの中空を仰あおぎ、陽ひの明るさに目を細めた。

　天気は気持ちが良い程ほどの、雲一つない快晴だ。どこの国で見ても、こればかりは変わらない光景である。

　しかしそれでも、その空が他ほかのどこかとは少し違ちがうように映るのは何な故ぜだろうか。

　そんな疑問を浮うかべながら、視線を徐じよ々じよに落としていくと──そこには、ようく見知った街があった。

　おそらくそこは、此こ度たびの人生の中で一番多く足を運んだ場所だろう。

　木造を中心とした建物の並び、そして道を行き交かう人々の明るい笑え顔がお。──同じ色をした空が少し違う様に思えるのは、ここが『故郷』だからなのだろうと思った。

　心の故郷が二つも有るのは奇き妙みようなことだ、と思いながら鼻を鳴らすと、果くだ物ものの香かおりが漂ただよってくる。

「──不思議だな。ここで生まれたわけではないのに、やはりここは懐なつかしく感じる」

　エルフの国、ミラフィアが首都、アルファレイア。

　友と通い、笑ったこの街は──私にとってはもう、故郷だったらしい。

「そんなに長く離はなれてたわけじゃないのですけれど……本当、懐かしく思います」

　穏おだやかな風にアルマが髪かみをかき上げると、その隣となりに居るシェリルが鼻を鳴らす。

　少しの間そうしていると、シェリルは言った。

「……なんか、あったかい匂においがするね」

　温かい匂い、という喩たとえに、横目で笑みを送る。

　別段、この街が特別明るい雰ふん囲い気きを持っているというわけではないし、他の街が暗あん鬱うつとしているわけでもない。そう感じるのはきっと、シェリルにとってもこの街が特別だからなのだろう。

「そっかあ、帰ってきた……んだね」

　シェリルの言葉に釣つられて鼻を利きかせたのだろう。微笑ほほえむソーニャにも、思うところがあったようだ。

　きっと彼女の鼻ならば、人々の食生活や建物の材質の違いまで捉とらえているだろう。それでも多くを語らずただ微笑むのは、きっと懐かしさの香りを感じたからだ。

「あまり長くは滞たい在ざいしていられん。目一いつ杯ぱい楽しむためにも、行くとしようか」

　ゆるりとした時間が流れる、変わらぬ街。一番よく知ったはずの街をまるで初めて見るかのようにきょろきょろと視線を動かす少女達に釘くぎを刺さすように声をかける。

　決戦の日までは時間がない。移動時間を考えれば、ミラフィアに滞在していられるのはせいぜい一週間といったところだろう。刻限が来る前に、やることは全すべてやっておかねばならない。

　これが、最後になるかもしれないのだから。

「うん、分かってる。そうだよね、時間は大切にしなきゃ」

　言わずとも皆みなわかっているだろうが、私の言葉を受けてソーニャが淡あわく微笑んだ。

　残された時間は少ない。しかし、気負っている様子はないようだ。

　やはり、この地を訪おとずれて正解だった。故郷という場所には、揺ゆるがぬ根幹が有るというものだ。

　まだまだ自分が武の到とう達たつ点にいるとは思っていない。だが、一つの高い壁かべを目の前にしているのは事実だ。心の強さを身にまとう『明めい鏡きよう止し水すい』の使い手たる私達が、試練を目の前にして最後の仕上げをするのは、故郷をおいて他には無いだろう。

「では、まずは……」

「モニカちゃんの所だよね？」

　そのために、私達がやることは、挨あい拶さつ回りだ。

　世話になった者、清算しなければならないことはいくらでも残っているが、それでもこれだけはというものがある。

　ソーニャの確かく認にんに頷うなずくと、ソーニャは後ろ手に手を組んで身体からだを揺らす。

「たった数年だけど、やっぱり久しぶりって感じがするなあ。元気かな、モニカちゃん！」

　たった数年──という感覚にはまだ慣れないものの、それでもその気持ちはよく分かる。

　昔の知り合いに久々に会う、というのは、良いものだ。

「行こうか。時は金なり、だ」

「大だい師し匠しよう様がよく仰おつしやっていたお言葉ですね。の割に、お金には執しゆう着ちやくのないお方でしたが」

　師の言葉を思い出すと、また別種の懐かしさに襲おそわれる。

　時は金と同じように大切なものだから無む駄だにしてはいけない、という意味だったか。

　何につけても、無くしてはならない大切な思い出だ。

　──私にとっては二つ目の故郷であるこの街も。

　ソーニャやアルマ、そしてシェリル。皆とのつながりを作ってくれた武術という存在も、これ以上何一つとしてガルトに──『大だい禍か石せき』に汚よごさせてはならない。

　こうして、私達の最後の里帰りが始まった。もう一度、今度は全てを終わらせてから戻もどってこられることを願いながら。




　　　　◆




「まったく、いきなりだから驚おどろきましたよ。手紙でも出してくだされば、迎むかえをよこしましたのに」

　場所を移し、アルファレイアにあるモニカの研究所にて。

　私達は研究所の中にある食堂へと通されていた。

　コーヒーを配りながら言うモニカの言葉は、苦い呆あきれを紡つむいでいた。それでも声の方は楽しげに弾はずんでいて、言葉ほど呆れてはいないのだろう。

　むしろ、久方ぶりに友人と会えて嬉うれしい、といった具合だ。それがわかるのは、彼女が最初に会った頃ころよりも随ずい分ぶんと明るくなったからである。

「この帰郷も急に決めたことでな。忙いそがしそうなら出直そうと思っていたのだが、今は大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「ええ、急ぎの仕事はありません。どうせいつも独りでいますし、ありがたいくらいですよ」

　特にこんな冗じよう談だんは最初に会った頃ならモニカの口からは出なかっただろう。だが、意識して本心を隠かくそうとしていない、本来の彼女は真ま面じ目めで朗ほがらかな少女らしさを持っていた。気を張らずにいてくれることに感謝する。

「さて、久しぶりですね、スラヴァさん、シェリルちゃんにソーニャ。アルマ様も……」

「いや、アルマでいいよ。師し匠しよう達の友人だというのなら、私にも同じように接してくれると嬉しいね」

「そうですか。では、アルマとお呼びしましょう。私のこともモニカと。丁てい寧ねい語は普ふ段だんからこうなので、ご容よう赦しやいただけると助かります」

　穏やかに微笑みながら交わされる言葉は、お互たがいに遠えん慮りよがない様子だった。アルマもモニカも、私達よりもずっと深くこの国と関係している。それでもこの場で交わされる言葉が仕事上の関かかわりでなく、友人としてのものであるという事を嬉しく思う。

　そのやり取りを見ながら一口コーヒーを啜すすると、私は目を見開いた。

　……こんなに美う味まいコーヒーは久方ぶりかもしれない。それほどに深い香りだ。コーヒーには詳くわしくないため、詳しよう細さいはわからない。それでも、この香りが豆の良さだけでは引き出せないと、すぐさまわかるほどの味だ。

「……驚いた。美味いな」

「香りにはうるさいつもりだったんだけど……本当。いつの間にこんなに美お味いしいコーヒーを淹いれられる様になったの？」

「……おいしい」

　思わず、感想が口から出てしまうほどだ。ほぼ同時にコーヒーを褒ほめる言葉が飛び出した私達は顔を見合わせて笑い、モニカは照れくさそうに後頭部を押さえた。

「あはは、実は最近凝こってまして。皆さんがミラフィアを出た後、一人だと妙に退たい屈くつを感じるようになってしまったんですよね。その時に何か趣しゆ味みを始めようと思って……今では、こんな風です」

　まあ豆が良いだけなんですけれど──と笑うモニカは、それでもその味を褒められた事を嬉しそうにしていた。

　……自分の趣味が見つかったというわけだ。そういえばチェスターも紅茶に拘こだわりを持っていたようだし、嗜し好こう品の世界は凝り性しように向いているのだろう。

　モニカの研究所を最初に訪れたのは、『昏くらい色の結けつ晶しよう』──禍石の事を話すためだ。しかし私達はその事を語る前に、しばし雑談とともにモニカのコーヒーを楽しむこととした。このコーヒーの前で暗い話をするのは、勿もつ体たいない。それほどの味だったのだ。

「いや、美味かった。見事なものだな」

「お口にあったようで幸いです」

　そうして、しばらく。皆がカップを空にしたころ、私は本題を切り出した。

「……そろそろ本題に入ろうか。まずは受け取った鈴すずを鳴らされることがなく、嬉しく思う。この国は、平和だったようだな」

　何かがあったら知らせる、と渡わたされた鈴を机の上に置くと、モニカの視線が鋭するどくなる。

　その鈴で、言葉で何の用かを悟さとったようだ。やはりこの子は賢かしこい子だ。

「ええ、幸い、こちらに大きな事件はありませんでした。『血けつ晶しよう』を使った小さな犯罪は起こっていたようですが、タリスベルグの発生は今のところゼロだと聞いています。尤もつとも、タリスベルグが発生すればそれこそスラヴァさん達に戻っていただくことになっていたと思いますけれど」

　話を切り出す役目を終えた鈴を懐ふところにしまうと、モニカは苦笑いを浮かべてそう語る。

　実際には、ある程度までの相手ならばチェスターがなんとかしてくれるだろうという思いはあった。案外、表に出る前に奴やつが処理していたりするのだろうか──などと取り留めのない妄もう想そうをしながら、私は話を続けた。

「この鈴が鳴らん限り、この国に帰ってくるのはもう少し後になると思っていたのだがな。……どうしても、この国に帰る必要が出来てしまった」

　その理由を今から語る。モニカにも関係の無いことではない。言外の意思を感じ取ると、モニカは黙だまってコーヒーを啜る。その間、モニカの視線はずっと私を見ていた。こちらも続きを話せという意思を受け取り、私は今までの旅を語った。

　元人間の私にとっては、この旅は短い道のりではない。それでも要点のみを搔かい摘つまんだ長い話を、モニカは時たま質問をはさみながらも、静かに聞き届けた。

『昏い色の結晶』の本当の名前。禍石が持つ本当の力。悪意の石が生まれた場所、対ついになる石の存在。そして──世界の平和を保ってきた組織があったこと。

　全てを語り終え、私は小さく息を吐はいた。

「……成る程ほど。色々な事があったのですね。昏い色の結晶……いや、禍石、ですか。その研究の第一人者である自信があったのですが、知らないことばかりで自信を失いそうですよ」

　言いながらも、モニカの瞳ひとみは研究者として闘たたかう意志を湛たたえていた。瞳の強い力に、鼻から息を押し出す。

　……この強さだ。今の私達に何よりも必要なもの。自分の分野で闘う決意を固めた者の強さ。

「ですが、ありがとうございます。スラヴァさん達のおかげで、研究は大きく進むでしょう。特に──願望を歪ゆがめて叶かなえるという部分。場合によっては、タリスベルグ化した後の対策にも繫つながるでしょう」

　先程まで自分が淹れたコーヒーを褒められて、顔を綻ほころばせていた少女。しかし、話を聞き終えた後そこに居たのは、冷静ながらも心を静かに燃やす研究者の姿であった。

「……強いね、モニカちゃんは」

　どこか困ったように微笑ほほえんで、ソーニャは呟つぶやいた。モニカのその姿が、まぶしかったのだろう。微笑みながらもその顔は、どこか顰しかめられている様にも見える。

　一度は諦あきらめかけ、しかし『明鏡止水』を身につけて立ち上がった。それでも喫きつした敗まけにまたも膝ひざを折りかけたが、なんとか立ったままでいる。

　しかし、傷ついていないはずは無いのだ。武術家なんぞ皆みな負けず嫌ぎらいだ。二度も同じ相手に、それもとびきりの外げ道どうに敗北を喫すれば、胸の内には棘とげが残るだろう。

　……心の強さがそのまま強さとなる『明鏡止水』の使い手にとって、その曇くもりは致ち命めい的だ。今回故郷であるミラフィアを訪れたのは、その曇りを拭ぬぐうためというのが一番大きい。

「……そうですか？　私達からすれば、皆さんの方がよほど強いと思いますが」

「ううん、モニカちゃんは強いよ。私、これでも結構敗けが応こたえててさ。そんな相手に勝たなきゃ世界が危ないって言われて、正直怖こわいんだ。……モニカちゃんも禍石の研究をしてるんだもん、今どういう状じよう況きようなのか分かってるよね。それでも、そうやって冷静に研究を続けようとしてるのは、本当に強いと思う」

　モニカの言葉にソーニャが返したのは、弱音だった。

　同じような境きよう遇ぐうに置かれた私達の前では話しづらかったのだろう、ソーニャの弱音は初めて聞く。

　武術家とは言っても、ソーニャはまだ──エルフの中では──年若い少女だ。今それが口から出たとて、誰だれも彼女を責められない。

　後で言えることはいくつでも有るが、今この件に挟はさむ口は、私達には無い。

　いつも明るいソーニャが辛つらそうに、自じ嘲ちよう的な笑みを浮うかべるのを見て、モニカは一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどう表情を見せた。

　しかし、直すぐにモニカは柔やわらかい微笑みを浮かべる。

「そうですかね。……私は、こうして研究をしているだけですよ？　……でも確かに、血晶は恐おそろしいですよね。そのガルトという男に貴方あなた達が敗ければ、世界は終わる。きっとそうなんでしょう。……だけど、私は貴方達を信じていますから。敗けても立ち上がれる貴方達と──絶対に無理だって状況を、常識を打ち破ったスラヴァさんを」

　胸に手を当てて微笑むモニカは、最初に出会った時の姿とは大きく違ちがっていた。

　信じている、か。本人の前でよく言ってくれる。これではそう簡単に背中を見せることは出来ない。

「私はそのガルトとやらを見たことはありません。ですが、スラヴァさんが敗けたと聞いて、きっと私の常識では推おし量れぬ存在だということはわかります。……でも、ソーニャは、立ち上がれたのでしょう？　それはきっと、信じる何かがあったから。違いますか？」

　言い聞かせるように語るモニカは、顔を赤らめたソーニャを見てくすりと笑う。

「なら、ソーニャは強いですよ。挫ざ折せつから立ち上がる難しさは、私もいくらか知っていますから保証します」

　椅い子すから立ち上がったモニカは、隣となりのソーニャを抱だきしめる。

　モニカの方が小こ柄がらで、年ねん齢れいも若い。だがそのさまは、まるで姉が妹を励はげますようだった。本当に、仲がいいらしい。

「……うん」

　照れくさそうに笑ってから、ソーニャもモニカを抱きしめ返した。

　……ソーニャは、これで大丈夫だな。流石さすがに古い友人だというだけある。

　しばしそうしてから、モニカはソーニャを離はなして私の方へと向き直った。

「スラヴァさん、ソーニャをよろしくお願いいたします」

「ああ、勿もち論ろんだ」

　実際にはこちらが世話になることも多いのだが、託たくされてはそう答えるしかあるまい。

　明鏡止水を会え得とくしてからは考える事が増えた。……彼女たちを守りたいというのは、もはや根幹に有るものだ。

　茶化す色なくしっかり頷うなずくと、モニカは笑う。

「ふふ……そういえば、いつぞやの問題がわかりましたよ」

　よく見てみればその笑いはどこか冗談めかしていて──私は、何のことか分からずに首を傾かしげた。

　とぼけているのではない。そのことを感じ取ったのだろう、モニカは一息だけ苦笑いを混じらせてから、私の目をまっすぐ見み据すえる。

「スラヴァ＝シジマ……ですね？　それともスラヴァ＝ヴェサーと呼ぶべきなのでしょうか」

　口元は柔にゆう和わに弧こを描えがきつつも──私に向けてはっきりとそう言ったモニカの目は、真しん剣けんだった。

　……そうだ、思い出した。たしかに私は昔、この子と会った頃ころに宿題を残している。ソーニャとシェリルだけが私の正体を知っているのはずるいと頰ほおを膨ふくらませた、モニカに。

　いずれ気づいたら言ってみるといい。答え合わせはする。──そう、言った。

　まさか、本当にその名が彼女の口から出てくることになるとは思わなかった。

「……驚おどろいたな」

　驚いているのは私だけではない。ソーニャも、アルマも大きく口を開けている。それはそうだ。前世の私と関かかわり合いが有るのならば癖くせで予感する事は出来るだろうが、それが無ければ一足す一が三になるような答えにたどり着くはずがない。

　確かに、ヒントは与あたえた。だが、常識的に考えれば、その答えは馬ば鹿か馬ば鹿かしいと切り捨てるようなものだ。

　それでもモニカは、確信を持ってその名を告げた。

　しっかりと自分で考えて、捨てるはずの答えを突つきつけてきたのだ。……答えるほかあるまい。その、真しん摯しな視線に。

「答え合わせはするという約束だったな。……ああそうだ。よく分かったな」

　僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたあとにそう答えると、モニカは驚いた顔をした。まさか、という念はいくらかあったのだろう。……しかし、直ぐにモニカは困ったように鼻を鳴らした。

「本当に、合っているとは思いませんでしたけれど。……合格でしょうか？」

「一番古い名前まで引っ張ってこられれば、百二十点さ。良ければ、何な故ぜ気づいたかを聞かせてもらっても？」

　未いまだに自分の答えに自信が持てずにいるのだろう。遠えん慮りよがちに聞かれた問いに私が返したのは、満点以上という配点であった。

　……スラヴァ＝シジマの名は、アルマのせいでこの国でもそれなりに有名だ。だがシジマの名を受け継つぐ前の、スラヴァ＝ヴェサーという名前は専門的な本を読まなければ中々目にするものではない。

　その名を知っているということは疑問に思いつつも『スラヴァ＝シジマ』の事をより深く調べたということだ。エルフの少年スラヴァ＝マーシャルではなく、人間の武術家であるスラヴァ＝シジマの事を。

「最初に、言いましたよね。『私はエルフのようでエルフではない』と。浮かんだ答えを決定的にしたのは、この一言でした。ヒントは与えているという言葉もそうです。……答えを浮かび上がらせるヒントとなったのは、アルマがあなたを呼ぶ時に『せんせい』と呼ぶことでした」

　半ば意図的に与えたヒントが、やはり決定的なものとなったようだ。

　……しかし、最初に取っ掛かかりとなったのは、誰が見ても明らかにおかしいアルマの態度だったわけだ。

　横目でアルマを睨にらむと、アルマは申し訳なさそうに肩かたを小さくする。過ぎたことを言っても仕方がないのだが、もう少し気をつけるべきだとは思うのだがな。

「アルマが貴方を師と呼んでからは、直ぐに色々な事が浮かんできましたね。年季の入った言こと葉ば遣づかいがまるで老人みたい、だとか、そもそもあまりにも強すぎることとか……凄すさまじい魔ま力りよくを持っている子供は居ても、磨みがき抜ぬかれた武術を使えるというのはおかしいでしょう？　……そ、それに、今じゃ使わないような言葉も知っているようでしたし」

　とは言え、そこから一気に私の正体を浮かび上がらせたのは、結局私自身だったようだ。……子供らしい喋しやべり方というのは、未だに苦手だ。私自身、迂う闊かつであることは疑いようがないし、どうせわかるわけがないと高をくくっているのもある。

　本当に、賢かしこい子なのだな。その上で、真実を見抜く目を持っている。

「まったく、意地悪な問題ですね。……でも、答えを聞いた今、納なつ得とく出来たのは不思議なことです」

　徐じよ々じよに答えを受け入れられたのか、はにかむモニカ。

　言うとおり、意地の悪い問題だと思ったのだがな。

「ふつう、考えついてもそうだって思わないよ。すごいなあ、モニカちゃんは」

「まさに。正解が出るとは思わなかったぞ」

「ふふ、そうでしょう。いやあしかし大変でした。こんな難問には、何かご褒ほう美びがあってもいいんじゃないですかね？」

　ソーニャとそろってモニカを褒ほめていると、モニカは視線を細め、意地が悪そうな笑みを向けてくる。

　冗じよう談だんめかしている態度であるため、実際に悪いことを考えているというわけではないだろう。また、それを言うならばこんな問いを宿題に残した私のほうがよほどたちが悪い。

「私に出来るようなことならば、何なりと」

　だから、私はモニカの冗談にそう返した。予想だにしていなかったのか、モニカは目を丸くする。だがそれからすぐ、何かを企たくらんでいるように目を細めてみたり、顔を赤らめてみたりところころ表情が変わり始めた。

　……やがて、モニカは一つの表情で百面相の変化を止める。

　戸惑うような、寂さみしげな笑顔だ。

「なら、一つ約束してください。きっと、また訪ねてくると。それだけで、私は十分です」

　悩なやんだ末にモニカが求めた褒美は、再訪の約束であった。

　……それは何かを悩んで、やめたようで。鈍どん感かんな私でも、奥に追いやられた願いがどのようなものなのかは察しがついた。私の方も、かつてヒントはもらっていたのだから。

　代わりに出されたのは、必ず生きて帰ってこいという約束だ。まいったな、これで刺さし違えてでも──という考えは出来なくなった。

「ああ、必ずや約束を果たそう。その時は、もう一度美う味まいコーヒーを飲ませてくれ」

「嬉うれしいお言葉です。本当に、何人女の人を泣かせてきたのやら。……はい、約束ですよ」

　もはや戯たわ言ごとを、というのはかえって失礼になるのかもしれない。耳が痛いが、だからこそ彼女達の言葉には真摯に耳を傾かたむけねばなるまい。

「さて、ではこれでお話はお終しまいです。貴方のことだから、まだ合わなければならない人達が居るのでしょう？」

「それは、まあ……」

「やっぱり。くれぐれも、後こう悔かいなさいませんようにね」

　本当に、耳が痛い。

　だがもう、答えは出た。この国に戻もどってきたのは、様々な事を清算するため、というのも一つだ。

「では、また。コーヒー、美味かったよ」

「はい……」

　すとんと腰こしを下ろしたモニカとは逆に、私達は席を立つ。

　俯うつむいたモニカの顔は見えないが、きっと今の私にその顔を覗のぞく権利は無いのだろう。

　しかし、ふと違い和わ感かんに私は立ち止まり、振ふり返った。

　ソーニャがついてきていないのだ。

「久々だからさ、私は明後日あさつてくらいまでここに泊とまることにするよ。明々後日しあさつての朝から、宿で合流する。モニカちゃん、泊まっても大だい丈じよう夫ぶかな？」

「ええ……大丈夫です。ふふ、ありがとう、ソーニャ」

　古い付き合いの二人だ、色々と積もる話も有るのだろう。モニカの肩を抱くソーニャの顔を見ていると、それだけでもないのだろうが。

「……そうか、分かった。では、また」

「うん。また──明々後日、かな？」

　困ったように笑うソーニャに、同じような笑えみを返す。

　……我ながら情けない。こういうのがこの国にいる間、何回も無いと良いのだが──覚かく悟ごはしておいたほうが良いのかもしれんな。

「本当、罪作りなお方です」

　それが私の自うぬ惚ぼれなら良いのだが。そんなことを思っていると、帰りの廊ろう下かで、雨垂れを落とすようにアルマが呟つぶやいた。

　未だに自覚は無いのだが、とうとうそうも言っていられぬのだろうな。

「反省しているよ」

　もう少し早く改めていればとも思うが、たらればの話をしても仕方がないだろう。ただ厳げん粛しゆくに受け止めるのみだ。

　……しかし、あんな良い子に、な。自分の身一つでないという事を痛感させられる。

　まるで燃えた剣を打つ様だ。闘たたかいに臨のぞむ覚悟をまた一つ改めながら、私達はしばらく身を寄せる宿を目指すのであった。








第二話　友









　昨日に引き続き、青々とした晴れ空の下、私達はアルファレイアの街を歩いている。

　相も変わらず明るい喧けん騒そうに満ちた、生気に溢あふれた街だと思う。それでも少しばかり空気が寂さびしく感じるのは、今日はずっと旅をともにしてきたソーニャが傍そばに居ないからだろう。

　たぶん、私の愚ぐ痴ち大会でもしているのではないか……というのは、きっと思い上がりではないだろう。

　ひょっとすると、また今日も──なんて思うと気が重いが、案外今回はそうならなそうな予感もないではない。

　今日会う人は、私にとって一番付き合いの長い友人だ。

　と言っても、今こん生じようで──という但ただし書きはつくのだが。エルフのスラヴァ＝マーシャルとなった私に出来た、初めての友人だ。

　休みの日によく三人でアルファレイアを訪おとずれたものだ。そのときには、まだシェリルも一いつ緒しよに居なかったな。

　未いまだに鮮せん明めいに残る記き憶おくを風景に重ねながら、ふとシェリルに目をやる。……嬉しそうだ。セリアとシドは、シェリルにとっても友人だったからな。

「楽しみか？」

「うんっ！　セリア、元気かなあ」

　気持ちを包つつみ隠かくさず、シェリルは私が声をかけると満面の笑みを浮うかべた。

　最初はセリアの方がシェリルをあまり好いていなかったようなのだが、きっとお互たがい『そんなこともあった』くらいのものだろう。

　今日二人と会う約束を取り付けたのは、よく馬車をつける広場だ。休みの日に学校から馬車に乗って降りるのはいつもあの場所だった。

　道のりを頭に描えがき、身体からだで綴つづる。目的の場所には、目的の二人が、同じ風景を彩いろどっていた。

「あ、スラヴァくんだ！　お久しぶりー！」

「おー！　久しぶりだなっ！　スラヴァ！」

　私の記憶では、それなりに昔と言えるほど離はなれた時の中にある風景は、今でも全然変わりなく──当時共に居た少年少女が、歳としを取らぬままの姿で私の名を呼ぶ。不思議なほどに温かな感覚に包まれながら、私もあまり変わっていないであろう姿で二人へと歩み寄った。

「ひさしぶり！」

「二人共元気そうだな」

「シェリルちゃん！　なんか、雰ふん囲い気き変わったね？」

「アルマ先生！　へへっ、俺達は元気だぜ！」

　近くに行くと、アルマとシェリルもセリア達と挨あい拶さつを交かわす。

　ソーニャが居ないのもあり、まるで昔に戻ったようだ。尤もつとも、エルフの皆みなにとっては昔という認にん識しきも無いのだろうが。

　しかし──

「二人共、少し変わったな」

「あ、わかるー？　ちょっとお洒しや落れの勉強してるんだ！」

「俺の方も、結構鍛きたえてるんだぜ！　お前にそう言われると心強いな！」

　セリアもシドも、歳は取っていないように見えるが、それでも変わっていないわけではなかった。

　セリアは確かに、服装の着こなしがやや可愛かわいらしくなっているようだし、シドの方は明らかに身体が鍛えられていた。

　その姿に、思わず顔がほころんだ。

　セリアは芸の道で、シドもまた冒ぼう険けん者として、日々己おのれを磨みがいているというわけだ。

　歳が見た目に現れずとも、二人共確かに成長している。そのことが、妙みように嬉しかった。

「皆揃そろったし、そろそろ行こうぜ！」

　友人の成長を喜んでいると、拳こぶしを突つき上げてシドが歩きだす。

　あの日のように食べ歩きをする、という事になっているのだ。我ながらいい歳をして行ぎよう儀ぎが良いとは言えないが、たまには良いだろう。

　最初に買ったのは、牛肉を串くしに刺して焼いた簡単な物だった。牛肉ならネヴァケーでよく食べていたのだが、不思議とそれは『この国』の味がした。

「ってなわけでさー、十人がかりでなんとかレッサードラゴンを倒たおしたってワケだ！　いやあ、流石さすがにありゃ死ぬかと思ったな」

　まず買った食べ物を早々に食べ終わり、シドは自らの武勇伝を意い気き揚よう々ようと語っている。

　シェリルも食べるのは速かったが、今回はよく喋しやべるシドが居るので聞く側に回り、シドの話にたびたびくすりと鼻を鳴らしている。

「下位種とはいえ竜りゆう族を倒すとは大したものだな。けれど、危険なことをするのは褒められたことではないぞ？」

「そうだよ。まだまだ冒険者としては駆かけ出しなんだから、ちゃんと自分に合った依い頼らいを受けないと！」

　しかし、その武勇伝もシェリル以外の女性陣じんにはあまり評価がよくない様子。

　それもそのはず、シドが語る話にはどこかしらにシド自身の無む鉄てつ砲ぽうさが見え隠れしているのだ。

「う……わかってるけどよ。でもさ、でもさ！　俺だって着実に強くなってるんだぜ！　そのうちドラゴンだって一人で倒してみせらあ！」

　どうやら、やる気ばかりが勝まさっている様だ。それで下へ手たに結果がついてきてしまっているのが、余計にシドを先へ先へと進ませるのだろう。

　若い内はそれでも良いのだが、限度がある。特に、人を相手にしていないのならばなおさらだ。

「身体を見れば強くなっているのはわかるが、先を急ぎすぎるのは良くないぞ。エルフには長い時間が有るのだ。ゆっくりと一歩ずつを踏ふみしめて行くことができれば、シドならばきっと大成するだろう。足を踏み外すのは良いが──戻ってこられる高さを歩むべきだ」

　死んだらそこで終わってしまうのだから。言外に含ふくめた意味はシドにも伝わったようで、シドはうつむいた。

「生きてれば、なんだってできるよ」

　ぽつりと、シェリルが呟いた。顔に落ちた陰かげは、シャアラの姿が浮かんだためだろう。

　シドはあまり頭が良い方ではないが、友人が顔色を変えたのを読めぬほど馬ば鹿かではない。

　むしろ、そういった所には気が回る方だ。かつて、セリアを追いかけた時のように。

「でもよ……それじゃあ、何い時つまで経たっても、スラヴァに追いつけねぇ……」

　それでも焦あせるのには訳があるようで……まさか、こんなところでも私が絡からんでいるとは思わなかった。

　夢は大きく世界一の冒険者、か。それでは確かに、同年代に腕うでの立つ者がいれば焦りもするだろう。

　同年代、といっていいのかわからんがな。もとより、ここへはそれを話しに来たのだ。ある意味、話のきっかけが摑つかめたとも言えるか。

「焦る必要は無いと思うがな。その年で竜りゆう種しゆの討とう伐ばつに加わることが出来るのならば、同年代の中でズバ抜ぬけているだろう？」

「そりゃあ……そこらの大人とでも肩かたを並べる自信はあるさ。それでも、お前の影さえ踏めちゃいない」

　私がシドくらいの見た目の時には、目的もなくただ負けず嫌ぎらいなガキで、未熟も未熟だったと思うのだが。一いつ端ぱしによく考えて悩なやんでいるようだ。

「そうか……ならば、少しばかり昔話をしてやろう」

　少し予定は早まったが、私が彼らに会いに来たのは、話さねばならない事があったからだ。

　……それがたとえ荒こう唐とう無む稽けいで、友人である彼らでさえ信じられるかわからない話でも。隠したまま、彼らの許もとを去ることがあってはならないと思ったからだ。

「昔話？　……スラヴァくん、やっぱりお爺じいちゃんが中に入ってるみたいだね」

　茶化す声を入れたのは、少し暗くなった空気に戸と惑まどっていたセリアであった。

　……だが、彼女も聡さとい子だ。私が真しん剣けんに話しているというのはわかっているだろう。

　むしろ、だからこそあえて明るい声で場を和なごませようとしたのかもしれない。

「よく言われたな。だがな、それも仕方のないことなのだ。……私の中にはな、お爺ちゃんが入っているのさ」

　笑うセリアをじっと見つめ、私もあえて戯おどけた口調でそう返した。

　……しかし、目だけは、真剣に。

　それだけで、セリアは笑うことをやめた。

「……本当なの？」

「本当だ」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、この流れで聞けば冗じよう談だんだと笑い飛ばしてしまいそうな言葉に、セリアは真ま面じ目めに聞き返す。

　余計な言葉はいらない。真剣に聞いてくれるセリアに、私はできるだけ単純に、そう答えた。

「え……？　中に、爺ちゃん？　何言ってんだよスラヴァ」

　シドは、まだよくわかっていないらしい。

　無理もないだろう。私だって、誰だれかに同じことを言われれば馬鹿馬鹿しいと笑ったはずだ。……自分がこういう境きよう遇ぐうでなければ、の話だが。

「そうだな、昔話はしてやりたいが、少しだけ歩こうか。落ち着いた場所で話そう」

　私とセリアに交こう互ごに目を移すシドに微笑ほほえみかけて、歩きだす。

　アルファレイアは活気に溢れた街だが、それでも人の目が届かぬ場所はある。

　私達だけならば子供の話に耳を傾かたむける人々も居ないと思うのだが、少し変装させているだけのアルマが見つかればコトだ。

　移動を開始した私達は、やがて広場に出た。広場というよりは、空き地に近いのかもしれない。近くに店がないため、わざわざここに来るものは少ないのだ。

「なあ、さっきの事話してくれよ。どういうことなんだ？　……その顔みると、冗談じゃない、んだよな」

「ああ」

　戸惑いながらも、シドは広場についてすぐに先さき程ほどの言葉について質問した。

　ありがたいことだ。ありえないと切って捨てずに言葉の意味を問うてくれるということは、それだけ私のことを信しん頼らいしてくれていることの証左だろう。

「その事も含め、さっき話すと言っていた昔話をしようか。そうさなあ、どこから話したものか。……これはまだ、私が若い頃ころの話だ」

　彼らの様な友人を持てて良かった。正体を話すつもりでここに来たのは正解だったと思いながら、私は『昔の話』を始める。

　私にとっては昔々。エルフにとっては少し前の話。

「最強という二文字を追い求め、ただひたすらに拳を磨いた人間が居た」

　語るのは、私が拳を握にぎりしめた頃の話。

　かつて『スラヴァ』という、やんちゃな坊ぼう主ずが居た。どういうわけだかこの坊主は乱暴者で、しょっちゅう喧けん嘩かをしていた様に思う。

　十、二十と喧嘩を重ねる内、段々と少年は喧嘩に敗ける数が減っていった。喧嘩を繰くり返す内に力は強くなり、気がつけばあたりに敵は居なくなっていた。

　この頃、少年は自分が誰よりも強いと思い始めていた。しかし同時に、世の中にはまだまだ上がいるという現実を冷静に見てもいた。

　自分より上がいるという事実がたまらなく不ふ愉ゆ快かいだった少年は、段々と喧嘩の数を増やしていった。この頃にはもう喧嘩というよりは、名のある戦せん闘とう者を選んで試合を申し込んでいく荒あらくれになっていた。

　そうしたことを繰り返す内、スラヴァの名は街に広がっており、彼を見ただけでも逃にげ出すものがいるくらいだった。

　いつしかスラヴァからはかつてあった『世には上がいる』という考えが消えており、まるで自分こそが世界で一番強いかのように振ふる舞まっていた。

　そんなある日、スラヴァは一人の『武術家』に敗北することになる。手も足も出ない程の完敗だった。しかもその武術家はどうやら手加減をしていたらしく、実力の十分の一も出していなかった。

　身にまとう魔ま力りよくは同じくらい──どころか、スラヴァの方が多いくらい。身体も武術家のほうが老いていて、スラヴァからすれば自分が敗ける理由などないとさえ思えるくらいだった。

　それでも、スラヴァは完敗した。後に世に名を轟とどろかせる武術家、イワオ＝シジマに。

　この時スラヴァはようやく気がつくことになった。ただ力を振るうだけの愚おろかさに。目的も理念もなく振るわれる、意味なき拳の弱々しさに。

「一番になりたい、というよりは敗けることが許せなかったのだろうなあ。最強という二文字を目指しているようで、その実私は目の前の相手しか見ていなかったということに気付かされたよ。仮に当時の『スラヴァ』が最強になっても、そいつは自分が最強であることに気が付かなかったんじゃあないかね。なにせ、勝ち続けることで今まで戦った誰よりも強いという結果を見ることだけに満足していたのだから。……『スラヴァ』がそのことに気がついたのが、大体四十──エルフで言えば三百歳くらいのことか。そのくらいの頃だったのだから、笑えるだろう。シドの歳としで目標が見つかっているのならば、大したものさ」

　ぽんとシドの頭に手を置くと、シドは同じ目線の高さから見上げるような視線を送ってくる。

　昔の自分がどれほどろくでもないやつだったかを語る自分がみっともなくて、つい苦笑いを浮うかべてから、私は語る。

「それからは、修しゆ行ぎようの日々だったな。凄すさまじい強さを見せつけられたイワオ様に、スラヴァは憧あこがれた。その姿がスラヴァにとって最も輝かがやかしい言葉の象しよう徴ちようであり、輝かんばかりに映る強さはスラヴァの目印になっていた。……なんと言ったらいいものか。その頃から、まっすぐ歩けるようになったのだな。目的地が同じでも、目印が有るかどうかで道のりは大きく変わるものだ。ただ暗くら闇やみの中を歩くのでは、あちらこちらへと道を外れてしまい、気がつけば深い闇の中……というわけだ」

　そのおかげで随ずい分ぶんと遠回りをする羽目になってしまったよ、と。私はシドに笑いかけた。

「お前なら大だい丈じよう夫ぶさ。しっかりとした目標もあり──ひとまずは、目印となる者も居るのだろう？　私よりもずっと早くそれに気がついているのだ。ひょっとすると、あと百年もすれば歴史に名を残せるかもしれんぞ？」

　私がそうだったのだからな、と締しめくくると同時に、アルマへと横目で視線を送る。

「あ、はは……その節は……」

　実際に前世の私が歴史に名を残すほどかというと──私自身はそうは思わないが、ともかくスラヴァ＝シジマの名はしっかりと歴史の石板に刻みつけられているのだ。人生の折り返し近くまで目標も持たず、技術も磨みがかず喧嘩ばかり繰り返していた男がな。

　私の視線を受けたアルマが、ぺこりと頭を下げると、シドとセリアが固まった。

　先程まではなんとか『英えい雄ゆうアルマ』でいたようだが、つい素すが出たようだ。

「……えっ？　まさか、スラヴァ……って……」

　まあ今は誰も見ていないし、かえって話が早くなるだろう。

「信じるか信じないかは、お前達に任せよう。なにせ、今こん生じようでは噓うそばかりだ。娘むすめにさえ、噓をつき続けてきたからな」

『昔話』をそう締めくくり、私は腕を組んで壁かべに背を預けた。

　さてどうなるか……な。セリア達は──私のことを、大切な友人と思ってくれているだろう。私はそうだ。最初の友人として、私は彼女達をとても好ましく思っている。そう思ってくれていて欲しいという気持ちも有るが、私達の関係は親しい筈はずだ。

　だがそんな友人が、出会ったときからずっと隠かくし事をしていたとすれば、それはあまり気持ちのいい事ではないだろう。

　出来れば受け入れてくれると嬉うれしい──しかし、何を言われてもいい。そのつもりで、私はここに来ている。

　最後の闘いを前に──二度と帰ってこられないかもしれない場所を去る時に、彼らにだけ秘密を抱かかえたまま行くのは嫌いやだったからだ。

　さて、どうなるか。ただ言葉を待つ私に、最初に声を掛かけてくれたのは、セリアであった。

「そっかあ、スラヴァくん、お爺ちゃんだったんだ」

　その声は、いつものセリアの、元気をくれるような明るい声だった。

「スラヴァくんと居るとね、なんかぽかぽかして、ゆっくり出来るなーって思ってたんだ。私のお爺ちゃんって、すごく優やさしくて。スラヴァくんと居る時、たまにお爺ちゃんの事を思い出してたの」

　過ぎ去った風景を慈いつくしむ様に、セリアはどこか遠くを見上げて微笑んだ。

　そうしてから、セリアは私を見て、笑った。

「スラヴァくんをみてお爺ちゃんを思い出すのは、なんか悪いなって思ってたから……本当のお爺ちゃんで、ちょっと安心した！」

　小こ馬ば鹿かにするでもなく、疑うたぐる様子もなく、セリアは言う。

　これでも、私は彼女達の友人を自負している。だから私は彼女が役者を目指しているという事を知っているし、努力によって既すでにそのための能力を身につけつつあることを、演技が上う手まいという事を知っている。

　だが、だからこそわかる。その笑顔が、演技でないことを。本心から、私に笑いかけてくれていることを。
















「セリア……ありがとう」

「私も。話してくれて嬉しかったよ！　なんかスラヴァくん、悩なやんでるみたいだったから……これで、少しでも元気になると嬉しいな！」

　逆にまた──彼女も、私が何かを隠していることに、気がついていたのだろう。生あい憎にくと、私の演技は下へ手ただ。中ちゆう途と半はん端ぱにも出来ていない仮面を被かぶっていることなど、お見通しだったのかもしれない。まったく、頭が下がる思いだ。

　だが、これで一つ肩かたの荷が下りた。そんな気分だ。

　とはいえ、これで終わりではない。まだ、シドがどう出るかが残っている。

　私の話を聞いたシドは、顔を俯うつむかせていた。どんな顔をしているかは、わからない。

　シドは一言も発さずに何かを考えているようだった。しかしやがて、顔を上げると──

「なあスラヴァ。俺と勝負してくれ」

　そこにあったのは、闘たたかいを挑いどむ男の眼めだった。

「シドくんっ！」

　男同士のコミュニケーションには疎うといであろうセリアも、真しん剣けんなシドの瞳ひとみを見て、思わず声を上げる。

　しかし、これは必要なものなのだ。こんな眼をされたら、勝負を受けない訳にはいかない。

「いいんだ。……受けよう。場所と日時はどうする」

　セリアを手で制し、シドの眼まな差ざしを正面から受け止める。

　するとシドは驚おどろきに目を見開いてから、再び視線をきつく引き締める。

「今ここで。……いいのか？」

「ああ、それでいい」

　場所は丁度広場だ。障害物もなく、地面も均ならされている。男二人勝負するにはおあつらえ向きだ。

　ならば、覚かく悟ごあるものが望む今こそが、その時だろう。

　広場の中心へと歩いていくと、急いでシドが私の前に向かい立つ。

　そして剣を構えると、シドは天を仰あおいでから、私に向けて剣の切っ先を向けた。

　剣が丁度瞳の間を半分に分けている。

　活発で、考えるよりも先に行動するシドのイメージとは違ちがう──『剣術』の構えだった。

　僅わずかばかり重心が定まらずにいるが、それでもこの歳の者達と比べれば、直すぐに努力が見て取れる。……シドもまた、己おのれの道を立派に歩んでいるというわけだ。

　そして、その視線の先には、私が居た。なんとも、嬉しいことだ。

「アルマ、合図を頼たのむ」

「はい。申し受けました」

　全すべてを打ち明けた今、アルマとの関係を隠すこともない。それでも少しだけ驚いた顔をするセリアとシド。だがそれで、シドの剣からブレが消えた。

　私が構えると、アルマは腕うでを上げる。それが振り下ろされた時が、闘いの始まりだ。

「始め！」

　始まりそれが来るのは、思ったよりも早かった。それだけ、シドの準備が早く済んだというわけだ。

　武道を歩むアルマだ。『闘い』には私情を挟はさまない。一人の武術家として、また指導する立場にあるものとして。シドが闘えると判断したから合図を出した。それがまた、彼の成長が実感できるようで嬉しい。

　もう昔のシドとは違うのだ。猪ちよ突とつ猛もう進しんだった学生の頃ころとは違い、戦闘開始の合図がくだされたにも拘かかわらず、シドはただ私の隙すきを窺うかがっていた。

　……ものの数十秒で、シドの頰ほおには汗あせが伝う。

　谷、だ。私とシドの距きよ離り。その幅はばは目に見えていても、光届かぬ谷の深さはわからない。今シドが見ているのは、そういうものだ。

　昔のシドならば、すぐにでも跳とんできただろう。だが今のシドには、その深さを察するだけの力が身についたのだ。強くなったからこそ、跳べない。

『昔』の私を考えれば、それがわかるだけでもシドは大したものだ。

　だからといって、何もせずに終われるほど、大人ではない。自分では勝てないと刃やいばを納めるのが、一番かしこいやり方だ。しかし、今回それはない。

　男が意地をかけて、強敵の前に立っているのだ。構えた拳こぶしを振ふるわずには、終われないだろう。

「……来い」

　だから、私はそれを受ける。

　時に拳が、剣が千の言葉よりも雄ゆう弁べんに語る場合もある。『勝負』を挑んできた彼の思いを聞くには、それが一番早いからだ。

「……ッおおお！」

　静かに放った私の声をかき消すように、シドが雄お叫たけびを上げる。構えた剣を振りかぶって、シドは駆かけた。

　一見無む謀ぼうのようだが、相手が素手であることを考えると、それも間違いではあるまい。素手では剣を防げない。……大体の場合は、と但ただし書がきが付くが。

　シドの振り下ろす剣の軌き道どうは、彼の心の様に真っ直ぐだった。

　マトモに入っていれば、私の身体からだは真っ二つだろう。

　しかし私は、手のひらでまるで棒を受け止めるかのようにシドの剣を摑つかむ。

『明鏡止水』。私の持てる最高の技術を、最高の力で使った。裂れつ帛ぱくの気合と共に力の限りの魔ま力りよくを込こめられた剣でも、段階が一つ違う領域の『気』で覆おおわれた手のひらには、傷はおろか力を込めた跡あとを一筋残すことも出来ない。

　だがこれでわかった。シドが何を思って勝負を挑んだか。何を込めてこの剣を振り下ろしたか。

「私の勝ち、だな」

　明鏡止水による魔力を感じさせぬ高速移動でシドの背後に回った私は、首筋に手刀を触ふれさせながら、そう宣言した。

　流石さすがにこれにはシドも驚いたようで、敗けを認めるよりも先に勢いよく振り返った。

　驚くのも無理はない。視界から消えるほどの高速移動をするには多大な魔力が必要となる。より高度な戦せん闘とうでは、目に見えない動きを感知するために魔力を感じ取るというのが基本となってくる。その基本を根本から覆くつがえすような明鏡止水の力は、腕が立つ者ほど驚きを感じることだろう。

「……はっ、はは。本当、お前はすげえなあ、スラヴァ」

　遅おくれて、とにかく自分の理解していない力がある──という事に気づいたシドが、剣を納めた。

　そうして私の目を見るシドは、力強い笑えみを浮うかべていた。

「俺は馬ば鹿かだから、さっきの昔話とか、実はスラヴァがアルマ先生の師し匠しようだった──とか、よくわかんねえ。でも、わかっても、何も変わらないんだ。スラヴァ、お前は昔っから、俺の憧あこがれで──一番の親友だ！」

　そう言って差し出されたのは手だ。握あく手しゆを求められて、私も笑ってしまった。

　シドらしさと、親友に許されて、まだ友と呼んでくれる懐ふところの深さに。

「ありがとう、シド。お前も、私の自じ慢まんの友さ」

「へへっ……こっちも、ありがとうな。焦あせらなくてもいい、って。なんかスッキリしたぜ！」

　固く手を握にぎり合うと、その手の潰つぶれたマメがまた一つ彼の努力を物語っていた。

　同年代の中では、シドもまた腕が立つ方だ。だが彼もまた、才能に恵めぐまれたわけでもないらしい。重ねた努力を纏まとった手に、歯を見せて笑みを浮かべた。

「案外、お前のような奴やつが歴史に名を残すのかもしれんな」

「……？　なんだよ、俺なんかまだまだだぜ？」

「だからさ」

　昔の私よりかはシドの方がよほど立派だが、それでもなんとなく、私は自分の昔を思い出していた。

　遠くに見える目標を目指してただ努力を重ねる日々。私の場合は目標があまりにも遠い位置にありすぎて、一回の人生では影かげを踏ふむことさえできなかったが──シドの様に真っ直ぐな心を持って、道を外れることなくいれば、目標にたどり着く日はそう遠くないだろう。

　首を傾かしげるシドから逃にげるように、苦笑いをしてごまかす。

　気がつけば、セリアも笑っていた。……わかっているやら、わかっていないやら。いや、この子達は賢かしこい子だ。私の言葉の意味を理解した上で、まだ友と言ってくれるのだろう。

　……この子達と、いつしか夢を語り合いながら酒を酌くみ交かわしてみたいものだと思うのは、我ながら若いやら爺じじ臭くさいやら。

「何か、やらなきゃいけないことがあるんだろ？　俺達、応おう援えんしてっからさ」

「また皆みんなで、一いつ緒しよにご飯食べようよ。アルマ先生も、シェリルちゃんも！　ね！」

　やはり、この子達は気がついていたようだ。

　隠かくし事を許してくれたばかりか、激げき励れいまでもらっては、応こたえない訳にはいかないな。

「おうとも。いつか爺じじいになるまで一緒にいて、そのうち酒でも飲もう」

「酒かあ、おっさん達は好きみたいだけど、俺はちょっとなあ。そのうち好きになる日が来るのかな」

「あはは、まだお婆ばあさんにはなりたくないかな……」

　酒の方はあまり乗り気ではないようだが、彼女達も成長すればきっと気に入ってくれるだろう……というのは、飲む者の理論だな。

　シドなんかは冒ぼう険けん者をやっていれば、付き合いで飲むうち酒飲みになっていそうなものだが、さて。

　それを確かめるためにも──勝たねばなるまいな。

「んじゃあ……また、会おうぜ。先生、姐あねさんも元気でな！」

「うん……」

「ああ。またな、シド」

「先生、シェリルちゃん！　今度女の子だけで遊ぼうね！　ソーニャさんも誘さそって、ね？」

「楽しみにしてるね」

「あはは、そうだな」

　シェリルとアルマも、この二人とは付き合いが長い。再会の約束は、きっと彼女達の力になってくれることだろう。

　また会おうと固く誓ちかってから、私達は別れてそれぞれの道へと歩いて行く。

「……良いご友人を持ちましたね」

「そうだな。自慢の友人だ」

　再び何処どこかで道を交えるために。宿への帰路でそんなことを話しながら、私達は『未来』に思いを馳はせるのであった。








第三話　好敵手









　薄うす暗ぐらい空の下を、馬車が走っていた。といっても、今の時刻は夜ではなく──まだ太陽が昇のぼりきらぬ、早い時間だ。

　普ふ段だんならばこの時間は朝の走り込みをしているのだが、今日は馬車の中に座り、代わりに馬が私達を乗せて走っている。

　……代わりに、などと言っても、朝の走り込みは移動を目的としているわけではないのだが。馬が走っても私の身体は鍛きたえられない。であれば朝早くから馬車に乗っている理由はただ一つ。行くべき場所があるからだ。

　その行く先は、馬車の窓から身を乗り出しているシェリルを見れば、すぐに分かるだろう。

「楽しみだなーっ」

　窓から吹ふき込む風に白はく亜あの髪かみを靡なびかせて、足をパタつかせる様さまは、誰だれがどう見ても気分が高こう揚ようしているとわかるだろう。

　まだ陽も昇りきらぬこの時間シェリルはいつも寝ねているのだが、今日に限っては話は別だ。落ち着きがなく広いとはいえない馬車の中を動き回り、満面の笑みで心境を語る。寝起きのシェリルは物静かなものだが、今はむしろ平時よりもよほどはしゃいでいると言っていいだろう。

「こら、危ないぞシェリル。身を乗り出すんじゃない」

「はいっ」

　教師としてのアルマが苦く笑しようしながらシェリルをたしなめると、シェリルは脚あしに手を揃そろえてお行ぎよう儀ぎよく座る。……が、また直すぐにもぞもぞと動き始めた。

　まあ、無理もない。今ではたった一人血のつながりがあると思われる人物に、これから会いに行くのだから。

「おじいちゃん、元気かなっ」

「はは、チェスターの元気がない姿は想像出来んよ。……が、そうだな、シェリルに会えなくて寂さみしがっているだろうさ」

　間ま違ちがいなく元気でいるだろう。シェリルの言葉に対して遠回しにそう答えると、私は寂しさでしょぼくれたチェスターの間ま抜ぬけ面づらを思い浮かべてくつくつと喉のどを鳴らした。

　うん百年も生きている、殺しても死なないような爺だ。しょぼくれていたら一周回って笑えるほどだ──などと思っていると、シェリルは首を傾げた。

「……？　そう？　スラヴァくんに会うまえのおじいちゃんは、たまに寂しそうにしてたよ……？」

　その言葉に、腕うでを組んだまま私のほうが間抜け面を晒さらすことになる。

　あの爺が？　私が居なくなって寂しそうにしていたと？

　ううむ、笑えない冗じよう談だんだ。……と、いいたいところだが、シェリルが言うのならばきっとそうなのだろうなあ。

「本当ですよ。師匠が亡なくなってからというもの、チェスター老はすっかり肩かたを落としてしまっていたのですから。裏の闘とう技ぎ場の方もほぼ引退状態で、時たま力を示すために退たい屈くつそうに闘たたかう程度だった……と聞いています」

　シェリルの言葉にアルマも乗っかると、どうもいよいよそうらしい。……いや、まいった。流石に笑えない。気持ちの悪い爺だと思いながらも、自分でそれが照れ隠しの様なものだと思うと、代わりに浮かんでくるのは苦々しさだった。

「……あの爺がな」

　口をもごもごと動かす私を見て、アルマが口を押さえながら笑う。

　何を思っているかもお見通しなのだろう。藪やぶ蛇へびだったかもしれんな。

「あっ……見えてきた！」

「おや、本当かね」

　いつの間にかまた窓の外を覗のぞいていたシェリルの声に、逃げ道が出来たと便乗する。

　まだまだチェスターの屋や敷しきまでは距きよ離りがあるが、無む駄だに大きく綺き羅らびやかな屋敷は、遠くからでもよく見えた。

「……あいつに会うのも、久々だな」

　つい思考が悪態を吐ついていることに気がつくと、笑みが溢あふれる。

　久々というのは人間的な感覚だが、チェスターにとってはどのような気分なのだろうか。

　物思いにふけっていると、見えているくらいの距離は直ぐにたどり着く。こちらに来てすぐ手紙で連れん絡らくをしているので、ヤツのことならば──

　チェスター邸ていに馬車が着くと、直ぐにシェリルが飛び出した。

「おじいちゃんっ」

「シェリルぅーッ！　おお、元気してたかァ！」

　こんな朝早くでも、愛いとしい愛しい孫を待ちわびていたことだろう。

　馬車の外から聞こえてくる、丸くなった宿敵の声に鼻を鳴らす。

　とはいえ丸くなったのはたぶん私も同じなのだろう。馬車を降りると、チェスターがシェリルを抱かかえて勢い良く回っているのが見えた。……いやはや、丸くなったとは言っても私もまだまだか。

　何い時つ見ても、爺じじ馬ば鹿か全開の宿敵の姿を見るのは慣れないな。

「……よォ」

「久しいな」

　だが、牙きばが抜けたかというと、そうでもないらしい。

　私の姿を見つけると、チェスターはシェリルを優やさしく傍そばに下ろし、笑えみの質を変えた。ドロドロに溶とけた孫煩ぼん悩のうの顔ではなく、猛もう禽きん類るいの様な鋭するどい眼まな差ざしへと。

　シェリルの頭を手のひらで軽く二度だけ叩たたいてから、チェスターはこちらへと歩いてくる。

　静かな魔ま力りよくを燃やしながら──今では決して大おお柄がらではない老人が一歩を踏み出すと、大地が揺ゆれるようであった。

　数歩歩いてチェスターは私の真正面に立った。今にも殴なぐりかかってきそうな『熱』を感じる。

　しかし、そうはならなかった。おそらく──お互たがいが望むようには。

「よく来たなァ。アルマの嬢じようちゃんも、今日はゆっくりしていってくんな」

　気持ちがいいまでに豪ごう快かいな笑顔を作ると、チェスターは身を翻ひるがえして顔だけを見せる。

「積もる話もあンだろ？　ついてきな」

　それは後だと、言外に込こめられた意思が感じ取れる。

　思わず鼻を鳴らして、私はアルマに目配せをした。

　視線を再び前に戻もどすと、腕にぶら下がるシェリルを楽しそうに揺らすチェスターが歩いている。

「少し、変わられましたね」

　アルマの言葉に頷うなずきながら、私はチェスターの後を追って歩きだす。

　確かにそうだ。あれほどの闘気を出しながら歩いてきたのならば、昔のチェスターなら挨あい拶さつ代がわりにと一発くらい拳こぶしを放ってきた筈はずだ。

　奴やつもこの歳としになって落ち着いてきたのだろうか。……案外、私が思っているよりもずっと奴は……

　などと考えて、首を振ふるう。

　しかし、突とつ然ぜん手紙を寄こしてまで訪ねてきた私達から何かを感じ取ったのは間違いない。積もる話も有るだろう、と聞くチェスターの言葉には、どこか温かさが含ふくまれていたのだから。

　……ここを訪おとずれる事は、私の『里帰り』にとっては一番重要な事だと言っても良かった。それはやらねばならない事が有るからだったのだが、後でも良いだろう。

　ひとまずは、聞いて貰もらうとしよう。私達の旅路と、孫まご娘むすめの成長を。

　相変わらず長い屋敷の門から玄げん関かんまでの道のりを歩きながら、私はまた鼻を鳴らした。




　　　　◆




「……成る程ほどなァ。色々な事が、あったみてぇだな」

　アルファレイアの武道会から今に至るまでを語り終えた頃ころには、太陽が一番高くに来る時間になっていた。

　時たまシェリルが身み振ぶり手振りで説明しながら、シェリルの説明の補足をチェスターが私達に求めたり、朝食や間食を挟はさんだりと。決して急がずに語った故ゆえか、大分長く話していたように思える。

　それでも、実際に今まで過ごした時間からすれば、数時間など一いつ瞬しゆんの様なものだ。口に出して振り返る事で辿たどった旅路は、頭の中で鮮あざやかさを取り戻していた。

「シェリル、辛つらかったろうに、お前さんもよく頑がん張ばったなァ」

「……うん」

　特に、自ら生き別れていた姉との邂かい逅こうを、そして二度目の──より距離の遠い別れを語ったシェリルは、瞳ひとみに涙なみだを滲にじませていた。

　シェリルの頭を、チェスターは優しく撫なでる。その瞳は、孫の愛らしさに蕩とろけた目でも、気高い武術家の鋭い眼光でもなく──彼女の祖父としての優しさに満ちていた。

　こんな目も、出来るのだな。

　少し意外に思いながらも、何な故ぜかその目がしっくり来ていた。

「しかしなァ。『血けつ晶しよう』の大元だの、それに意思があるだの……世界を賭かけた闘いだの。すげぇ事になってンな」

　私からの視線に気がつくと、チェスターはなぜだかばつが悪そうに笑ってから、話をぶり返す。

　恥はじる事のない、良い目だったと思うのだがな。……チェスターをこうも素す直なおに評価する自分に少しだけ驚おどろきながら、私は苦笑いを返す。

「全くだ。二度目の生を享うけた時には大層驚いたものだが、そろそろ理解が追いつかんよ」

「そっちも大たい概がいわからねぇけどなァ。……だがよ、羨うらやましいぜ」

　感覚が麻ま痺ひしてきたが、『私』という存在も大概わからないものだ。そんな風に笑うチェスターは、しかしその後に一言羨ましい、と付け足すと笑みを自じ嘲ちよう的に濁にごした。

「それは……確かに、二度目の生など誰だれでも望むのかもしれないな」

　エルフでも、時間が足りないと思うことはあるのだろうか。感じた疑問を吞のみ下すように、紅茶を啜すする。だが、それもそうだろう。世界は広く、数百年の人生をもってしても到とう底てい全すべてを体験することなど出来はしないし、そうしている内に次々新しいものが出てくるだろう。単純に死が恐おそろしい、という考えもあるかもしれない。二度目の生とは、エルフの老人にとっても羨ましく映るものか。

「いいや、羨ましいのは……そっちもだがよ。俺が羨ましいのは、お前さんの振るう拳に意味があるって方さ」

　だが、そうではないらしい。

　チェスターが羨ましいのは『世界を賭けた闘い』の方だという。

「羨ましい、ですか」

　極ごく自然にそう聞き返したのはアルマであった。

　図はからずも、私は心持ちを代弁されることになる。

　アルマの問いかけにチェスターは頷いて、語りだす。

「ああよ。……なァ、スラヴァ。俺ァ一回お前さんに聞かれたな。一体何と闘うつもりで武を磨みがいてたンだ、ってよ。今でこそ、俺ァお前に勝つために鍛きたえてると言える。だがな、結局、これだった意味はまだ見つからねぇ」

　握にぎり拳を指し示すように、握った右手を目の横まで上げてから、チェスターは続ける。

「世界最強ってンなら、剣けんでも槍やりでも良かったはずだ。選せん択たく肢しがいくつも有る中で俺はこれを選んだ。後こう悔かいはねぇ、これが一番俺にあってると、今は言えるぜ。だが、結局……なんで最強って奴をこれで目指したか、なんで最強ってのになりたいかは、まだよくわかってねぇんだ」

　髭ひげをのせた口を尖とがらせてそう語るチェスターは、どこか戯おどけているようでもあったが、その目は真剣だ。

　私達は、ただ黙だまってそれを聞いていた。

「まあ御ご存ぞんじの通り俺ァ俗ぞく物ぶつでよ。初めは色んなモノが欲ほしくて、それを摑つかむのが目的だった。けどいつの間にか、手段が目的に入れ替かわってたンだよなァ。これで一番になりてぇ、ってよ。けどまだ、なんで一番になりたかったかはわかってねぇ。理り屈くつじゃねぇってのは分かる。なりたいからなりたいってのも、答えのように思える。……けどな、お前は今、その答えを持ってンだろ？　ご大層に、その力の使い道までが示されてンだ。それが、羨ましくて仕方がねぇ」

　チェスターが語ったのは、未いまだ武術家の中では答えが出ない、難問への悩なやみだった。

　……本当に、変わったな。昔──といっても、チェスターの人生の中ではホンの少し前になるのだろうが、その頃とは大おお違ちがいだ。

　ただ強く。それだけではなく、拳に意義を求める。それを強さと見るか、弱さと見るかは──世界を賭けた闘たたかいで、分かるのだろう。

　しかし、私にはチェスターのそれは、重要な事に思えた。

　なんと返したものか。考えていると、チェスターは私が口を開くよりも先に顔をほころばせて、鼻を鳴らした。

「なンてな、ガラでもねぇ。……来いよ。そのためにここに来たんだろ？」

　同時に、チェスターは立ち上がる。そのまま、返事を聞かずに歩き出した。

　シェリルだけならばともかく──私がここに来ているからには、目的は一つしかない。それは──不本意ながら──よく似ている私と奴だからこそ、分かる。

「スラヴァくん」

　シェリルが、私の瞳を見つめていた。私はその瞳に頷きを返すと、チェスターの後を追って歩く。

　向かう先は、私とシェリルが手を合わせた中庭ではないようだ。方向からすると、玄関のある方。

　……あの無む駄だに広大な庭が、役に立つ物だとはな。案外、分からぬものだ。

　チェスターが立ち止まったのは、案の定屋や敷しきから少し離はなれた庭であった。

　中庭では、今の私達には狭せますぎる。ここならば、気がかり無く闘えるだろう。

「思えば、お前との付き合いなんて短みじけえのによォ。……不思議なモンだ、俺ァ一番よくお前めえを知ってるし、何故だか一番付き合いが長なげえ様にも思えるぜ」

　だから考えてることなどお見通しだ、というのだろう。

　それが、わかる。私もまた、同じ考えだからだ。

　……最後の闘いを前に、どうしてもやっておかなければならない事が、あった。

　何よりも優先すべきこと。それが──この男との、決着だ。

　この男と闘うにあたって、初めて勝ち敗けが最も重要な要素ではないと感じる。……気がつけば、簡単なことだ。この男こそが私にとって一番の『親友』であり、この男とコミュニケーションを取る一番適した方法が、闘うというだけの事だったのだ。

　これからもこの男と付き合いを続けていく限りこれは続く。

「やるか」

「応とも」

　だからこの一回の勝ち敗けが全てではないと、ようやく思えた。それよりも大切なのは、拳を通して語り合うことだ。

「シェリルや、合図を頼たのむ」

「！　わかった」

　空気は、穏おだやかだった。まるで闘とう争そうの空気を感じないゆるりとした時間の中、急に合図を頼まれたシェリルは少し驚いている様だったが、直すぐに小刻みな足取りで向かってくる。

「この小石がついたら、はじめ」

　そうして身を屈かがめると、シェリルは小さな石を摘つまみ上げた。

　大きな声を出すのが少し恥ずかしく感じるのか、シェリルに合図を頼むとこういった形を取ることが多い。……最初に見たのは、ソーニャと初めて手合わせをした時だったか。当時は放ほうり投げられた石に罅ひびが入っていたのを思い出す。

　どちらともなく構えを取ると、シェリルが石を摘む手を下げた。勢いよくそれを上げると、与あたえられた力に従って石がふわりと浮うきあがる。

　だがそれも直ぐに地面に引かれ始めた。……石には、罅は見えなかった。シェリルは成長している。彼女の力加減は、もう問題ない。

　……ならば、私も同じ場所で立ち止まっているわけにはいかないな。

　石が地面につくと同時、チェスターは瞬時に魔ま力りよくを解放する。治ち癒ゆの魔力を感じないため、チェスター流の『試し製せい桜おう花か』はまだ使っていないようだが──その魔力は、前に手合わせしたときよりも更さらに勢いを増していた。

『血晶』を使った者でもこうはいかないだろう。チェスターは私達が旅をしている間も、ひたすらに己おのれの力を磨いていたのだ。その魔力こそが、その努力の量を雄ゆう弁べんに語っていた。

　だが、努力ならば私もまた重ねている。

「……どうした、魔力を解放しねぇのかい」

「そう見えるか？」

　私もチェスターも、師には随ずい分ぶんと敗けている。

　数あま多たの敗北の中、稀まれに師し匠しようは魔力を一いつ切さい収めたようで、理ことわりを超こえた力を放つことがあった。……その技術が、今の私の手には有る。

「何を──って、あァ、なるほど。……そういうことかい」

　それ故に、チェスターも直ぐに今の私がどういう状態に在るか気づいたようだ。

　魔力を感じず、しかし吹ふき荒あれる魔力よりもなお強く、疾はやく動く力に。

「お前……遂ついに、アイツの影かげを踏ふんだってぇわけか」

　明鏡止水。迷いのない心が導く、魔力の一つ上の段階に。

「昔を思い出すぜ……思いがけねぇモンに会わせやがってよう」

　冷たい汗あせを浮かべたチェスターは、犬歯を見せて笑うと、纏まとう雰ふん囲い気きを変えた。

　見て分かるほどに、興奮している。二度と見られぬ亡ぼう霊れいが目の前に現れた──私をイワオ様と重ね、久しく味わっていない『挑ちよう戦せん』の感覚に打ち震ふるえているのだろう。

　正直に言って、この力を手に入れたとてまだ師匠に追いついたという気はしない。だがそれでも奴やつは期待している。ならば、応こたえねばなるまい。

　蠟ろう燭そくの火を消すように、心を落ち着ける。

　明鏡止水はそうすることで強度を落とす代わりに、より魔力の消費を減らし、より静かな移動を可能とする。

　自然な力の動きに身を任せ、私はゆらりと身体からだを揺ゆらした。そのまま直ぐに、地面を蹴ける。

　そうすることで、私は一気にチェスターとの距きよ離りを詰つめた。初動を揺らすことによって隠かくし、低速から一気に高速へと切り替える歩法は、ふわりと舞まう木の葉に急速に風を叩たたきつけるようなもので──非常に見切りづらい。

　そこに、明鏡止水の隠おん密みつ性を加えるのだ。実際にどうかは置いておいて、世に五指だの、当代最強、などともて囃はやされる程ほどの武術家でも、これに反応するのは難しいだろう。

「──ッ、てめぇ！」

　しかし、そんな常識を超えていくのが、我が好敵手の姿だ。

　目で追うのは至難。魔力で感じ取ることも出来ない高速移動からの拳けん打だに、チェスターはしっかりと立てた腕うでで防ぼう御ぎよする。

　勢いを殺しきれず、チェスターはその身を後ろに下げた。それでも──ダメージは殆ほとんど無い。

　どころか、この一いち撃げきの重さに笑えみを浮かべている。多分、いや、きっと。この一合の私と奴が逆の立場でも、私は奴と同じ顔をしただろう。

　だがダメージは無くとも、その一撃が無意味ということはない。体勢が崩くずれれば、通常よりも大きなダメージを受ける危険性は大きく上じよう昇しようする。

　強敵の予感に笑みを浮かべつつも、チェスターの額に汗が浮かんでいるのはそれを予感したからだ。

　再び身体を揺らしてから、チェスターに肉にく薄はくする。今度は真正面からの接近に、チェスターは腕を交差して防御を固めた。視線と腕の位置で、顔への攻こう撃げきを予測していた様だ。この速度での接近に対しそこまで的確な防御をするというのは、素す晴ばらしいというほかない──が、そこまでだ。

　この速度の中では、チェスターは一手先を読んでも、二手先への対策を打つことは出来ない。

　私は拳打のため握りしめた拳こぶしを解き、チェスターの腕を摑んだ。反応速度が良すぎるのも考えもので、するとチェスターは反射的に腕を振ふりほどくため、腕を振るってしまう。

　それが悪手だという事はチェスターとて気づいているだろうが、この極ごく少しよう時間の中でのやり取りでは、反射を思考で抑おさえることは難しい。

　やること自体は、昔から変わらない。より高速度に、より高精度に──それが武術だ。そして私は、着実に目標としていた男に近づいている。

「ガッ……！」

　力の向きを操あやつり、足して返す。筋肉に包まれたチェスターの身体は、老人といえど重い、といっていい部類だろう。だがそれだけで、まるで木の棒を振るうようにチェスターの身体は浮き上がり、振り回され──背中から地面に激げき突とつする。

　仰あお向むけになった顔を踏み潰つぶすように、脚あしを振り上げる。しかしこれで終わるチェスターではない。とっさに転がりながら蹴りを避さけて、回転の勢いを利用して即そく座ざに体勢を立て直す。

　中々の速度で叩きつけたと思ったのだが、それでもこの状じよう況きようは予想の範はん疇ちゆうだった。

「クハ、喝カツ喝カツ喝カツ！　流石さすが……てめぇはやっぱりすげぇよ、スラヴァ！」

　肺に受けた衝しよう撃げきにより咳せき込みながらも、チェスターは心底楽しそうにそう賞賛を送ってくる。

「流石……とは此方こちらの台詞せりふなのだがな。奇くしくも親友から同じような評価を受けたばかりだ。素直に受け取っておくとしよう」

　だが、本来賞賛は此方が送るべき言葉だ。

　……魔力の『次の領域』とさえ言われる明鏡止水を前に、チェスターは『魔力』を使ってこうまで闘たたかっているのだ。

　チェスターには私の力は感じ取れない筈はずだ。にもかかわらず奴は私の一手先を読むことで、致命打を避けつつ、体勢を立て直すことまで成功している。

　魔力よりも素早く、静かな力。このレベルの戦せん闘とうで、魔力の流れが察知できないというのはどれほどのことなのか──それは、私自身よく知っている。

　それでもチェスターが私の動きを『視みられて』いるのは、チェスターも私と同じくその力に苦しめられた事があり、なおかつ──

『私』という者をよく知っているからなのだろう。

　再びチェスターが構えるのを見て、私は駆かける。同時に、チェスターの魔力が膨ふくれ上がるのを感じた。

　凄すさまじい魔力に混じる治癒の波動──プライム流の『試製桜花』だろう。領域がまた一つ、近づいた。

　拳を打ち込むため、私は駆けながらに拳を引き絞しぼった。体重とともに移動の勢いを乗せ、強きよう烈れつな気が込こめられた拳がチェスターに向かう。

　それを出で迎むかえたのが、チェスターの拳だった。

　より強化された動体視力と、『読み』が私の姿を捉とらえたのだ。拳と拳がぶつかり合い、衝撃が足元の芝しばをなぎ倒たおし、球状に広がっていく──！

　その力は、禍か石せきの戦士と化したアーロンを超えていた。……やはり、私の見立ては正しいらしい──！　強烈な衝撃から体勢を立て直すため、互たがいに後ろへと飛ぶ。その最さ中なか、私は冷たい汗と笑みを浮かべざるを得なかった。

「いぢぢ……！　なんてぇ力してやがる」

　軽口を吐はきつつも、チェスターにはさほどの余よ裕ゆうはないはずだ。それだけ、今の拳には強大な魔力が込められていたからだ。

　かつて、ヤナギ様は魔力を「一に至らぬ小数点以下の様な力」と評した事がある。今なら分かるが消費する気力の多さや、隠密性、限界の存在などから『明鏡止水』の境地には届かないからだろう。

　……だが、明鏡止水を得たからと言って、すぐさま一に届くというわけでもない。

　チェスターの力のたかは、禍石を使ったアーロンや、明鏡止水を得たソーニャやアルマをも超えるだろう。そしておそらくは──禍石の力と共に、武術家の誇ほこりを取り戻もどしたゼツロさえも。

　一には届かずとも、チェスターの力は限りなく一に近いところにある。零れいの以下、無限に続く九。それが、今のチェスターなのだ。

　すなわち──

「極きわめたか」

　魔力の行き着くところの、終着点。それが、このチェスター＝プライムという男なのだ。

「ヘッ……そう思ってたんだがなァ」

　痺しびれた手を振るいながら、チェスターは笑う。

『試製桜花』を使うチェスターには時間の余裕はない。だが、チェスターはこの一いつ瞬しゆんごとを楽しんでいるようだ。

　まったくやり甲が斐いのあるやつだ。これで楽しめる様な奴だから、心底気が合ってしまうんだ。

　ぶつけ合わせるように、笑みと笑みの視線が合う。

　ならば私も楽しもう。

「行くぜスラヴァァッ！」

　牙きばのような犬歯を剝むき出しに、チェスターは拳を放つ。

『明鏡止水』で強化しているとはいえ、その威い力りよくは馬ば鹿かにならない。一撃ごとが徐じよ々じよに膝ひざを曲げさせていき、やがては私を地につかせるだろう。

　私はその一撃ごとを、それぞれ最適な方法で捌さばいていく。つまり全すべてを避さけて終える、という事が出来ないのだ。

　師も取らず、よくもただ一度の人生でここまで磨みがいたものだ。……気がつけば、この男に崇すう拝はいのような念が浮かんできていた。

　チェスターの事は認めてこそいたが──崇拝とは。昔では考えられないな。昔の私ならば、思い浮かべても首を横に振っていただろう。高速度で通り過ぎていく拳が頰ほおや腕を浅く斬きりつける中、私は笑っていた。

「お前が好敵手で、本当に良かった」

　ただ素直に、そう思えたからだ。

　口には出していない。それでも、その思いはチェスターに伝わったように思う。

　拳こぶしが肉を打つたび、拳と拳がぶつかり合うたび轟ごう音おんが響ひびき、あたりに衝撃が撒まき散らされる。まるで戦場の中に居るような感覚──事実、放たれる衝撃と消費される魔ま力りよくの量は、戦場幾いくつ分にも上るだろう。

　それでも、私達は笑っていた。互いに老いたが、同じ夢を追い続けている私達は、まるで青春を過ごしているように感じた。

　しかし、それも長くは続かない。

「ッグ、が……」

『試製桜花』の激げき甚じんな魔力の消費による、息切れだ。

　拳がぶつかり合って、お互いに手を引く瞬間、チェスターが眉まゆを顰ひそめた。

　同時に響いた、今までとは違ちがう音。鈍にぶい破は砕さい音に、何が起きたかを理解した。

　チェスターの拳が砕くだけたのだ。

　……それでも。

「まァだだァ！」

　裂れつ帛ぱくの気合い。その牙には、一筋程の罅ひびも入っていない。

　治ち癒ゆの魔力は切れかけ、魔力自体も底を尽つきかけている。だからこそ、チェスターは後ろへと跳はねた。

　だがそれは、退く為ためではない。

　己おのれの全てを、一ひと振ふりの拳に込めるためだ。

「なあスラヴァよう、思えば俺とお前は長い付き合いだよなァ」

　残った拳に思いを込めるように、顔の前まで上げたチェスターは呟つぶやくように語りかけてくる。

　私はただ静かに構えながら、返答した。

「少なくとも私にとっては、な。エルフのお前にしてもそうなのか？」

　確かに、私にとってはチェスターとの付き合いは長い。だがチェスターにしてみれば、私と過ごした時間など人生の五分の一にも満たない時間だ。それでも長いと感じるのか、と。極自然に聞き返していた。

「あァよ。お前と居る以外の時間はな……スッカスカだった。デカい屋や敷しきに豪ごう華かな調度品。最初はそれが欲ほしくって闘たたかってたはずなのに、気がつけば心が空っぽでよォ。……だが、お前さんと出会ってそれが変わった。コイツよりも、誰だれよりも強くなりてぇ。そのために泥どろ臭くさく努力する日々は、そりゃァ楽しかったぜ」

　語り続けるチェスターの拳には、どんどん魔力が集まっていった。力を溜ためつつ、語る。それが、時間稼かせぎだとは思わなかった。

　この男と拳を合わせるのならば、全力でなければ意味がない。何が無くとも、私はチェスターの状況が整うのを待っただろう。それは、きっと向こうもわかっているし、同じだ。だから私達は、好敵手なのだ。

　だからこそ、私にはそれを聞き届ける義務のようなものがあった。思えば互いに照れ隠かくしだったのであろう悪態に隠されていない、親友の本音が、拳以外で語られるから。

「お前が死んだ時は、落らく胆たんしたもんだぜ。また、心が空っぽになったようだった。……下へ手たすりゃァ、息むす子こが死んだ時と同じくれェ寂さびしかったかもな。……けどよ、空っぽじゃ、なかった。それからすぐ、俺ァ息子が遺のこしたシェリルと会った。これが不思議なモンでよ、まだ赤ん坊ぼうだったシェリルを見た瞬間、なんつーか……温かいモンが心の中で一いつ杯ぱいになったんだよ。まだ一言も喋しやべってねェってのに、おかしいんだけどよ。その瞬間、世界で一番大切なモンが出来た」

「……おじいちゃん」

　チェスターが瞳ひとみで指したのは、少し離はなれた所で闘いの行方ゆくえを見つめるシェリルであった。

　猛もう獣じゆうに喩たとえられる男が、こうまで変わった理由。それ自体は知っていたが、その瞳で、それがどういう事なのかよく理解できた。

　……同時に、チェスターの『準備』は整ったようだ。

　暖かく邪じや念ねんのない魔力。『試製桜花』は解けているが、チェスターの纏まとう魔力は更さらに強さを増していた。

　この土ど壇たん場ばで、『領域』に手をかけたらしい。遠からず、その壁かべを破るだろうという未来が見える。

　まさか、な。師を持たず、最初は私し欲よくで拳を握にぎりしめた男が、こうまで変わるとは。

　やはりあの子には何かがあるらしい。私がちらりとシェリルに視線を送ると、戻した視線の先にいるチェスターは口の端はしに血をにじませながら、笑えみを浮うかべる。

「なんでかなァ、あの子の事を考えると、力が湧わいてくらァ。……あの子は俺の宝モンだ。無む駄だにデカい家や、キンキラの食器なんざとは比べ物にならねぇ程ほどのな。……だからよ、試させてくれや。お前が、あの子を託たくすにふさわしい男か、よ」

　力を込め終えた拳を、目の前を払はらう様に振ふるう。そうして腰こしのあたりに構えられた拳は、雄ゆう弁べんにその一撃がどういうものであるかを語っていた。

　小細工のない、渾こん身しん。今の奴やつの目の様に真っ直すぐな一撃だ。

「受けて立つ」

「感謝するぜ」

　結局、ここから先は拳これなのだろう。むしろ、よくここまでこのひねくれ者が喋ったものだと思う。

　……だが、その重みは理解した。込められた魔力は、この旅路で見てきたものの中でも一二を争うだろう。その上で、それ以上に、込められたものが重いのだ。

「受けやがれ……ッ！」

　その思いを受け止めるため、私が『明鏡止水』を全開にすると同時に──チェスターは駆けた。

　応えるだけの力を拳に込めて、真正面から迎むかえ撃うつ──！

　強烈な力で地を蹴けったチェスターが向かってくるのは、飛矢よりも疾はやく、星が流れるが如ごとしであった。

　だが私にはチェスターが向かってくるまでの一瞬が、今まで奴と闘ってきた時間よりも長く感じた。

　……実際には、それは一瞬だ。直ぐにその時はやってきて──私の拳とチェスターの拳は、真正面から、合わさるように衝しよう突とつした。

「ぐゥウウウウッ！」

「おおおおおッッ！」
















　チェスターの拳に込こめられた思いが、衝しよう撃げきとなって拳を伝わってくる。

　衝撃はしかし私の身体からだだけには収まらない。衝突地点を中心とし、芝しば生ふはめくれ上がり、地面は半円形に陥かん没ぼつしていく。

　まるで、星が落ちたようだった。それだけの質量の全てが──一人の少女を想おもってのものなのだ。

　それを、奴は、私に託した。

「……へへ、やっぱりな」

　残ったチェスターの利きき手が、身体に引かれてずるりと落ちる。私は直ぐにチェスターの身体を受け抱かかえた。

　が、その時に拳が激しく痛む。……どうやら、手の骨が折れているようだ。

　しかし、痛みが気になったのは一瞬だけだった。それよりも今はただ、清すが々すがしい。

　残る左手でチェスターを抱え直すと、チェスターの愉ゆ快かいそうな声が聞こえてくる。

「やっぱり、世界にお前さん以上の奴ァいねぇよ……シェリルを、任せたぜ」

　それだけ言い切ると、チェスターは疲つかれと魔力の枯こ渇かつから来る眠ねむりについた。まったく、大の大人が子供のような笑顔で寝ねおってからに。

「任せておけ」

　その実で──チェスターは、私よりも大分大人だったようだが。

　まったく、今こん生じようでようやく勝ったと言うに、まるで一本取られたような気分だ。

　……だが、確かに受け取った。この勝ちも。その資格も。何より──チェスターの、最も大切な者を。

　ふと振り返ると、アルマとシェリルが微笑ほほえんでいた。

「アルマ、すまんがちと治ち療りようをしてはくれんかね」

「はいっ！　喜んで！」

　アルマに私の治療を頼たのみながら、チェスターの傷を治していく。

　チェスターは『明鏡止水』を扱あつかえぬというに、私の身体はボロボロだった。体中切り傷だらけだし、あちこちの骨が傷んでいるし──拳はほぼ潰つぶれている。それでも、何な故ぜだか予想通りだと思う自分が居た。

　最後のあの時、チェスターは境地に片足を踏ふみ入れていた。もしもチェスターが明鏡止水に目覚めていたら、勝負は引き分けに終わっていたかもしれない。

　そして──次に会うときには、きっとチェスターは『明鏡止水』を摑つかんでいるだろう。

　それを見るまでは、そうなったチェスターと手合わせをするまでは、死ぬわけにはいかんな。

　何より──

「スラヴァくん」

「おおシェリル。どうだったかね？」

「……えへへ。かっこうよかった。スラヴァくんも、おじいちゃんも！」

　あの男をこうまで変えた存在を託されたのだ。……再びこの笑顔を此奴こいつに見せるまで、もしもがあってはならないな。

「終わりました、師し匠しよう」

「ああ、ありがとう。……どれ、シェリルや。ねぼすけのおじいちゃんをちゃんと寝かせに行ってやるとするかね」

「うんっ！」

　また一つ──敗けてはならない理由が出来た。

　花開くような笑顔を見ながら、手に残るチェスターの重さを確かめる。

　決戦の日は近づいている。それまでにやらねばならぬ事がある、というのは使命感にも似た気持ちだったが──一つ一つ清算していくのは、気持ちがいいものだな。

　気持ちのいいくらいの空の下。身軽になった身体は、随ずい分ぶんと空気をうまく感じさせた。

「おじいちゃん、起きるかな？」

「ううむ、どうだろうなあ。歳としの割に随分とはしゃいでいたからな」

「むう……」

　そんな空気の中だ、老人が眠りこけるのは仕方がない。

　頰ほおをふくらませるシェリルに、祖父を取って悪いなと思いつつ、チェスターを抱えた私達は屋敷の中へと戻もどっていくのであった。








第四話　小さな想い









「あ、もう戻ってたんだね。ただいまー、でいいのかな」

　宿のドアを叩たたくと同時に顔を出したソーニャの声に、私達は一いつ斉せいにソーニャの方を振り向く。チェスター邸ていから帰ってきた翌日。全員が揃そろったその瞬しゆん間かんに一日が始まったような気がして、私は鼻を鳴らした。

「ただいま、で良いのではないか？」

「おかえりソーニャ！」

　合流の挨あい拶さつをどうしたものかという疑問を混じらせながらの声に、そう答える。笑いながら答えたものの、思えば私達が別々に行動することはこの旅を通してあまり無かったのだと認にん識しきさせられる。特に、誰かが一日以上離れていることなどあっただろうか。四六時中同じ時間を過ごしているという事実に呆あきれるような、どこか嬉うれしいような変な感情を覚えながら、私はそんな気持ちを笑みに混じらせる。

「いやー、久しぶりにモニカちゃんとたくさん話せた気がするよ。そっちはどうだった？　なんかスラヴァくん、やたらとスッキリした顔をしてる気がするけど」

　抱だきつくシェリルを撫なでながら、ソーニャは私に向けて目を細めた。

「おや、わかるか」

「長い付き合いだからね」

　きっと、ソーニャも──いや、皆みな同じ気持ちだったのだろう。

　長い付き合いだ、顔を見れば分かる。まだ若いシェリルはともかく、エルフとしての時間感覚を持つソーニャが敢あえてそう言ったということは、私達は皆それぞれが深い付き合いであるという──それぞれが無くてはならない存在だということの証左だ。

「でも意外だな。チェスターさんがシェリルと会ったら、一日じゃ済まないかもなー、って思ってたんだけど。だから皆がもう戻ってるのは意外だったよ」

　抱きかかえていたシェリルを下ろして、椅い子すに腰を下ろしたソーニャはスカートを腿ももの裏にしまい込みながら、先ほどとは別の疑問を口にした。

　確かに、そうだ。一度しか会っていないとはいえ、ソーニャはチェスターがシェリルを可愛かわいがる様さまをよく見ている。その人物像は私やシェリルから、アルマからも爺じじ馬ば鹿か具合については聞いているので、その疑問は尤もつともだ。

　しかし──

「おじいちゃん、すごく落ち着いてたよ」

　昨日の『里帰り』で、変わったのは私だけではなかった様だ。

　いや、あるいはアレが奴の素すだったのかもしれないが。

　決して、シェリルが必要でなくなったのではない。むしろその逆。……この子を託たくすことが出来たからこそ、余計な言葉が必要なくなった。案外あの孫煩ぼん悩のうっぷりは、愛情そのものというよりもシェリルを案ずる想いの現れだったのかもしれない。

　だからこそだろう。シェリルを可愛がる様子はあまり変わらなかったが──チェスターがシェリルとの別れを惜おしまなかったのは。

　……この国に戻ってきてから私は、シドから、セリアから、モニカから。温かい想いを受け取っている。だが奴から受け取ったモノは、今私の中で赫かく々かくたる鉄の様な熱さを放っていた。

「ふうん……人って変われば変わるもんだね。……まあ、たった一ヶ月で強くならなきゃいけない私達が言うことでもないかな？」

「はは……そうだな」

　背もたれに体重をかけながら、ソーニャは頭の後ろで手を組んだ。

　どこか自じ嘲ちよう的にも聞こえる言葉だが、その表情に自じ虐ぎやく的な色はない。むしろソーニャもまた、スッキリとしている様な印象を受ける。

　これならば、ソーニャの心配は要いらないな。モニカと一日を過ごして、吹ふっ切ってきた様だ。シェリルも昨日一日チェスターと過ごせて表情が明るくなったようだし、後はアルマが一皮剝むければ言うことがないのだが。

　ともあれ、里帰りという選せん択たく肢しは一ヶ月という短い期間では、一番効率よく心を磨みがける方法だったと思う。清算しなければならないことも清算していけているし、他ほかの方法では、付け焼き刃ばにしかならなかっただろう。

　心を鍛きたえる事で力を磨くことが出来る。まったく、すごい技術も有ったものだ。

　着実に自分の中で何かが積み上がっているのを感じる。……こんな感覚は、初めてだ。

　あとひとつ。清算しなければならないことがある。私の正体を知った上で変わらずに接してくれた少女に会わねばならない。

「どれ、折角早くに合流できたのだ、レティスに会いに行ってみるとしようか？　向こうの都合がつかなくても、会う約束を取り付けることくらいは出来るだろう」

　彼女もまた、私達にとっては大切な友の一人だ。そして、幼いながらも『強さ』を持っている。私の正体を知る彼女には、最後となるかもしれない事を伝えておきたい。

「そうだね。レティスちゃんたちも忙いそがしいかもしれないし、予定だけでも決められると良いよねえ」

「会えるといいなあ」

　シェリルやソーニャも、レティスとは仲がいい。そういう意味でも、レティスに会うのは必要なことだろう。

「では、行ってみるとしよう。せめてカドマス殿どのかクラリッサ……誰だれかしらに会えると良いのだが」

　そうと決まれば善は急げだ。折角手に入れた時間は有効活用したい。

　さて、あの子はどれくらい成長しているだろうか。あの分だと、相当腕うでを上げていると見ているが。

　シドやセリアに会った時とはまた違ちがう、成長への期待。熱に浮うかされながら、私達は宿を後にした。




　　　　◆




「運が良かったですね。丁度皆さんいらっしゃるとは」

　所変わり、カドマス邸の応接室にて。アルマがかつて顔をぶつけたテーブルを前にし、私達は家の主人達が来るのを待っていた。

　言われたとおり、私達は運が良かったようだ。今日はたまたまカドマス殿もお休みのようで、レティスやクラリッサも居るらしい。また、門番の一人が私達を覚えていて、伝達がすっきりと進んだのも良かった。

「元気かなあ、レティスちゃん」

　目当ての人物を待つ間、天てん井じようを仰あおぎながらシェリルが顔を綻ほころばせる。セリアやシドとは違って、同じように武術を学ぶ同じ年とし頃ごろの少女というのは、シェリルにとって非常に好ましい存在であるようだ。

　共に武術大会に向けて修しゆ行ぎようしたということもあり、彼女達の仲はよい。

　そんなこともあってか、シェリルはレティスと会うのが待ちきれない様だ。だがまあ、元気だろうか──という心配は要らないだろう。

　造りのいい部屋の中にいてなお、外から足音が響ひびいてくる程ほどなのだから。

「皆来てるって本当ッ!?」

　足音が部屋の前に到とう達たつすると同時、吹っ飛びそうな勢いでドアが開く。

　額に汗あせを浮かべて現れたのは──本人の熱さを表すような赤い髪かみを、健康的に纏まとめた少女だった。

「久しいな、レティス」

「スラヴァ！　ソーニャとシェリルに、アルマ様も！　ウソみたい、皆、久しぶり！」

　この機を逃のがしたら一生会えない。そんな危機感さえ感じさせる顔が、私達の姿を見つけるや一気にほころぶのは、見ていて微笑ほほえましい程であった。

　素早く近づいてくるレティスを抱きとめるために私達が立ち上がると、レティスは順番にハグを交かわしていった。

　ひとしきり私達と触ふれ合うと、レティスは最後に私と抱ほう擁ようを交わしたままの体勢からゆっくりと身体を離はなす。

「本当……急だから驚おどろいちゃった。こっちには何い時つ帰ってきたの？」

「三日四日ほど前だよ。帰ってきたばかりさ」

「ええ!?　もう……それならウチに泊とまりなさいって！　前にも言ったでしょう？」

　遠えん慮りよしいなんだから、と不満げに呟つぶやくレティスに、つい笑みが浮かんでしまう。

　どうしたの？　と首をかしげるレティスに対し、私は表面上だけ苦さを混じらせた笑みを返した。

「いや、変わっていないと思ってな。私の正体を知りながら前と同じように接してくれるのが、嬉しいのさ。ありがとう、レティス」

　だが、と私は言葉を続ける。

「見ない内に、大分可愛らしくなったな。よく似合っているぞ、その髪型」

　……よく見ると、レティスは前に会った時とは大分雰ふん囲い気きが変わっていたのだ。それが纏めた髪を伸のばしているからだと気がつくには、あまり時間は要らなかった。

　見た目が変わっても、心と接し方は変わらない。それが嬉しくて、自然と優やさしい笑みが浮かんでくる。

「……！　ふふ、スラヴァもね」

「だよねえ」

　少しだけ動きを止めてから、レティスはどこか呆れたようにため息を吐ついた。

　ソーニャまでも同調する、変わっていない……というのが何のことかは分からなかったが、その表情は嬉しそうだ。ならば問題あるまい。

　そうして笑いあっていると、程なくしてカドマス殿達も応接室へとやってくる。

「おお……！　お久しぶりです、皆みな様さま方！」

「お会いしたかったです、皆さん！」

「ええ、お久しぶりですカドマス殿。クラリッサも、元気で何よりだ」

　応接室としては随ずい分ぶんと広い部屋だが、こうも人数が増えると流石さすがに手て狭ぜまになってくるな。流石家族というべきか、同じような反応で勢い良くやってくるため応接室はぎゅうぎゅうだ。

「なんか凄すごいことになっちゃったわね」

「賑にぎやかなのも偶たまには良いがね」

　少しだけ落ち着いたレティスがしょうがない、と言わんばかりに鼻息を押し出すのが、少しだけおかしかった。

　しかし、確かにこれではちと身動きが取りづらいな。流石にこの人数では椅子も足りないことだし、全員が立っていてはこの部屋でさえ少々手狭だ。

　勢いの良いコルドウェル家に気け圧おされ気味でいると、レティスがぱっと口を開く。

「そうだ！　久しぶりに会ったんだし、天気もいいし……ちょっと稽けい古こつけてよ！」

　この混こん沌とんとした応接室において、それはレティスの顔が語るとおりの名案であった。

　もともと、一番興味があったのはそこだ。レティスがどれほど成長しているか、是ぜ非ひ拳こぶしを交わして確かめたい。

「実を言うとこちらもそれが楽しみだったんだ」

「約束、守ってくれて嬉うれしいわ。ちょっと部屋に戻もどるから、お庭で待ってて！」

　そう告げると、レティスは振ふり返りながら手を振って、駆かけていった。普ふ段だん着ぎだったため、これから道着に着き替がえに行くのだろう。

「それでは、私達は外に行くか。申し訳ない、カドマス殿。お庭をお借りさせて頂きます」

「とんでもない。あの子の我わが儘ままに付き合ってくださり、感謝しておりますぞ」

　挨あい拶さつもそこそこに早さつ速そく……という運びになってしまったことを謝罪しながら、私達は言葉を交わしながら庭への移動を開始する。

　お互たがいにあれからどこへ行ったのかとか、何をしたのだとか。

　久々に会うのだからお互い話は尽つきず、話は庭にたどり着いても、女の子の支度したくが終わるまで続いた。

「おまたせ！　折角だったから、気合い入れて準備して来ちゃった」

　そう言って現れたレティスは、シジマ流の道着に身を包み、前よりも長くなった髪を綺き麗れいに纏めていた。その道着姿は、アルマを彷ほう彿ふつとさせる。

　……彼女もまた、憧あこがれに向かって邁まい進しんしているというのだろう。それは何も見た目だけではなく──昂たかぶることで漏もれ出す魔ま力りよくが、雄ゆう弁べんに語っていた。

「……見違えたな」

「そう？　……スラヴァに言われると、嬉しいわ」

　レティスも私やシェリルとさほど変わらん年ねん齢れいだ。しかし今彼女が漂ただよわせる魔力は、既すでに同年代のワクを大きく超こえていた。

　どうやら準備はもう整っているようだ。今すぐにでもレティスが闘たたかえるであろう事を感じ取ると、私は壁かべから背を浮かし、芝しばの生はえる庭へと脚あしを踏ふみ出した。

　レティスと並び立つようにして顔を向かい合わせると、赤い髪が揺ゆれる。彼女が構えると同時に放出した魔力は、ずっと武術に身を置いてきた大人と比べても、遜そん色しよくがないかそれ以上のものだ。

「その様子では、手合わせする相手にも困っているんじゃあないかね」

「分かる？　……なんて驕おごるつもりはないけどね。最近じゃ、道場の先生にも勝てるようになってきたのよ」

　謙けん遜そんをしながらも、レティスは得意気に微笑む。強い魔力、そして構えの流りゆう麗れいさ。それらを合わせてみれば、勝てるようになってきた──というのも納なつ得とくできる。むしろ、この練度ならば勝ちの方が多いくらいだろう。

　彼女には才がある……と思っていたが、その才に驕ることなく、良い努力を重ねているようだ。

　見み込こんだだけはある、等と言うと偉えらそうかもしれないが、思った通りに良い成長を重ねているようで嬉しくなる。

　ならば、私もレティスの努力に答えねばなるまい。

　静かに『流水』を形作った私は、静かに『明鏡止水』の気を練り上げた。心を静かに燃やすと、自然と視線が鋭するどくなる。

「……」

　魔力は感じないだろうに、レティスは真しん剣けんな表情で私を見つめている。

「意外には思わないのか？」

「そりゃ、思うけど。スラヴァがそんな真剣な目でいるんだもの。……油断はしてないわ。それに、今なら分かる。その構えが、どれほど完成された物なのか、ね」

　随分と信しん頼らいされているな。魔力を感じさせていないはずなのに、レティスは私に対し最大限の警けい戒かいを払はらってくれている。

　その真しん摯しさが、ただ嬉しい。

　この子には、示すべきだ。まだまだ道半ばではあるが、私が知らなかった場所──明鏡止水までの道みち標しるべを。シジマ流を学ぶ者が、どこまで強くなれるかを。

「来なさい。稽古を、つけてやろう」

　故ゆえに私は、そう口にした。最初にこの子と出会ったときには、レティスの怒いかりに火を点つけた一言だが──

「よろしくお願いいたします。……いざ、尋じん常じように」

「勝負」

　レティスは苛いら立だつ様子さえ見せず、研とぎ澄すますように目を細める。

　ただ、その目には期待のような興奮が、わかりやすく見て取れた。

　本当に、成長したものだ。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ。そんな言葉があると師し匠しようは言っていたが──どうやら、それは女子も同じことのようだ。

　エルフとしての長い寿じゆ命みようをただ薄うすく過ごさず、目標に向けて休みなく邁進する。……あの頃ころとは、違ちがうようだ。彼女もまた、確実に前へと進んでいる。

　それを表すかのように、レティスは非常に高い警戒を保ちながら、ゆっくりと距きよ離りを詰つめ始めた。

　レティスが得意とする構えは『波は濤とう』だ。打だ撃げきを重視した構えであるが故、必然と先に仕し掛かけることになる。近づかなければ始まらない、といったところだろうか。

　しかしレティスの静かな摺すり足は、一歩間違えれば全すべてが終わる。そんな慎重さを感じさせる緊張感に満ちていた。

　よくぞ、ここまで高いレベルで『格上との闘い』を身につけたものだ。それが、幼い少女の物だと考えると、胸が躍おどって仕方がない。

　やがて間合いは縮まっていき、お互い一足で仕掛けられる距離が訪おとずれる。レティスの顔には、玉のような汗あせが浮うかんでいた。

　……チェスターとは違い、まだまだレティスは『明鏡止水』からは遠いだろう。私が纏まとう力にも何かがある、というよりは全くの無力として、凪ないだ水面みなものように感じているはずだ。

　それでも、レティスはこうまで集中することが出来ている。それは相手が私だから、というだけではあるまい。これは彼女なりに、おぼろげに知る『上の世界』で闘うために身につけた技術なのだ。意識を切り替かえただけでは、この間合の図はかり方や慎しん重ちような足運びは出来ない。

　これだけ警戒されているというのはやはり、信頼の裏返しなのだろう。『此奴こいつならばやる』、そう思われているからこそ、全く魔力を感じさせない私にこうまでしてくれているのだ。

　おそらく、このまま向かい合っていても、レティスから行動を起こすことはないだろう。今彼女は血ち眼まなこになって攻せめ入る隙すきを探している。……出来る限りそれを消しているつもりの私からそれを見つけるのは、シジマ流としての道を歩み始めたばかりの彼女では難しいだろう。

　だからこそ、攻めるのは私だ。

　魔力を消したままの高速移動。ある程度、速度は抑おさえてある。これは飽あくまでも『稽古』だ。それでも、よく相手の動きを観みられなければ、反応できない速度である。

「……っ！」

　比ひ較かく的ガードが下がり気味である、向かって左方向からの、顎あごを狙ねらった拳けん打だ。魔力を感じぬが故、攻こう撃げき力を推測することも出来ない一撃──それを、レティスは的確に腕うでで防ぼう御ぎよした。

　明らかに驚おどろいたのは一いつ瞬しゆんだけ。すぐさまレティスは拳打の浴びせ合いを想定した反撃を放つ。

　見事。思わずそう言ってしまいそうな反応だ。

　レティスの魔力から、だいたいこのくらいならば反応できるだろうという速度で私は動いていた。だがそれは、魔力を感じる状態で、の話だ。

　もしも初動を見み逃のがせば、レティスは拳打を感知することさえ出来なかっただろう。魔力を感じぬ高速移動の差異に驚いて思考を停止させても、それは同じ。にもかかわらずレティスが私の動きを捉とらえ、拳をノーダメージで防御できたのは──常に私の動きに気を配り続け、魔力を感じないからといって油断しなかったことの証左だ。どちらかが欠けていれば、この試合は終わっていただろう。

　しかし、魔力を抑えてもまだ私のほうが技術も自力も優すぐれている。徐じよ々じよに押されていく打ち合いにたまらずレティスが距離を取る。

「……驚いたわ。魔力を感じないのに、それ以上の力を感じる。やっぱり、スラヴァだからって警戒して正解だった」

「驚いたのは私の方さ。よくぞ動きを見切った。よほどよく見ていないと、捉えられない動きだと思ったが」

　言いながら目を輝かがやかせるレティスに、賞賛を返す。

　……本当に、強くなったものだ。目がいい、勘かんがいいの話ではない。この歳としにして闘いの空気を感じ取れるのは、彼女がどれほどの努力を積んだかを物語っていた。

　魔力では私達には劣おとるとはいえ、そのセンスは大したものだ。格上との闘い方で言えば、シェリルよりも上かもしれんな。

　それもこれも──彼女なりに、私達に追いつこうとしている故の努力なのだろう。

　これほどの天才に導しるべとされる。一度は武術を教える立場に居たものとして、その嬉しさは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

「なんだか、面おも白しろいわね」

　この子はどこまで伸のびるのか……と。犬歯を露あらわにするように笑えみを浮かべていると、ふとレティスが鼻を鳴らす。

「あの時と同じね。私がスラヴァと出会ったときと。スラヴァの腕を見たいって私が生意気を言って、スラヴァが稽けい古こをつけてやろうって言ってきて……あの時は半分喧けん嘩かを売ったようなものだったけど、今こうして本当に稽古をつけてもらってるのが、面白いわ。状じよう況きようは、奇き妙みようなほど似てるのに」

　自分が思っていたのと同じことを言われて私がしたのは、レティスに倣ならうように鼻を鳴らすことだった。

　それは、思っていた。あの時のように、皆みなの目の前で稽古をつける。同じような状況をそっくり写しているようで、細かな部分があの頃とは大きく違うというのは、私も面白く感じていたのだ。

「会ってる時間はそんなに長くないのに、なんでかな。スラヴァ達と過ごした日々って、何な故ぜだかすごく長く感じるの。今じゃ、昔からの知り合いだったようにも感じてるわ」

　構えは保ったまま、レティスは語り始める。……それは、よく言われるところだった。

　ソーニャは私達と旅に出る前──というか、私を口説く時に、私との時間は『濃こい』といった。人間の身体からだから引き継ついだ魂たましいがそうさせるのか、エルフの者達は私と過ごした時間は長く感じると言う。おそらくは、いい意味で言ってくれているのだろう、と思うと光栄である。

　……なんとなく、レティスが言おうとしている事がわかった気がする。それは、ソーニャにもかつて同じようにその言葉をもらったからだろうか。

「……武術が出来て、やけに大人びてて……スラヴァは、すごく特別な存在だった。後でスラヴァがアルマ様のお師匠様だったって知ったけど、それでも私にとってのスラヴァは、今目の前に居るスラヴァなの」

　目を瞑つぶり、レティスは大きく息を吸った。……試合の最さ中なかであればそれは大きな隙となるが、この状況で攻撃を仕掛けられるような奴やつは、そうは居ないだろう。

　わかっていても、いざその時が来ると、頭が混乱してくる。それが分かるのは一つ旅で成長した証あかしだとか、余計なことが浮かんでしまうのもそのためだ。

　顔を真っ赤にしたレティスの目が、見開かれる。気がつけば、場の皆が息を吞のんでいた。

「そんなスラヴァが、大好き。勿もち論ろん友達としてっていうのもあるけど、それ以上に一人の男の子として。だから、私と一いつ緒しよになってください」

　そして、レティスは遂ついに言い放った。一息で、毅き然ぜんとして。

　言われれば、私も自身を落ち着けざるを得なかった。

　まったく、なんだってこんな良い子達が、私なんぞに惹ひかれるのか。……なんて言うのも、そろそろ終わりにしなければならないのだろう。これ以上卑ひ下げしては、こんな男を好きになってくれた彼女達に失礼だ。

「すまない。お前の想おもいには、応こたえられない」

　だから──私は、もう場を濁にごすことはしない。

　ぐ、とレティスが息を吞むのがわかった。しかし、レティスは凜りんとした視線を歪ゆがめずに、聞き返す。

「理由を聞いても、良いかしら」

　聞かれたのは、その理由だ。今までは答えが無かったその問いに答えなければならないことくらいは、私でもわかっていた。

　……だがようやく──遅おそすぎるが──答えは、出していた。

「正直に言って、この気持ちが恋れん愛あいかどうかはまだわからん。だがこの旅を通して、ずっと傍そばに居たいと思う者が出来た。それは、揺ゆるぎない気持ちだ」

　噓うそ偽いつわりのない、確固たる答え。心中の気持ちがなんというかはわからない。それでも、一生を通して傍にいたいと思う少女は、一人心に決めていた。

「っ……誰だれかは、教えてくれない？」

　声をつまらせながらも、レティスは涙なみだは浮かべない。

　しかし、その問いには、私にもまだ答える権利がない。

「これは少し後出しになってしまうのだが、今私達は世界の行く末を決める闘たたかいを控ひかえている。命が懸かかっている闘いだ……それが終わるまでは、言えないと思っている」

「はは……なにそれ」

　私の答えに、レティスは力なく笑った。……ここからでも、シェリル達の困こん惑わくが伝わってくる。この旅で、初めて明確に一人に決めた、と言ったのだ。私を想ってくれていると伝えてくれた彼女達にとっては、重要な問題になるだろうから、当然だ。

　しかし、まだ答えは出せない。『その者』が強く望めば、伝える義務はあろう。だが──

「承知してくれ。昔から、闘いの前に想いを伝えるのはゲンが悪いと相場が決まってるのでな」

　これでも、ゲンは担かつぐ方だった。特に、師匠から教えてもらったことは、な。

「……あんたらしいなあ。いいよ、それで納なつ得とくしてあげる。……だから、必ず帰ってきなさいよね。そんで、ずっと仲良く暮らして、結けつ婚こん式には呼びなさい」

「気が早いな」

　そんな答えでも、レティスは納得してくれた。

　……なんとなく、私の答えを既すでに彼女は知っていた、そんな気がする。

　だからこそだろうか、彼女が清すが々すがしい顔をしているのは。

「……本当に好きだったのよ。初はつ恋こいだったんだから。……だから、スラヴァは幸せにならなきゃいけないってこと。その闘いからも全員で無事に帰ってきて、ずっと仲良くしなさいって言ってるの。それくらいしなきゃ、怒おこるんだから」

「肝きもに銘めいじておくよ」

　そうして貰もらった激げき励れいは、まるで火の玉の様に胸を灯ともしてくれた。

　困ったように笑ってみせると、レティスは対象的にどこまでも健康的に、歯を見せて笑った。

「さ、続きやりましょ！　それとコレとは話は別。スラヴァ達に追いつくのだって、まだ諦あきらめたわけじゃないんだから！」

「そちらならば大だい歓かん迎げいだ。今度は少し強く行くぞ」

　……本当に、幸せものだ。その分、この後乗り越こえなければいけない試練は大きいもののようだが。

　私には勿もつ体たい無いくらいの女性から、勿体無い言葉を受け取らずに返す。なんともまあ私には荷が重い事である。しかし──それもまた、私の心を磨みがくには一つの力となるようだ。

　結局、その日は相手を替かえながら、日が暮れるまで組手をして過ごした。シェリル達は少しそわそわしている様子だったが、今のところは悪あく影えい響きようは見られない。

　むしろ皆楽しんでいるようで──こんな日が続けばいい、続かせねばならない、と。胸に燃える決意の火は、まるで夕焼けのようであった。
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「……む」

　いつもより柔やわらかな、コルドウェル邸ていのベッドで寝ねているある日のこと。

　私はまだ視界が暗い内に目を覚ました。

　たっぷりと運動をし、身体に適度な疲つかれを満たす。その上で、毎日決まった時間に──それも早い内──寝て、早い内に起きる。それを、毎日続ける。

そうすることできっちりと身体に早寝早起きという習慣を叩たたき込こんだ私は、日が落ちてくるとすんなりと深い眠ねむりに落ちることが出来る。滅めつ多たなことがない限り、朝まで起きることはない。

しかし、今私はきっぱりと目を覚ましていた。『滅多なこと』が起こったからだ。

「……全く、寝ているところを起こすのは勘かん弁べんして欲しいものだが」

　傍はたで寝ね息いきを立てる少女達に聞こえないよう、口くちの端はしから漏もらすようなか細い声で文句を垂れる。

　寝起きの鈍どん重じゆうな動きでベッドから抜ぬけ出だし、あたりを見回す。

　この季節の夜は冷える。少し厚着をして、私はドアノブに手をかけた。

「お出かけ？　……いってらっしゃい」

　その時、寝ぼけた様な声が聞こえて私は背後を振ふり向むく。私が起き出す理由に、ソーニャも気づいていた様だ。私に背を向けたまま、気けだるそうに手を振る様が面おも白しろおかしい。

「ん、行ってくる」

　笑いながらそう返し、私は外へと歩いて行く。

　……そこらじゅうに絵画が飾かざられた夜の屋や敷しきはどうにも、いやな雰ふん囲い気きがあるな。寒さに身体を小刻みに震ふるわせながら、屋敷の外へと出る。

　流石さすがにカドマス殿どのは大商人とあって、夜間も屋敷の警備には力が入っている。悪漢に襲おそわれてから更さらに警けい戒かいを強めている様だ。

　しかし警備も絶対というわけではない。何事か聞かれるのも面めん倒どうなので、私は『明鏡止水』の無色の気を纏まとい、警備の死角をくぐり抜けた。

　酒の席でカドマス殿自身から聞いた話によると、警備はそれなりに腕うでの立つものを集めているということだったが、この視界の悪い中では魔ま力りよくを感じさせずに高速移動する物体を見つけるのは難しいようだ。

　……さて、確かこの辺あたりだったと思うのだが。

　一いつ瞬しゆんだけ向けられる、痛つう烈れつな殺気──もはや呼び出しの合図と化したそれが発された場所にたどり着くと、そこには不ぶ躾しつけな呼び出しをした張本人が立っていた。

「よう、早かったじゃあないか。貴様は眠りが深い方だと思っていたが」

「こういう身の上だ、向けられる敵意には敏びん感かんでな。……それで、何の用だ、ツェーン」

　そこで待っていたのは──やはり、ツェーンだった。かつて私に刃やいばを向けてきた、暗殺者の少女。その殺気はいささかも衰おとろえていないというに、いまや単なる呼び出しの合図になっているというのが悲しいやらなにやら……だ。

　一瞬だけ殺気を放ち、収める。彼女と会う時に必ず行われるこれは、もはや儀ぎ式しきのようにも感じられる。

「お前もいい加減知らぬ仲ではないのだし、もう少し普ふ通つうに会いに来てくれると助かるのだがな」

　それでも、敏感だからこそ気づく強きよう烈れつな殺気というのはあまり気持ちのいいものではない。特に鋭えい敏びんなソーニャなんかは一いつ緒しよに気づくようだし、他の方法にしてくれるとありがたいのだが。

　案に他の仲間達の存在を知らせつつ、ため息混じりに苦笑すると、ツェーンは私とは対照的に満面の笑みを浮うかべた。

「まあ良いじゃあないか。コレは貴様とお前との特別だろう？　俺は、このやり取りを愛いとおしくさえ感じているのだがね」

　ツェーンのからかう様な言葉に、苦笑いは強くなる。会話の駆かけ引ひきというものには疎うとい彼女だ。殆ほとんどが本心から紡つむがれた言葉だと思うと気き恥はずかしい思いがあるのだが──

「……本題に戻もどろうか。今回はどうした？」

　その問いに対してツェーンから極ごく小さな陰かげを感じた。

　語調を強めて呼び出しの意を問うと、ツェーンは虚きよを衝つかれたのか目を見開いてから、どこか自じ嘲ちよう的に鼻を鳴らした。

「ふん、用という用は無いのだがね。……少しばかり、夜の話し相手が欲しくなっただけさ」

　直すぐに不敵な笑みを作り直すと、ツェーンは腕を組んで私から顔をそむける。

　余よ裕ゆうのある態度を装ってはいるが、どうやら真面目まじめな話らしいことを感じ取ると、私は押おし黙だまって居住まいを正す。

「……まあ、今回するのは、なんてことはない話なんだが。貴様との付き合い方を少し、変えていこうと思ってね」

　私の態度を見るや、ツェーンはいつも浮かべている不敵な笑みを隠かくし、そむけた顔を更にそらすように、目を伏ふせた。

　壁かべに寄りかかりながら、身体からだを抱だくようにして腕を組む。感情を出しやすい彼女だからこそ、そのさみしげな思いが見て取れた。

「それは、どういうことだ？」

「貴様から身を引こう、と言っているのさ。……貴様の心の一番近くには、別の女がいるのだと気付いてな」

　ツェーンが語りだしたのは──意外、と言えば意外な事だった。真しん剣けんな様子から思わぬ言葉が飛び出したことで、顔が赤らむのを感じる。後ずさりするようにして一歩退くと、ツェーンはまた鼻を鳴らす。

「俺は貴様の事は常に見ているといったろう」

　そう語るツェーンは愉ゆ快かいそうだった。一本取った、と喜んでいるのが見て取れる。

「俺は人と接したことがなくてな。暗殺者を育成する機関で育ち、機械として作り上げられた。……依い頼らい人と業務的なやり取りをする以外は、会話というのはしたことがなかったよ。そういう意味で、貴様との『会話』はどこまでも刺し激げき的だった」

　しかしそれも束の間。伏せた顔をあげたツェーンは、淡あわい光を放つ月を見上げる。

「全てが新しん鮮せんで、全てが輝かがやいて見えたよ。……だが少しばかり眩まぶしすぎるようでね、どうにも、貴様の周りというのは居づらいんだ。ソーニャ、シェリル、アルマ。俺は奴やつらの様には、笑えない」

　普ふ段だんの彼女よりも強い語調。ツェーンの言葉には、困こん惑わくが交えられていた。

「だから──敵かなわないという事がわかった。これでも、出来ないことは出来ないと割り切る主義でね。お前の傍に居ることを、諦あきらめようという話をしにきたワケだ」

　彼女にとっても、こういう話をするのは初めてのことなのだ。

　それは、彼女が語る身の上からも理解している。

　こういうのに私自身が慣れていればうまい声のかけようもあるのだが。……ままならないな。その困惑する様子に共感を覚えながら、私はツェーンの横顔を覗のぞく。

　憂うれいのある表情は、どこか冷たい魅み力りよくを持つ彼女には良く似合っていた。

「俺は影。こんな暗くら闇やみの中でしか生きられん。だが、そんな闇やみに溶とけ込んだ影を見つけてくれたお前には、感謝しているよ」

　見つめる私に気づいたツェーンの顔に、笑みが戻る。だが淋さびしげな空気は、残ったままだった。

　……ううむ、こういう時どうすればいいのか。このまま二度と会わないとでも言いそうな雰囲気に、眉まゆが下がる。

　出会いはお世辞にも良いとは言えなかったが、ツェーンには何度も助けられているし、友人としてならば好ましく思っているつもりだ。

　これできっぱりとお別れ、というのは寂さびしすぎるものもある。

「……傍にいる、というのは友人として……というのは駄だ目めなのか？」

　つい、未練に思う気持ちから、そんな事を口走ってしまう。

　想いに応こたえられずにそれは虫がいいだろう。言ってから、しまったと気づく。

　ツェーンも、その言葉は予想外だったようだ。……こうなれば、今いま更さら同じか。

「その、なんだ。お前には何度も力を貸して貰もらったのに、それを返していないからな。このまま去られたのでは思い残しが有るというか……いや、包つつみ隠さずに言おう。二度と会えないのでは寂しい。これからも良き友人であって欲しい、というのは虫がいいだろうか」

　どこか捻ひねくれた言い回しだとか、その腕の良さだとか。人間として、ツェーンの人ひと柄がらは気に入っている。

　告白されたのを断るのは慣れず、口調はしどろもどろ。言いたいことも全部言えているかわからない。……そんなふうだが、私はその思いをツェーンに伝えた。

　驚おどろいた表情のまま、ツェーンは固まっている。

　……流石に呆あきれたか。沈ちん黙もくは、罪悪感を煽あおり、ツェーンから目を逸そらさせる。

　だが、ツェーンが返した言葉は意外な物だった。

「友人……なるほど、そういうのもあったか！」

　どこか間の抜けた、心底感心しているような声に、思わずツェーンを見返す。

「いや、確かにそれはそうだ。視野が狭せまくなっていたかもしれないな。……友人、友人か。なるほどなるほど」

　嚙かみしめるようにして友人、と繰くり返かえすツェーンは、顔を赤らめて頰ほおを綻ほころばせていた。

　……なんとも虫の良いことを言ってしまった……と思ったが、予想以上に喜んでいるツェーンを見て、逆に何も言えなくなる。

「そうか、ならば俺と貴様は友人同士だ。いや、友人ならば貴様なんていうのは味気がない。スラヴァと呼ぶべきか」

　困惑する私とは対照的に、ツェーンは上じよう機き嫌げんで私の肩かたを叩いている。

「……いや、嬉うれしいよ。虫がいいなんてあるものか。恥はずかしい話だがな、友人という言葉の意味も、機関あそこでは分からなかった。一緒にいて楽しい、傍にいたい。そういう気持ちは、そちらに当てはめることも出来るのだな。……席は、一つではないんだな」

　だが──喜んでもらえるのなら、いいだろうか。

　お互たがいこういうことに関しては何も知らない同士らしい。

　なんともちぐはぐな『恋れん愛あい』の終わりになってしまったが、友人が出来るのならば、それも良いとは思う。

「そういうことならば、俺は友としてスラヴァの傍そばにいよう。残念に思う気持ちはまだ有るが、お前の傍にいられるのならばそれは些さ細さいな事だ」

　それでも確かに、彼女の中にそういう気持ちはあったらしい。

　少し悪いという気持ちはあったが、彼女がこうまで言ってくれるからこそ、ウソを吐くことは出来ない。

「俺は影かげ。それは変わらん。だが、影は光が有ってこそ、存在することが出来る。……これからも俺はスラヴァ、貴様の影であり続けるとしよう。何かがあれば、気にせず呼んでくれ」

「ああ、ツェーン、お前もな。……呼び出し方は、少しだけ気をつけてほしいし、シェリル達とも仲良くしてほしいが」

　しかしそんな彼女だからこそ、良き友人となれる気がする。

　あんまりにも裏表のない暗殺者に苦笑する。いや、それも『元』だったか。

　微笑ほほえんだまま、私からそっと離はなれるツェーンは満足げだ。一瞬で建物の上へと昇のぼると、ツェーンは私を見下ろしたまま言う。

「善処はするが、期待しないことだな。……ふふ、それでは、何いずれの夜にまた会おう」

「昼間も遠えん慮りよなく訪ねてこい。老人の夜は早いのだからな」

　闇に溶けるようにして──ではなく。月をバックにその影を飛び上がらせたツェーンに聞こえるよう、大きな声で背に声をかける。

　夜間には少しばかり迷めい惑わくな大きさだったが──彼女とのこれからを思えば、それくらいで良いのかもしれない、と思う。

　影は光があってこそ存在できる、か。今までの生き方をすっぱりと忘れるのは難しいのかもしれないが──いずれ、彼女もまた誰だれかを照らす側になれるだろうかと、思いを馳はせる。

　何れの夜にまた会おう、か。

　ころころと表情の変わる面白い友人を見送った私は、その言葉を確かめるように呟つぶやく。

　何れ、皆みなで笑い合いたいものだ。そんな未来を思い浮かべつつ──私は、月に背を向けた。








第六話　決戦の地へ









　思えば、あっという間だったな。

　ミラフィアの国に帰ってきてから一週間が過ぎ、私達はサーフレストへと出発するため、港街へとやってきていた。

　今まで私達は色々な国を回ってきたが、たった一週間程度の短い滞たい在ざいは初めての事である。人間の私からしても、その期間はあまりにも早く過ぎていって──今こん生じようで生を享うけてから一番長い間過ごした国を去るともなれば、まさにあっという間の時間であった。

　レティスの許もとを訪おとずれてから数日、私達は結局コルドウェル家に泊とまらせてもらっていた。

　なんだかんだで行事がある度たびにお世話になっている事に苦く笑しようしながらも、恥はずかしながら慣れてしまった屋や敷しきでの生活は、身体を休めるにはぴったりであったと言える。

　日課の運動や、組手などはしていたものの、これほどのんびりとした気分で過ごした時間は、久々だと感じた。

　この国での一週間が飛ぶように過ぎたのは、だからなのだろうか。

「……本当に行くのね」

　……私達の命を、世界の行く末を懸かけた闘いを前にしてこんな気分でいられるとは思わなかった。

　潮風が頰ほおを擦こするような感覚を受けながら振ふり返ると、そこには私にとってのかけがえのない友達が居た。潮風でかき消されてしまいそうなか細い声を出したのは、レティスであった。

　この数日、レティスにはこれから私達が対たい峙じする者のことも何度か聞かれている。これから友人が命を懸けた闘いに赴おもむく──というのは、気が気でないのだろう。

　思えば誰かに見送られる事はあっても、見送る方になったことはあっただろうか。

「それってさ、スラヴァ達が行く必要はあるの？　他ほかの誰かに任せちゃ、ダメなのかな」

　ふと浮うかんだ疑問に重ねる様な質問にどきりとする。まるで心を読まれたかのような錯さつ覚かくを受けたが、すぐにそれを気の所せ為いだと頭から追い出すと、私はくすりと鼻を鳴らした。

「他に適任も居ないものでな。それに、これはどこまでも私達の──特に、私の問題なのだと思う」

　静かに目を閉じると、様々な事が浮かんでくる。

　目的も無く拳こぶしを振るっていた頃ころのこと。一人の男に憧あこがれ、その者の許で最強を目指し始めた事。妻も持たずに娘むすめを持ったこと、多くを学んだこと──一人の弟子でしの禍まが々まがしい道を絶った……と、思っていたこと。一度目の人生ですら、本当に色々な事があった。

　私の人生は、満ち足りていたのだと思う。だから後こう悔かい無く逝いった。しかしそれでも、やり残した事は多く有った。

　そんな折──二度目の人生が与あたえられた。数十年ぶりに目を開いて見た世界には、私が人間だった頃の知り合いもまだ居て──アルマと、チェスターと再会した。セリアやシドと友になり──シェリルと出会い、ソーニャと拳を通して友情を育はぐくんだ。

　モニカを通してタリスベルグという存在を知った。カドマス殿どのを助ける事で、レティスと出会った。

　この国だけでも、多くの思い出がある。その後、旅を通して私は前世の清算をしようとした。そうして──前世に遺のこした種が、世界を脅おびやかしていることを知った。

　切れた縁えんが結ばれ、新しい縁を結び、そうして私は成り立っている。……ある種、ガルトとのそれもまた、切っても切れぬ縁なのだろう。お互たがいに一度死んだと思っていた者同士が、世界の命運を賭けた闘いをするとは数すう奇きなものだ。

　あるいは、私がまたこの場に立っているのは、その為ためなのかもしれない。まるで世界が私に対して「死ぬのはやり残したことを片付けてからにしろ」と、そう言っているかのようにも感じるのだ。

　実際にはどうかわからないが、それでも私はこの二度目の人生に、経てきた出会いに感謝している。ならば、妙みような使命感に従ってみるのも良いだろう。

「だから行く。心配するな、きっと皆みんなで帰ってくるよ」

　そう言って笑うと、レティスは面めん食くらったのか目を丸くしてから、やれやれとでも言いたげに首を横に振った。

「今のところ、スラヴァさんは、約束を守ってくれています。私は、信じますからね」

　だから言ったことは守れ、と。言外に圧力をかけてくるのは腕うでを組んだモニカだ。

　少しだけ遠回しにそう伝えて来るのは、賢かしこいこの子らしい。

　モニカは一つ息を押し出す様にして吐はいてから、ソーニャへと歩み寄ってくる。二人は視線を合わせると、優やさしい抱ほう擁ようを交かわした。

「とは言え無理はしそうですから、その時にはお願いしますね、皆さん。ソーニャも、無事に帰ってきてください。……これでも、貴方あなたのことは一番の親友だと思っていますから」

「モニカちゃん……うん、わかった。約束するよ」

　男同士でも抱擁を交わす事は珍めずらしくないが、それが少女同士のものに置き換かわると華はながあるような気がするのは、私も一つ何かを理解したという事だろうか。

　男おとこ臭くさい道場で殆ほとんどを過ごした私には、その光景は少しだけ新しん鮮せんなものに映った。

　静かに身体からだを離はなれさせる二人が見つめ合っている様さまは、私にはどこか侵おかせざるものの様に見えて、ふと視線を外す。

　動いた視線の先では、チェスターがシェリルの肩かたに手を置いていた。

　この場で唯ゆい一いつ血けつ縁えんのある者達だ。命を賭けた闘いを前にした心持ちには、また一つ違ちがうものがあるのだろうと私は思う。

「シェリルよう……お前さんには、本当に色々な事があったと思う。若わけェうちからお前さんくらい色々な事を体験してる奴やつはいねェだろうよ。だからな、お前さんはその分幸せにならにゃァいかん。わかるか？」

　シェリルとまた別れる──あるいは、最後の別れになるかもしれないというのに、チェスターの口調は落ち着いていた。しかし代わりに、その瞳ひとみにはこの男には最も似合わないと思っていたはずの慈じ愛あいが、温かく揺ゆれている。

「……？　わからない。私もう、幸せだよ？」

　チェスターの言葉に、シェリルは首を振った。

　自らを幸せだと言うシェリルに、目め頭がしらが熱くなる。辛つらい思いもしたろうに、本人がそう言うなら、私達が辛しん気き臭くさい顔をしているわけにはいかないな。
















　一度洟はなを啜すすってから、チェスターは言い聞かせるように、優しく続けた。

「へへ、まあ難しい事じゃあねェんだ。帰ってくりゃァ、まだまだこの世には沢たく山さん楽しいことがある。だからしっかり帰って来いって、言いたい事こたァそれだけさ」

「うんっ！」

「おう、いい返事だ！　……ま、それほど心配しちゃいねェけどよ。なにせ、世界一のいい男がついてっからな」

　チェスターが豪ごう快かいにシェリルの肩を叩たたくと、シェリルは楽しそうに目を閉じて、身を屈かがめる。

　子供らしい一面と、爺じじ馬ば鹿かでなくとも確かな愛情を向ける祖父の姿に、頰が緩ゆるんだ。

　……しかし、まったく。なにが世界一のいい男、だ。小こ恥はずかしい事を言うのは止やめてもらいたいな。

　最後に一度、優しくシェリルの肩を叩くと、チェスターは私の方へと歩いてきた。

　今は高さの合わない視線が、真っ向からぶつかり合う。

「そんなワケだ。俺ァ別に、テメェらの心配はしてねェ。とっとと行って、とっとと帰ってきな。そんだけだ」

「言われずともわかってるさ。何分忙せわしない里帰りだったのでな、そろそろ一度、此方こちらでゆっくりと過ごしたいと思ったところだ」

「喝カツ喝カツ喝カツ、その時には酒でも飲もうぜ。とっておきのヤツを開けてやるからよ」

「ほお？」

　随ずい分ぶんとまあ、小恥ずかしい事を言う。しかし、気の利きく誘さそい方が出来るようになったものだ。

　酒は毎日飲む訳ではない……が、私にしては珍しく好いているとはっきり言えるものだし、そこそこには違いが分かると思っている。それでも大枚を叩はたくほどではないのだが──相しよう伴ばんに与あずかるとなれば話は別だ。チェスターのとっておきともなれば、それは大層なモノが出てくるのだろう。

　帰った時の楽しみが出来たのは嬉うれしい事だ。気の合う友といい酒を飲む。何い時つになっても、そんな一夜には心が躍おどる。

「楽しみにしているぞ」

「あァ。ま、期待には添そえると思うぜ」

　カラカラと小気味よく喉のどを鳴らし、チェスターは拳を突つき出してくる。

　私はそれに同じ形のものをぶつけると、背を向けた。

「そろそろ出発だな」

「はい。シドやセリアも来られれば良かったのですが」

　生あい憎にく、この場にシドとセリアの姿はない。二人は残念だが忙いそがしくて見送りには行けない、と言っていたが──それは、あの二人がそれぞれ自分達の道を歩んでいる結果だ。確かに惜おしく思う念もあるのだが……

「なに、これで最後というわけでもない。これは多分、この先何度かある機会の内の一つにすぎんさ」

「……そうですね」

　きっと、これが最後ではない。全すべてが決着し、ここに帰ってきて、そのうちまた旅に出る。そんな一幕が、あるはずだ。いや、作ってみせよう。

　眼まな差ざしを強く、前を見ると、アルマは小さく頷うなずいた。

　船がもうじき出ることを知らせる声が響ひびく。これでまた少しの間、この国とはお別れだ。

　揺れるタラップをしっかりと踏ふみしめて、船に乗る。後ろを振り返ると、レティスやモニカ──チェスターが、それぞれの腕を振ったり、組んだりして私達を見送っているのが見えた。

「また会おう！」

　風にさらわれぬよう、波に吞まれぬよう。確しかと声を届けられるよう、叫さけぶように別れを告げる私の顔は、光に照らされる以上に明るくなっていた。

　この別れの挨あい拶さつは永久のものではない。再会を約束する、〝次〟に向けてのものだと思ったからだ。

　周りが振り向くくらいの声だ、届けたい声は、ちゃんと思いまで乗せて届いてくれたらしい。

　不思議と、レティス達は皆同じ様な反応を見せる。天高く、拳を突き上げたのだ。

　私達もまた自然と同じ姿を取っていた。……昔から、戦いくさの前にはこうすると決まっている。思えば当然のことか。

　博識とは程ほど遠とおい私には、その行こう為いの意味も由来もわからない。だがその目的はきっと同じだ。どうしようもないほどの心の震ふるえが、熱となって上がってきていた。

　単純なものだ。魔ま人じんの国を出る時には一ヶ月も先の事をどうしたらいいと焦あせっていたというのに、今では決着の時が楽しみでさえある。

　我ながら出来が悪いと思える頭こそが『明鏡止水』の境地を突き進む為の一番の案内人だったとは、わからないものだな。

「絶対に戻もどってきなさいよ！　絶対だから！」

　いよいよ船が離れると同時に、レティスの叫ぶ声が聞こえてくる。

　こうも強くそれを願われては、なんとしても応こたえたいと思う気持ちが湧わいてくる。

　最後に一度微笑ほほえんでから、私は陸おかに──ミラフィアに背を向けた。

　きっとまた戻るという願いがあれば、未練が浮うかんでくる事はない。

　とは言っても、短い間でも友や故郷と離れるのは一いち抹まつの寂さびしさというのは感じるものだったが──それもまた、再会を思えばかえって心地ここちよいくらいだった。

「いい国だな、ここは」

「……そうだね。なんだかんだ言って、私はここが一番好きだなあ」

　潮風に乗せるように呟つぶやくと、ソーニャは穏おだやかに鼻を鳴らした。

　揺れる髪かみを押さえながら微笑むさまは、まるで絵画が動いているかのような美しさを持っていた。

　……が。

「……うぷ。でも、海の風はやっぱり苦手だなあ……」

「だいじょうぶ？　お部屋、行く？」

　厳おごそかさすら感じられた一幕は、その潮風に攫さらわれて消えていった。

　シェリルは真っ青な顔を隠かくすように口を押さえるソーニャに駆かけ寄ると、肩を抱だいて歩き始める。

　なんともしまらない旅路だが──いつも通りを意識している今は、むしろこの方が良いのかもなあ、とも思う。

「さて、私達も部屋に入るか？　荷物だけでも下ろしてしまおう」

　ともあれ、船は動き出した。ならば、後は万ばん全ぜんに備えるだけだ。

　私と同じく甲かん板ぱんに残り、遠くなっていくミラフィアを見つめるアルマに声をかける。

「え？　……あ、はいっ！　そうですね……」

　するとアルマは、珍しくぼうっとしていたようで、私の声に慌あわてて声を返した。

　……色々と、思うところがあるのだろうか。それはきっと、過ぎ去っていく国のことではなく、これから迎むかえる闘いのことも含ふくまれているのだろう。

　ふむ。これは少し気にかけてやった方がいいかもしれんな。

　いつもなら横に並び歩くところ、慌てるあまりに背を見せるほど先を行くアルマに僅わずかな違い和わ感かんを覚えながら、私は取り留めのない事を考える。

　とはいえ、実のところあまり心配はしていないのだが。故郷を去ったのはそうだが──私がこれから向かう所は、また故郷であるのだから。奇くしくも娘むすめが自分と同じく『故郷を二つ持っている』事をおかしく思いながら、私はアルマの背を追うのであった。








第七話　終わりを待つは始まりの街にて









　船旅を終え、陸路を行き。私達は最後の時間を過ごす街にたどり着いていた。

　そこは拳こぶしを使った武術という概がい念ねんの発ほつ端たんと言っても良い場所。世界で最も強いと思われる男が、居を構えた場所でもあり──今は亡なき、私の師が眠ねむる場所でもある。

「とうとう着きましたね……やはり、懐なつかしさを感じます」

「そうだな。私も同じだ」

　そして、私とアルマが出会った場所でもあり──本当の意味で、私という『武術家』が生まれた場所でもある。

　──ヴィオード。私にとって一番多くの思い出が眠る、始まりの地。

「前はサーフレストについてからここまで長かったと思ってたけど、まっすぐ目指せば結構すぐなんだね？」

「ラスモークと港町とは、綺き麗れいな三角形のようになっているからな」

　前に訪おとずれた時とは違い、ここまで来るのに時間がかからなかった事にソーニャが言げん及きゆうする。

　位置関係は、今言ったようになっている。前はラスモークに着くまで一週間と少し。そこからなんのかんのと寄り道をしていたので、ヴィオードに着くまでに時間がかかった気がする、というのは勘かん違ちがいではないだろう。

　今は私達も、昔と比べて大きく力を増している。走り込みを兼かねて飛ばせば、港町からここまでは三日ほどといったところだった。

「予定の日まで、すこしだけ休んでおけるね」

「ちょっと、つかれた」

　それ故ゆえに、私達には決戦の日まで数日が与あたえられた。

　修しゆ行ぎようの総仕上げを出来る時間が確保できたのは嬉しいところだ。それも修行の賜たま物ものと思えば、やはり鍛きたえるというのは素す晴ばらしいことだと思う。

「はは、疲つかれたろうが、あとすこしだけ付き合ってくれ」

　ともかくだ。まだまだ人生という長い旅を終えるつもりはないが、ここが一つのターニングポイントとなる点は間違いない。

　ならば、中間の仕上げとして、私にはやっておかねばならないことが有る。

「お墓参り、ですね」

「ああ」

　今まで歩んできた道を、我が師に報告することだ。

　前に来たときは──コウタロウの一件で慌ただしくて、しっかりと挨拶をすることはできなかった。だが今は、僅かながらまとまった時間と、沢たく山さん報告することを抱かかえている。

　……コウタロウの事、常に近くで学んでいた私にすら悟さとらせず、世界の闇やみと闘っていたこと。残された導しるべによって、今世界の行く末を担になうまでになった事。報告しなければならないことが、多すぎるのだ。

「まあ、今日は挨拶だけになるがな」

　それは一日だけで語りきれるものではない。特に、日が落ち始めている今はなおさらだ。

　だから、今日は挨拶だけ済ませておくつもりだった。……おそらく私の心に一番永く在り続ける人に会うことは、ガルトと決着をつける前には必要になる事だろうから。

　前にしたように、商店で墓参りに必要なものを揃そろえていく。然さ程ほどの期間が経たっていない為ため当然なのだが、やはりこの街並みは変わっていない。

　墓地に着くと、私は慣れた様子で作法を守りながら、師の墓の前で手を合わせる。

　この間ぶりですな。

　……こんなに頻ひん繁ぱんに会いに来て、お前は赤ん坊ぼうかと笑われそうだ。呆あきれた様に笑う師が浮かび、私も鼻を鳴らす。

　少しそうしてから後ろに下がると、慣れたアルマが、そして二度目とはいえわずかに戸と惑まどいがちなシェリルとソーニャが手を合わせて目を瞑つぶる。

　そのさまを見て、私はなんだか嬉うれしくなった。私にとって掛かけ替がえのない恩人を、掛け替えのない仲間に想おもって貰もらえるこの幸せ。空を仰あおぐと、心が青く澄すみ渡わたってくる。

　師し匠しよう。私にもようやく貴方あなたの仰おつしやっていたことが理解できそうです。

　手を合わせるアルマ達の背で、私はかつて師匠が言っていた事を思い出していた。

　人が本当に強くなれるのは、誰だれかを守りたいと思う時だ。師匠は、恥はずかしがりながらもそう言っていた事がある。

　私はその時、ひどく不可解な気持ちを覚えたものだ。それは、いつも研とぎ澄ました刃やいばの様な瞳ひとみを静かに光らせる、最強の闘神が言う様な言葉には思えなかったから──というのもそうだが、常に冷静沈ちん着ちやくで不器用な師が、顔を赤らめてまで私にそう言い聞かせるのが不思議だったからだ。

　だが師匠は、冗じよう談だんを言うような方ではない。らしくないのは当たり前だが、それをわざわざ小恥ずかしく思いながら力説するというのが、信じられなかったのだ。

　……それが、その意味が今なら分かる。私が今一番大きな力を引き出せるのは、正しく誰かを守りたいと思うときだったからだ。師匠は、それを口に出すことを小恥ずかしく思いながらも、確しつかりと私に伝えようとしてくれていたのだろう。

「師匠、終わりました」

「ん……ああ、すまないな。すこし考え事をしていた」

　全く、なんという馬ば鹿か弟子でしだろうか。最も大切な事を聞き逃のがすとは、親不孝もすぎるというものだろう。

　そんなだから生きている内に境地まで手を伸のばすことができなかったのだ──と。自分を諫いさめたところで呼びかけてくるアルマの声に、私は意識を現在まで引き戻した。

　ただ強くなる。ただ強くなりたいから、その終着点を目指す。そんな私には、師の教えを理解することができなかったが──今は、それが痛いほどよく身にしみている。

「……？　どうしたの？」

　私にじっと視線を注がれていたシェリルが、首を傾かしげた。

　気がつけば、見つめてしまっていたようだ。

「いいや、なんでもないよ」

　私は自分がおかしくなって、鼻を鳴らしてから師の眠る場所に背を向けた。

　……あまりにも遅おそすぎますが、私にも気がつくことが出来ましたよ。誰かの傍そばで、ずっと守りたい、共に歩んでいきたいという気持ちが。

　師の眠る場所から視線をそらしてからそう思い浮うかべたのは、私もまた小恥ずかしかったからだ。

　それでも、悪い気はしない。ただひたすらに強さを追い求めていた頃ころよりも、大切なものを取りこぼさないようにと躍やつ起きになっている今の方がずっと強くなれたのは、世の中うまくできていると思う。

　……なればこそ、ガルトには敗けるわけにはいかない。ただ強さを追い求め、そのためなら何を奪うばおうとかまわないという者には、絶対に。何かを護まもるためというだけでなく、自分の選せん択たくを間違いだったと言わないためにも。

「さて、では行くか。宿を借りられないか、クルトの奴やつを訪ねてみよう」

　ひとまず今日はこれまでということで、肩かたを並べる少女達にそう宣言し、歩きだす。

　急に来て泊とめろとは不ぶ躾しつけな気もするが、まあ前世でずっと面めん倒どうを見ていたクルトは子や兄きよう弟だいのようなものだ。問題あるまい。

　最悪、昔々の例の事件を引き合いに出せばよかろう……などと、少し意地の悪い算段をしながら、私達は思い入れ深き道場へと向かうのであった。

　……宿は、案外簡単に借りることができたと付け足しておこう。切り札が必要なかったのは、お互たがい幸せだったと思っておきたい。








第八話　戦いを前に









「お早うございます、スラヴァ様。よくお眠りになられましたか？」

　翌日。布ふ団とんから抜ぬけ出した私が居間に行くと、そこにはクルトが座して茶を飲んでいた。

　日課の走り込みをしようと早めに起きたつもりなのだが、どうやらクルトの方が起き出すのは早かったようだ。

　まだ太陽も昇のぼりきらぬこの時間。人間、何な故ぜだか老人になると朝起きるのが早くなるが、それはクルトも変わらないらしい。うっすらと汗あせを浮かべているあたり、彼も早朝の鍛たん錬れんを済ませたあとのようで熱心だと嬉しくなるが──同時に、彼も老いたのだと意識させられてしまう。

　よく見れば白髪しらがも多く、顔はもう皺しわだらけだ。……前世で私を見ていた周りのエルフ、アルマやチェスターも、この僅わずかに昇ってくる切なさを感じていたのだろうか。

「ああ、此こ処こ最近で一番よく眠れた気がするよ。やはり、慣れというのは侮あなどれんな」

　さておき。よく眠れたかという質問に答えながら、私はクルトの前に腰こしを下ろした。

　もうそろそろ故郷はミラフィアだという認にん識しきも出来てきたのだが、まだまだ昔に毎日寝ね起おきした場所は落ち着くというのが本音だろうか。

「それは何よりです。昨日聞かされたことには驚おどろきましたが──落ち着いておられるようですな」

　卓たくの上に置いてある茶を淹いれながら、クルトは僅かに表情を緩ゆるめる。

　差し出された──独特の、緑色をした──茶を啜すすりながら、湯ゆ吞のみの奥のクルトを覗のぞく。

「私でしたら、そのような状じよう況きようでは落ち着いてはいられぬかもしれません。……ガルトは、父の仇かたきでもありますし、世界を背負った闘いなど、想像もつかない」

　温かい香かおりが喉のどの奥へと落ちていき、身体からだを芯しんから温める。僅かに甘さを感じさせる香りと、茶自体のほろ苦さは、朝の寒い空気にどこまでも合っていた。

　師匠とよく飲んだなと、懐なつかしさが温められた息と共に上ってくる。自然と、私は至福に包まれた吐と息いきを漏もらしていた。

「世界を賭かけた闘い、か」

「ええ。……失礼ですが、スラヴァ様を見ていると、あまり慌あわてて居おられませんようでしたのでな。アルマ様は、あれでそれなりには気負っておられるようですから」

　そんな気の抜けた私を見て、クルトは苦味を混じらせて乾かわいた笑いを浮かべた。

　……そう見えるか。自分でも落ち着いているつもりではあったが、他ほかの誰かに指し摘てきされると、ちゃんと落ち着くことが出来ているようだと安あん堵どする。

　だがそれよりも──

「よく見ているな」

　クルトが、アルマの心情を察することが出来ている事に、感心した。

　明るく振ふる舞まってはいるものの、後に控ひかえる闘いを一番心配しているのは、アルマだろう。

　まあ私でさえそれに気がつけるのだから、聡さとい者が見れば直すぐに分かるのだろうというのはあるが──それは普ふ段だんのアルマを知っている者に限った話だ。いくら長い付き合いだとはいえ、最近のアルマをあまり知らないクルトがそれに気がつくのは、意外であった。

「それは、そうでしょう。アルマ様は、私の憧あこがれでしたから」

　しかし理由を聞かされれば、さもありなんといった事である。

　……そうか、クルトがなあ。

　その事実をまた意外に思いながらも、私は納なつ得とくしていた。

「……お前がそうだとは思わなかったが。だが、考えてもみれば当然か」

「はい。私以外にもアルマ様を想っていた者は多いと思いますよ」

　共に旅をするようになって、また親の目線から肩かた肘ひじ張らぬあの子を知る者として、アルマには少しばかり残念な部分があることを知っている。

　だが、それを知らぬ者からすれば、アルマほどいい女もそうはいないだろう、というのが私の考えであった。

　……特に、クルトはアルマから教えを受けることもあったからな。姉のように感じていたというのもあるのだろう。それが、まあ……下着を盗ぬすむという、思春期の過あやまちに彼を駆かり立てたのだろうが。

　しかし、それももう過去の話だ。

「ですが、アルマ様のお心にはいつもスラヴァ様がおりましたから」

　クルトには妻もいて、息子がいて──孫までがいる。「でした」という言葉を使ったのは、決別が出来ているという事の現れだろう。

「正直な話、スラヴァ様が亡なくなられた時、私達はこぞってアルマ様に愛を囁ささやきました。ですが、アルマ様は決まって、同じように断られましたよ。『私には心に決めた人がいる』と。……私も大層嫉しつ妬としたものです。こうも想われるスラヴァ様が羨うらやましい、先に出会ったのが私ならば、とね」

　一口茶を含ふくんで、クルトは口の中で茶を転がした。苦い思い出を、吟ぎん味みするかのように。

　しかし、未練は感じさせない。喉を鳴らして口に含んだものを飲み下すと、クルトは此方こちらに、真しん剣けんな瞳ひとみを向ける。

「ですが、今なら納得出来ますよ。初めから役者が違ちがったのだと。……私には、きっと同じ立場でもあの男の前に立つことは出来ないでしょう。父が敗まけても、私は奴の力に気け圧おされて拳こぶしを振るう事さえできなかった。しかしスラヴァ様は、実際に拳を交え、敗北してなお、世界を背負って闘おうとしている。……私には到とう底てい出来ません」

　真しん摯しな態度に、褒ほめすぎだと茶化すことはできなかった。

　大の大人が、これほど真ま面じ目めに言っているのだ。その言葉を、おちゃらけていては受け取ることは出来ない。

　どれほどそうしていたか。クルトとただ見つめ合っていると、クルトはきつく結んだ口くち許もとを緩める。

「……ふふ、なんだか良い気分ですな。ずっと胸に抱かかえていたものを吐はき出すのは。失しつ恋れんがようやく片付いた様な気が致いたします」

　何やら、すっきりとした表情で、クルトはそう言った。

　しかし直ぐにまた視線を結び直すと、彼はまた私と向き合う。

「ですから──貴方あなたを見み込こんで、一つだけお願いさせてはいただけないでしょうか。どうか、父の仇を討うって頂きたい。武術家同士の闘いに破れたのならば、仕方がない。しかし、父が敗やぶれたのは力に狂くるった怪かい物ぶつでした。……本来ならばシジマ流を継つぐ者としても、息むす子ことしても、私が仇を討たねばならないのでしょう。ですが、私には奴の前に立つ力も、勇気さえもなかったのです。……どうか、お願い致します」

　そうしてクルトが下げた頭と同時に願ったのは、コウタロウの仇を討つ事だった。

　息子としても、シジマ流の者としても。二つの立場からの願いは、彼にとっては恥はずべきものなのだろうと感じられる。

　だが私はそれ以前に、奴に止とどめを刺さす事ができなかった者として、師の愛していた孫を救うことが出来なかった者として、奴を倒たおす義務がある。

「確かに聞き届けた。けじめは、私がつける。……元より、私がつけねばならぬものだ」

　肩に手を置くと、クルトはようやく顔を上げた。だがまた直ぐに伏ふせてしまう。今度は、顔を上げる事は、しなかった。

「……感謝致します」

　彼なりに、思い悩なやんでいたのだろう。その声は震ふるえていた。

　……責任、か。思い返すほど、かつての私にはそれが欠けていた気がする。ただ強くなりたいという思いがないわけではない。だが、今はそれ以上に大切なものがいくつもあった。

　何十年越ごしで破門にした馬ば鹿か弟子でしの後始末をすることになるとは思わなかったが──これが、あの時の続きだというのならば、私こそが決着をつけねばなるまい。

　そうと決まれば、だ。その日に向けて、少しでも強くならねばなるまい。決戦の日までは、あと一週間もないのだ。やれるだけのことはやっておかねばならない。

　とは言っても、私の方は大体のことは終えてしまっている。ミラフィアでは友人達から多くのものを貰もらったし、今此処でも、敗けてはならない理由を一つもらった。

　だがもう一つ、今話題に出たばかりの心配事は残っている。

「さてと、では私は走り込みに行ってこよう。……アルマ、お供してはくれんかね」

　立ち上がると同時、愉ゆ快かいな色を含ませた声で、部屋の外の者へと声をかける。

　いない者の名を呼ばれて困こん惑わくするクルトが顔を上げると、それに呼応するかのように障子が開いた。

「む……あ、アルマ様……!?　聞かれておいでだったのですか!?」

「いや……はは、その……悪い、な？」

　部屋の外から現れたのは、今呼ばれたばかりの女性の姿であった。

　アルマは困惑するような、やっぱりなとでも言うような表情だ。

　悪いなとクルトに告げたのは──話を全すべて聞いていたからこそだ。

「……ほれ、行くぞアルマ。元より支度したくは出来ているようだしな」

「あ、はい……！　じゃ、じゃあまた後で……」

　アルマとは何処どこかで話をする必要があると思っていたので、ちょうどよかった。とはいえ私が走り込みを始めるこの時間に、道どう着ぎを着ているというのは向こうから誘さそうつもりがあったのだろう。

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべたまま停止するクルトをよそに、私はアルマを連れて外へと向かう。……多分、クルトも一人になりたいだろうと気を利きかせて。

　全く、盗み聞きをするような真ま似ねをせんでも良いだろうに。かつての想おもい人にその失恋を聞かれるなど、またクルトには思い出したくない事が増えてしまった事だろう。

「ぬ、ぬうううううううッ……！」

　部屋を後にした直後、クルトのうめき声が聞こえてくる。

　強く生きてくれ。それを聞いた私には、そう願う事しか出来ないのであった。








第九話　親と子









　段々と明るくなってくる街を、走る。

　まだ人々も殆ほとんど歩いておらず、ヴィオードの街は静せい寂じやくに包まれていた。

　多くの人々がまだ眠ねむりから覚めていないのだろう。生活音さえしない薄うす暗ぐらい街は、まるで時間が止まっているかのようであった。

　このまま時間が止まってしまえばいいのに。もしかすると、アルマはそんなことを思い浮かべているのかもしれない……などと思う。

　そのアルマは、私のすぐ後ろをぴったりとくっついて走っていた。

　こうしてこの街でアルマと走り込みをするのは、久方ぶりの事だ。昔のアルマはこの速度で走るとついてこられなかったのだが──今は、息一つ乱れていない。

　そのことに気づく機会は今まで幾いくつもあったはずだ。こうして昔むかし懐なつかしい場所をともに走ることでようやく娘むすめの成長に気がつくことが出来た自分が情けなくて、妙みような笑いがこみ上げてくる。

「少しペースを上げるが、ついてこられるか？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　今は、アルマはこの程度ではなんの問題もないだろう。それ以上確かく認にんすることもせず、私は走る速度を上げた。

　思った通りアルマはそれまでと変わらないように私の後ろをついてくる。大成したということばかりに目が行っていたが、本当によく成長してくれたものだ。

　実際に、アルマはとうに前世の私を超こえているだろう。実じつ年ねん齢れいを考えればそれも不思議なことではないが、エルフとしてはまだまだアルマは大人になり立て……と言えるかも怪あやしいほどだ。だというのにこれほどまでに力を付けてくれるというのは、親孝行な娘だと思う。

　親として、子の成長を実感するというのは大きな喜びの一つだ。

　……そう、親として、だ。

　この街を回っていると、どうしても浮かんでくる思い出というのが二つある。一つは言うまでもなく、師し匠しようと過ごした日々の事だ。

　もう一つが、アルマとの出会いと、娘と過ごした日々の事である。

　妻をすっ飛ばして子を持った私には家族への接し方というのは分からなかったが、それでも手て探さぐりで絆きずなを結んでゆく生活は、満ち足りたものだった。

　その甲か斐いあってか、アルマもよく私に懐なついてくれたのは、嬉うれしいと思う。

　……まあ、少しばかり育て方を間違えたようではあるのだが、アルマが立派に育ってくれたことに違いはないので置いておこう。

　ともあれ、私にとってこの街は、幸せな思い出が沢たく山さんある場所だ。

　その幸せをくれたのが師匠であり、このアルマなのだ。

「よし、そろそろ休きゆう憩けいにしようか」

「……？　はい」

　目的の場所にやってきて、私は足を止めてアルマにそう語りかけた。

　普ふ段だん、走り込みの最さ中なかで休憩をとることはない。そのことを不思議に思ったのだろう、アルマは首を傾かしげてから、頷うなずいた。

　休憩の場所に選んだのは、この街では一番大きな広場であった。

　中央には大きな樹きが位置し、ヴィオードを見守るように佇たたずんでいる。

「ここは……」

「昔から変わっていないのだな。……まあ、座れ。少し話をしよう」

　樹を囲むようにして並べられた石に腰こしを下ろし、隣となりをポンポンと叩たたく。

　アルマは私がそうするのを見て、顔を俯うつむかせながら頷いた。

　隣にアルマが座ると、私は樹の陰かげから空を望む。

「懐かしいな。昔、二人で此こ処こに来たことを覚えているか？」

「……はい。忘れるわけ、ありませんよ。私にとっては、大切な大切な思い出ですから」

　空に昔の光景を映し出しながら、語りかける。アルマはまだ顔を俯かせていたのだが、並ぶ頭は、アルマのほうが高い位置にある。

　全く、不思議な運命だ。いつの間にか娘よりも小さくなっている──というのは老人になれば珍めずらしいことではないのかもしれないが、娘よりも幼くなって過去に訪おとずれた場所にいるとは。

「聖人祭は、まだやっているのか？」

「はい。……昔と変わらぬこの場所で、昔と変わらぬ日に行われています」

　まだ私が人間であった頃ころに、アルマを連れて行った祭りの名前を空に書きつつ、隣のアルマに視線を送る。

　髪かみで隠かくれていてどのような目をしているかは見えなかったが、それでもわずかに口元が緩ゆるむのは見えた。

　……聖人祭。この街で毎年の終わりに行われる祭りの名前だ。

　その名の通り、この街に纏まつわる聖人を讃たたえる祭りの様だが、正直にいって私には詳くわしいことはよくわからない。

　大切なのは、年の終わりにそんな祭りがある、という事だ。

「そうか、安心したぞ。聖人祭までなくなっていたら、別の世界に来てしまったかと思うところだった」

「……ふふ、そうですね」

　わざと大げさにそう喜んでみると、ようやくアルマは笑みを零こぼした。

「……私にとっても、大切なものだったからなあ、あの祭りは」

　だが、聖人祭の風習が残っていると聞いて嬉しかったのは本当だ。

　実のところ、聖人祭の詳しい起源だとか、意味はよく知らない。その上聖人祭自体は特に派手なこともない──老人が酒を飲むために開いているような祭りではあったのだが、それでも私にとっては大切な思い出の一つである。

「あの頃は『父親』として新米で、なんとか若い娘を楽しませようと必死だったからな。……今だから正直に言ってくれて構わんぞ？　本当のところ、聖人祭は楽しかったか？」

　何な故ぜならば、聖人祭は私が『父親になろう』としてあれこれ考えて実行に移した、最初の作戦だったのだから。

　……作戦、というと聞こえは悪い。だがあの当時父親という存在がどうあるべきかを何も知らなかった私にとっては、毎日が闘いの様な日々だったのだ。

「とんでもありません。……聖人祭は、私にとって人生で初めて『楽しい』と感じたことだったかもしれません」

　ひとまず、そんな私の苦く悩のうの結けつ晶しようが高い評価を受けていて安心した。

　ごまかすように笑うと、アルマは俯かせていた顔をこちらに向けて微笑ほほえんでから、天を仰あおぎ見た。

「嬉しいとか、温かいとか。師匠にはたくさんの素す敵てきなものを頂きました。楽しいという気持ちも、その一つです。一つ一つが、私にとっての初めてでした」

　一つ一つの思い出を思い返しているのであろうアルマの顔は、優やさしい温かみに満ちていた。

　父として、私は未熟だったことだろう。しかし、そうして考えた事を、この子は包み込むように受け取ってくれる。それが嬉しかった。

「ならば、私はちゃんと『父親』になれていたのかな」

「それはもう！　師匠は、手探りながらも愛情を注いでくださって……本当に、いいお父さんだったと思います」

　結局のところ、お互たがいを想い合うことが出来ている私達は『家族』になれているのだろう……と、思う。アルマが私に向ける感情には別のものも混ざっているのだろうが、それはきっと子供ならば珍しくもない話。ただ少し、それが遅おそかっただけだと思えばいい。

　……しかし、だ。ならばそろそろ、私が父親としての行動をしても、いいのではなかろうか。

「それならば、私を父と思ってくれているのならば、話してみてはくれんかね。……悩なやんでいるのだろう？　ガルトとの闘いの事を」

　一いつ般ぱん的な家庭と比べれば少し重いかもしれないが、娘の悩みを父が聞く。そんな一幕があっても、いいだろう。

　父としての愛を言い聞かせるように、温かみを含ふくめて私はアルマにそう語りかける。

　その言葉に、アルマは後ずさる代わりに息を吞んだ。

「……気づいておられたのですね」

「それは父親だもの、当然さ」

　本当を言うと、アルマも私に似て隠し事は上う手まくない、というのもある。だがそれを知っているのも、親子だからこそだ。

　何を悩んでいるのかもわかっている。そういい含めた問いかけに、アルマは躊躇ためらいがちに視線を伏ふせてから、語りだした。

「……正直に言うと、恐おそろしいんです」

　話してくれるか。信しん頼らいに足る人物だと思われていることに温かいものを感じながら、私はゆっくりと頷いた。すると、アルマは続きを語る。

「敗まけたらその先が断たたれてしまうという闘いは、何度か経験してきました。けれど、私はその闘いに敗ける気はしなかったんです。師匠が教えてくれた、シジマ流の技わざがあったから。……タリスベルグと最初に闘った時も、そうでした。武器も魔ま法ほうも効かない怪かい物ぶつを皆みなが恐れる中、私だけは違ちがいました。むしろ、師匠が遺のこしてくれた技はこのためにあったのだとさえ思ったんです」

　掌てのひらを広げ、アルマはそこへ視線を落とした。

　その掌の上に何が乗っているのかは、分からない。だが、アルマは手を握にぎりしめることはできなかった。

「ですが、今回は違うんです。……師匠でさえ、あの男には勝てなかった。でも、勝たなきゃならない。……勝たなければ、全部なくなってしまうんです。私の命も、この世界も。……師匠が今傍そばにいるという、この幸せでさえ」

　──喪そう失しつ。アルマが嘆なげいたのは、失なくすことの恐きよう怖ふだった。

　一度私を失っているアルマだからこそ、なのだろうか。敗ける事に対しての恐怖に慣れる事なく、失う事の恐怖をよく知っているアルマにとって、最初の壁かべはあまりにも高かった。

　敗けるわけにはいかない。故ゆえに生きるか死ぬかだ。……私やチェスターなんかは、そう思うことが出来る。最後に、敗ける気はしないが、と付け足して。

　だが彼女達は、まだエルフとしては若い少女なのだ。立ち上がる事が出来たシェリルとソーニャが変わっているだけで、アルマは決して臆おく病びよう者と呼ばれるような存在ではない。

　それでも、一度は英えい雄ゆうと呼ばれた彼女だからこそ、責任感のようなものもあるのだろう。

　……難しいな。恐怖を捨てろといっても、一言で表せるほど簡単なことではない。アルマの敗北に対する恐怖を取り去るのは、私には難しいだろう。

「ならば、少し視点を変えてはみないか」

「……え？」

　だが、そのために、親がいるのだ。

「どう壁を乗り越こえる、ではなく、ただ単純に、私を信じてみてはくれないか」

　子を守るのも、親の務めの一つだ。

　決して甘やかすのではない。努力でどうにもならない事が現れた時、前に立って道を示すのも『父親』の役目の一つだろう。

　言葉で優しくそれを理解させるのが母親の仕事……になるのかもしれんが、頭の悪い私にはそれはできない。こういうときは、単純な男で良かったと思うな。これでも、なんとか恰かつ好こうがつく。

「恐らく、ガルトは私との一いつ騎き打うちを望むだろう。……かつてゼツロもそうであったが、強さを追い求めてタリスベルグになった武術家というのは、どういうわけか『試合』に拘こだわる傾けい向こうがある。だから、最初は私と奴やつの一騎打ちになるはずだ」

「ですがっ……！　師し匠しようお一人に、ことを任せるわけには……！」

　恐らくと言いながらも、私にはガルトがそうする確信があった。

　奴らは、自分勝手だ。外げ法ほうに手を染め、自分が強くなる為ためならばどんな事もお構いなしの、自分勝手な奴らだ。

　だがそれ故に、奴らは『試合』を好む。人ならざる力を『人の領域』で振ふるうことに、固こ執しつしている。

　だからきっと、ガルトとの決戦は私が言った通りの開幕を迎むかえるだろう。これは、間違いがないと思っている。

　しかし、それで終わりという訳ではない。

「まあ聞け。……ちゃんと、お前達にも役目はあるともさ。今言った通り、ガルトとの闘いは私と奴の一騎打ちが始まりとなるはずだ。だが、お前が懸け念ねんする通り、勝てる闘いかどうかはわからん。今までを考えるのならば、勝てないかもしれない。そうなった時、後に闘うのはお前達となる」

　アルマは何か言いたげだったが、念を押した為に声を上げることはなかった。

　いっそ任せきってくれれば楽なのだがな。それではこの子達が納なつ得とくしないということはよく知っている。

「私が勝てなかった相手に、などとお前は思うかもしれない。だがな、そうなっても、私はただでは敗けん。きっと奴の土手っ腹に、風穴でも開けてやるだろうさ」

　拳こぶしを突つき出しながら、戯おどけてみせる。

　刺さし違えてでも、と私が言っているのは、アルマの意にそぐわない事だろう。だが私はお構いなしに続けた。

「お前は壁にぶち当たったのだろう。それは初めてのことかもしれない。だとすれば、壁を乗り越える方法はわからん。お前が悩んでいるのはそういうことだろう？　……だから、私は壁を打ち砕くだこう。壁の向こうに何が待っているか、それをどうするのかはお前次し第だいだ」

　石から立ち上がり、私はアルマを見下ろす形になる。

　私の背には、いつの間にか昇のぼっていた太陽がある。アルマは眩まぶしさに、目を細めた。

「数点補足させてもらうとだな、壁の向こうに待っているのが人だろうと怪物だろうと、殴なぐり飛ばせば済むことだ。……それに、私も敗ける気は更さら々さらない。お前達に頼たのみたいのは、もしもの時の後始末さ。子が親の面めん倒どうを見るのも、世の中のお約束の一つだぞ」

　……いつの間にか、結局子供を頼たよるような言い方になってしまって、私は笑う。

　だが──釣つられてアルマが笑ってくれているのを見ると、それはそれで良いのだろう。

「ふふ……介かい護ごには、まだ早すぎませんか？」

「そうだ。だからもしもの話といったろう？　まあ、ついでに言うのなら、敗けたからと言って死ぬとは限らんさ。むしろ、そうなる前に助けてくれると有り難がたい」

　結局うまいことを言おうとして失敗してしまった感はあるが、本来の目的は果たせたので良しとしよう。

　立ち上がったアルマがまた私よりも高くなると、その顔には清すが々すがしい笑みが浮うかんでいた。

「なんとなく、吹ふっ切れました。ありがとうございます。……お父様」

「む……？　ああいや、此方こちらこそただの年寄りの説教になってしまってすまんな。上手いことを言おうとしてただ話が長くなってしまうあたり、私も老ふけてしまった気がするよ」
















　いかんなあ、若い頃ころには話の長い老人を嫌きらっていたというに、気がつけば彼らそのものだ。

　やはり闘いが終わったら、一度若い趣しゆ味みでも見つけなければならないな。急に身を襲おそう危機感に、朝というだけではない寒気を感じながら、伸のびをして歩きだす。

「すみません、私はもう少しだけ此こ処こに残ってもよろしいでしょうか？」

　だが、アルマはついてこなかった。……その意味がなんとなく分かるのは、私もいい加減女心が分かってきたという証しよう拠こだろうか。

「……ああ、構わんよ。では、私は先に帰っているぞ」

「はい。では、また後で──お父様」

　振り返りはせず、私は急ぎ足で流した風景を見るため、穏おだやかな足取りで歩き出した。

　後で道場にて合流したアルマは、赤らめた目をしながらも、どこかスッキリとした様子でいた。








第十話　決戦前夜









　──などということがあったわけです。見た目には変わらずとも、子供の成長というのは早いものですな。

　師の墓の前で手を合わせながら、師に向けての言葉をそう締しめくくった私は、目を開けて屈かがめた腰こしを真っ直すぐにする。男と女の関係──に、なるかもしれなかったという話を誰だれかにするのは気が引ける思いもあったのだが、その相手というのがイワオ様にとっても無関係という訳ではない。

　イワオ様も彼女を可愛かわいがってくれていたというのがあるし、むしろ話す必要があるくらいだった、と誰に向けてのものか分からない言い訳をしながら墓石に背を向ける。

「んん……いい天気だな」

　誰に向けるともなくそう呟つぶやくと、腰に手を当てて天を仰あおぎ見る。空は気持ちが良いくらいに晴れ渡わたっていて、心を浮うき立たせる程ほどであった。

　こんな天気の良い日は、散歩でもしてみるのがいいかもしれない。そんな風に思いつつ、半ば師匠専用となった墓地を後にする。

　今日は、此方まで来たのは私一人だ。基本的に集団での行動が多い中、たまにこういう日があると、これはこれで特別感がある。などと思いながら歩く道は、自然と足を弾はずませた。

　……ガルトとの決戦まで、あと一日。決戦前日ということで、今日は各おの々おの好きな事をして過ごそうという事になっている。

　直前まで集中力を高めるも良し、やり残した事を──こんな辺へん鄙ぴな場所では限界もあろうが──するも良し、普ふ段だん通り過ごすも良し。個人にとって一番良い方法で明日に備えようというわけである。当然、世界がかかった闘いを前にしているため、疲つかれを残すような事はやめようとなっているが。

　そんな但ただし書きを付けた時、私達がやることは皆みな一いつ緒しよであった。要するに、皆が普段通りの一日を過ごすことにしたのである。

　というわけで、私だけが今こうして墓参りに来ているというわけだ。後の三人は今いま頃ごろ道場で組手でもしているだろうか。私も後ほど顔を出すつもりでいる。

　最初は心配もあったが今ではアルマもソーニャもリラックスしているようで、仕上げは上々といったところか。

　私も、既すでに準備は整っている。友への挨あい拶さつは済ませた。アルマの悩なやみも一つ解決出来たようだし、師へ伝える事も今日でひとまず伝えきった。

　決戦に向けて最も大切な、体調の調整も抜ぬかりない。やるべきことをやり終えて、私の心は今非常に落ち着いていた。まだ全力は出していないが、明らかに自分の中で何かが一つ変わってきているのを、実感している。

　体調の方も万ばん全ぜんだ。むしろ今までにないというほどの好調で──来きたるべき日に備えて勝手に良くなっていく調子を見ると、なんだかんだ私も『武術家』なのだと再さい認にん識しきさせられる。

　とはいえ、だ。一人で歩いていると妙みように気分が弾むのだが、それも一時のこと。直ぐに物足りなさというか、寂さびしさの様なものが襲ってくるのだから面おも白しろい。

　文字通り、誰かが傍そばにいるのが当たり前になったのだなあと思うと、我ながら良い環かん境きように恵めぐまれたものである。

「あ、スラヴァくん！」

　そして、今回も小さな孤こ独どくは打ち払はらわれる。墓地を出てすぐ、私の目には手を振って駆かけてくるシェリルが飛び込んできた。

　そのまま向かってくる小さな身体からだを受け止めると、髪かみを揺ゆらすシェリルの軽さに雲を抱だいたような気持ちになる。

　昔だったら抱きつくというよりはタックルだったというのに。この子も成長したものだ。

「どうしたシェリル。迎えに来てくれたのかね」

「んーん。一いつ緒しよに、お散歩したいなーって、きたの」

　今日の陽気の様に暖かな、柔やわらかい笑え顔がおでシェリルは言う。

　この柔らかい笑顔も、シェリルが成長した証あかしだ。本当に、見ていて飽あきないというか。一つ一つの成長が楽しみになる子だ。

　さておき、散歩か。どの道、少しその辺をぶらついてから帰ろうと思っていたし、それくらいならば私としては構うことはない。

「それはいいな。どこか、行きたい所はあるか？」

「うーん？」

「はは、ならそのあたりを適当に歩こうか」

　シェリルの方も特に行きたい場所などがあって来たわけではないらしい。

　今では見慣れたマイペースさに笑みを零こぼしながら、手を差し出す。するとシェリルは一いつ瞬しゆんだけ迷ってから、ほんの少しだけ頰ほおに紅べにを差して──私の手を取った。

「まえにここに来たときは、ゆっくりできなかったでしょ？　だからね、私、スラヴァくんのすんでた街が気になってたんだー」

　繫つないだ手をぷらぷらと揺らしながら、シェリルはゆっくりと過ぎていく光景に忙せわしなく視線を移していく。

　特に面白いものも無かろうに、その様子はどこまでも楽しそうだ。

「ねえねえ、あれはなあに？」

「あそこは酒屋だな。師し匠しようのお使いで、よく行ったものさ」

「へえー！　じゃあ、じゃあ……」

　シェリルが指差した場所を、私が答える。そんな事を繰くり返していると、古ぼけた記き憶おくに色がついていく様な気がした。

　そうして少し歩くと、段々と私にも答えられない場所が増えていく。

　このあたりは、だいぶ開発が進んでいるようだ。後でアルマにあそこは何だと聞いてみようか。じっくりと見て回ると、案外発見も多いものだ。原型を残しつつも、街は大きく姿を変えている。人通りの多い場所に近づくほど街の姿が知らないモノになっていく様さまは、この街の歴史を早回しで見ているような錯さつ覚かくを受けた。

「ねえ、スラヴァくん」

　気がつけば、私の方が今の街並みを見ることに没ぼつ頭とうしていたらしい。シェリルの一言で正気を取り戻もどさせられた私は、返事の代わりにシェリルの方を向く。

「むかしのスラヴァくん達は、おししょうさまの道場に住んでたの？」

　質問の内容は、私がどこに住んでいたか──というものだった。

「いいや、たしかに道場に寝ね泊とまりすることは多かったが、一応私の家は別にあったよ。まあ、ラスモークに移り住む時に売り払ってしまったがね」

　シェリルの質問に答えるうち、私の脳のう裏りにはかつて住んでいた家の姿が浮かんでいた。当時から贅ぜい沢たくには興味がなかったため、あまり広い家ではなかったな。とはいえ、その全ぜん貌ぼうはもう中々浮かんでこない。

　おぼろげな記憶を嚙かみ合わせていると、シェリルが目を輝かがやかせていることに気がついた。

「……行ってみるか？」

「うんっ！」

　半ば答えを知りつつもそう問いかけてみると、シェリルは気持ちよく頷うなずきを返した。

　師匠の墓とは反対方向にあるため、ここから歩いていくと、少しだけ時間はかかる。だが気になり始めたのは私も同じだし──何より、時間がのんびりと流れるのは、嫌きらいではない。

　前世では何かをしていないと落ち着かなかったものだが。もしもこの感覚がエルフに生まれ変わったことによって培つちかわれたものだとするのならば、生まれ変わりの先をエルフにしてくれた天には頭が下がるばかりだ。

　道場を通り掛かかるさい、ソーニャ達にも声をかけてみようかと迷ったが、今回は二人の時間を楽しむ事にしてみる。

　シェリルは相変わらず上じよう機き嫌げんなので、この選せん択たくは間ま違ちがいではないだろう。

「さてと、そろそろだ……が」

　そうして歩いて行くうち、このあたりだという場所にやってくる。

　……なのだが、より街の入り口に近いためか、そのあたりは激しく変化していた。人の息づく街もまた生き物なのかもしれない。とりとめのない事を考えながらも、記憶を頼たよりに手がかりを探す。

「……ううむ、此処のはずなのだが、元あった建物はなくなってしまったようだな」

　しかし、割り出した場所──と、その周辺には、私がかつて住んでいた家は無くなってしまっていた。

「むう……すこし、ざんねん」

「まあこういうこともあるさ」

　落ちた気分を表すように、シェリルはわずかに顎あごを下げる。

　彼女を慰なぐさめるため、少しだけ撫なでやすい位置に寄った頭を撫でながらも、私はわずかばかりシェリルと同じことを思う。

　不要と切り捨てたものでも、なくなっていると寂しいものなのだなあ。面白いことに、気を落としている自分がいることに気付く。

　見れば、かつて私の家があった場所には、石造りの家が建っていた。

　私の家は木造だったので、これまた時代の波に吞のみ込まれる形になったのだろう。まあ、手放した土地に何が建とうが、私にはとやかく言うことは出来ない。……仮にこの土地が『スラヴァ』の所有物のままだったとして、この『スラヴァ』には口を出す権利がないというのも可お笑かしなものだが。

　しかし──

「そうか、こうして世界は変わってゆくのだなあ」

　知るものが消えていて寂しいと思う反面、移り変わっていく世界を、面白く感じる自分もいる。

「どうしたの？」

　気がつけば、笑っていたらしい。口元をなぞると、たしかに口角がつり上がっているのを感じ、私は柔にゆう和わな微笑ほほえみに表情を戻す。

「いや……こうして知っているはずのものがなくて、知らないものが出来ていて……そんな変化を見ることが出来るのは、面白いと思ってな」

　この街を離はなれていたのは、幾いく年とせほどだろうか。離れたのが昔の話だったり、普ふ通つうならありえないはずの空白があったりして正確な時間を考えるのが面めん倒どうだが、長い時の流れからすれば一瞬のようなものなのだろう。

　だが、その間にも人々は生まれて、死んで、歴史を作っていく。めまぐるしい時の流れの中で、生きた証を遺のこして消えていくのだ。

　その中で、きっと一番大きな変化を見せるのは、一人一人のその人自身なのだと思う。しかし当人こそが、その変化に気がつくことが出来ない。……きっと、忙いそがしすぎるから、振ふり返る余よ裕ゆうがないのだろう。

　私もまた、そうだ。ただがむしゃらに最強という二文字を目指して、生きて、死んだ。少しばかり大げさな広報活動があったとはいえ、私は死後も名を残し、大成した娘むすめに連なり歴史書にまで姿を表すようになった。

　自分では一いつ生しよう涯がいを未熟なまま終えたと思っていた私でさえ、周りから見れば激動の人生だったのだろう。

　私がそのことに気がつくことが出来たのは、こうしてエルフとして生まれ変わってからだ。そうしてから、ようやく気づいた。自分の残した縁えにしに、やり残したことに。

　人間であった頃ころには、エルフの長命を妬ねたむ事もあった。折角の時間をよくも無む駄だに使えると、蔑さげすんだ事さえあったと思う。

　……だがこうして実際にエルフに生まれ変わってみると──人間もエルフも、本質は同じなのだと思う。

　彼らもまた一日ごとを全力で生きている。それに気がつけたのは、目まぐるしい成長を続けるシェリルを見てからだ。

　初めて出会った頃には、シェリルは酷ひどい癇かん癪しやく持もちだった。甘やかされて育ったためにわがまま。力加減も苦手で、文字通り触ふれるものを皆みんな傷つけてしまうような子だった。

　しかし今では、力加減も問題なく、理由のない癇癪などはここ最近見た覚えはない。純じゆん粋すいで、人のことを思いやれる、優やさしい子に育っている。

　シェリルには私……はともかくとして、良い友がいた。それでも、彼女がそれほど恵まれているとはいえないだろう。

　彼女には親もなく、最近にはようやく出会うことが出来た生き別れの姉さえも失った。それでも彼女は折れずに、腐くさらずに前を向き続けている。こうして流れていく時を、淀よどみなく過ごしている。

　かつての私に同じことが出来たかと言えば、出来なかっただろう。そうして腐った結果が、ゴロツキ紛まがいの狂きよう犬けんなのだから。

　……だから私は、彼女に惹ひかれたのだ。幼いながらに強い芯しんを持つ少女に。永い時の流れの中で、きっと立派な花を咲さかせるであろう、大樹の芽に。

　こうして移り変わっていく世界も悪くない、と思えたのも、そんな彼女のお陰かげなのだろう。

「ねえ、スラヴァくん」

　一いち陣じんの風が吹ふき、シェリルの髪を撫で上げる。まるで花はな吹雪ふぶきの様に視界に広がった白に、目を奪うばわれる。

　揺れた髪の奥では、太陽を背にしたシェリルが笑っていた。逆光で影かげを作る中にも輝く笑みは、初めて見た時の不健全な色とはかけ離れた光に満ちている。

「あのね、お散歩に来たのは、もうひとつしたいことがあったんだー」

　歯を見せての、活発な笑み。どこか儚はかなげに見えるシェリルのイメージとは離れた表情に思わず見とれていると、シェリルはそう言って近づいてくる。

　したいこと？　そう聞き返そうとする私だが、言葉を発することはなかった。

　──シェリルの唇くちびるが、私の唇を塞ふさいだから。

「……!?」

　急なことに頭が働かず、ただ私は吐と息いきを漏もらすことしか出来ない。

　どれほどそうしていた？　恐おそらくは数秒ほどだろう。しかし私は、それこそ──時が止まったような、衝しよう撃げきを受けていた。

　躊躇ためらいがちに動く少女の柔やわらかな唇が、名残なごり惜おしそうに離れていく。顔が離れると、自然とシェリルと目が合った。

　妖よう艶えんな微び笑しようを浮うかべるシェリルは、どちらかと言えば先さき程ほどの活発な笑顔よりも、普ふ段だんの彼女を想起させる。それでも──彼女は、今までに私が見たこともない様な、美しい女性の顔をしていた。

「う……な……」

　冷静に目の前の光景を分ぶん析せきする私だが、口から漏れるのは情けない吐息だけだった。……いや、この思考もまた私が混乱している故ゆえのものなのだろう。

「えへへ……だいすきだよ、スラヴァくん！」

　力の限りの、愛情表現。何が行われたのかをようやく私が理解したのは──顔を真っ赤に染めながらも、上うわ目め遣づかいで微笑むシェリルに、そう言われた後であった。

「またずるしちゃった」
















　小こ悪あく魔ま的というのはこういう事をいうのだろうか。シェリルのキスは、子が親にするような、啄ついばむものではなく──肌はだの温かさを確かめ合うような、甘いものであった。

　自分の心臓が跳はね回っているのが分かる。先程のように触れ合ったままであれば、きっとその音を聞かれていただろう。そう考えると、離れてくれたのは有り難がたい。

　……だが少しだけ、その温かさを名残惜しく感じる自分がいる。

「スラヴァくんに会えなきゃ、私は皆にきらわれる私のままだと思ったから、私はね……スラヴァくんに会えてよかった。最近はずうっとそのことばかりを考えててねそれでね……」

　じっと此方こちらを見つめたまま、シェリルは自分の気持ちを言葉にしようと、言葉を詰つまらせながらも語る。

　自分よりも幼い子にそうさせているのが情けなくもあったが──

「だからね、ずうっとスラヴァくんと一いつ緒しよにいたいな、って思ったの。大好きなスラヴァくんと、ずうっと、いっしょに」

　その想おもいは──奇くしくも、私がシェリルに想っているのと、同じことだった。

　この人とずっと共に歩んでいきたい。……ただし私のそれは、恋こいと呼べるものかどうかは分からない、筈はずだったのだが。

　女性に耐たい性せいがないということもあって、私の心臓は今までにないくらい暴れていた。熱された血が体中を駆かけ巡めぐっている様な気分。……もしかすると、これが私の知らない、知らねばならないモノなのかと思う。

　……シェリルは、自分を変えた私を好いてくれた。私は──変わっていくシェリルを、愛いとおしいと思った。その奇き妙みような相あい性しようの良さが、心地ここちよい。

　それでも、この気持ちを肯こう定ていしきれない自分も存在する。人間的な年ねん齢れいでみれば、シェリルはとうに成人を迎むかえている。だが外見も、心も、まだまだ子供だ。世間的には私とシェリルならば、ちょうど釣つり合いが取れている歳としの頃だろう。しかし実際には、私の中身は人間のジジイというのがある。

　倫りん理り観が、その想いを押し込めようとしている。

　けれど、もうそんなことはどうでも良かった。

　エルフだとか、人間だとかは関係ない。年齢もどうでもいい。ただ、一人の『人』として、私は尊敬する彼女を愛している。

　この期ごに及およんでも返事をしきれない私には自分でも呆あきれるが──これでは、答えを出しているも同然だろう。

「……返事は、もう決まっている。だが少しだけ待っていてくれ」

「……うん」

　私はシェリルを抱だき寄せて、耳元でそう呟つぶやいた。穏おだやかに返事をしたシェリルが、私の胸に顔を埋うずめる。

　これでは気持ちを確かめあったも同じだな。

「道場へ戻もどるか」

「うん」

　身を離した私達の口数は少なかった。恥はずかしかったというのも勿もち論ろんある。だがそれ以上に、今は言葉を交かわす必要がなかったのだ。

　言葉を用いずとも通ずる想いというのはある。今までは、私はそれを拳こぶししか知らなかったが──緩ゆるく結んだ手の温かさに乗せて伝わる想いというのは、身体からだを芯から温めるようで、とても魅み力りよく的に思える。

　行きよりも短く感じた時間をかけて、私達は道場へと戻る。戸を開ける前に手を放すのは、まるで秘ひめ事の様で新しん鮮せんであった。




　　　　◆




「さて、と。皆集まったな」

　あれこれと考え事をしている内に時間はあっという間に過ぎて行き、再び集中を取り戻す頃には、決戦前日も残すところあと僅わずかとなった。

　太陽はとうに沈しずみ、外はもう暗い。決戦の前日という言葉は、今や決戦前夜へと置き換かわっている。

　食事のあと、私はシェリル・ソーニャ・アルマを集め、道場にて顔を合わせている。

　こうして四人でいられるのもこれが最後になるかもしれないからだ。……勿論これで終わりにするつもりはないがな。

「ついに明日なんだね……」

　緊きん張ちようした面おも持もちで呟いたのは、ソーニャであった。

　彼女も挫ざ折せつから立ち上がったものの、やはり前夜ともなれば思うところもあるのだろう。

「やるだけのことはやった、そうだろう？」

　肩かたを叩たたきながらソーニャの緊張を和やわらげようとしたのは、意外にもアルマだった。

　最初に出会った頃にはこの二人もよく喧けん嘩かまがいの事をしていたが、今となってはいい友人同士になってくれた事を、嬉うれしく思う。

　それよりも意外と思ったのは、最後まで立ち上がれずにいたのがアルマだったから、というのがある。この分なら、彼女達の心配はいらないだろう。

　シェリルの方は、もともと心配していない。最初に立ち上がり、皆を導いたのこそ、彼女だったのだから。

　アルマに緊張を解ほぐされて、軽く自分の頰ほおを打ったソーニャが再び私に視線を向けてくる。私は皆の心の準備が整ったことを感じ、頷うなずいた。

「この一ヶ月間、一時も忘れたことはなかったろうが──ついに、私達は明日、決戦の時を迎える」

　それぞれが視界に入るように、四角形を描えがくように顔を向かい合わせた少女達、一人一人に視線を移しながら私は言葉を続けていく。

「一度ならず二度までも敗北を喫きつした相手に挑いどむのは、勇気がいることだろう。だから改めて一度だけ聞くぞ。この闘いを降りるつもりはないか、と。敵は強大で、勝負の秤はかりにのせたものは大きい。だが、今いま更さらながら言うと──お前達にそれを背負う義務というのはない。まだ若いお前達に、世界を背負う必要はないんだ。此処で手を引いたからといって、責めるものは誰だれもいないだろう」

　意思を確かく認にんするように一人ずつを見つめても、シェリル達は誰一人として動かない。

　頷く事も、しない。……正直に言えば、わかっていたのだがな。あの子達は立ち上がった。あれで意外と頑がん固こな子達だということは、よく知っている。

「うむ、決意は堅かたいようだな。……良い仲間を持てて、私は嬉しいよ」

　鋭するどくしていた目を緩めて笑うと、そこでようやく彼女達もまた笑えみを浮かべた。

　こうして手を引くことを語りかけた事は何度かあるが、結局一度も聞き入れてはもらえなかったな。

「ならばもう言う事はない。あと私に言えるのは、明日に備えて早く寝ねろ、という年寄りの常じよう套とう句くだけさ」

　本当に、手のかからない優ゆう秀しゆうな子達だ。

　そんな彼女達の成長を、この先も見守っていきたいと思う。

　ソーニャもアルマも、きっとまだまだ伸のびていく。将来、武術の双そう璧へきと呼ばれる様になるかもしれんな。いや、実力で言えば、とうに表の世界では並び立つものはいないだろう。それこそ、お互たがい以外には。

　シェリルは、魔力は凄すさまじいが、技わざではまだアルマとソーニャには僅わずかに及ばないだろう。……だが、きっと彼女がソーニャ達を超こえるのは、そう遠い話ではない。

　それは恐らく、私さえも。

　……ワクワクするじゃあないか。きっと素す晴ばらしい未来がある。それをこの手に摑つかむのが、自分自身だということに。

　私は、あまり賢かしこくはない。富には興味がなかったし、名声も前世においてきた。だから、未来を切り開くのはいつだって自分自身の拳だけだ。

　妙な興奮のせいか早く寝ろと言いながらも、私は寝しん所じよに向かうことはせず、ただ拳を握にぎりしめていた。

　気がつけば、皆みな同じようにしていた。何をするでもなく、ただ道場の床ゆかに座って動こうとはしない。

　そんな最さ中なか、ソーニャが身体を後ろに投げ出した。伸ばした手で自分の身体を支えるソーニャは、自然と上を見上げる形になる。

「思えばさあ、色々あったよね」

　ぽつりと語りだした言葉は──きっと、皆に共感を与あたえただろう。

「何十年も一緒にいた訳じゃないのにさ、スラヴァ君達と一緒に行動してると、時間があっという間で……まるで何百年も経たったんじゃないかってくらい、楽しかったよ。怖こわいこともあったけどね」

　一いつ般ぱん的に──エルフの時間間かん隔かくは、間延びしていると聞いたことがある。長い人生を過ごす内、様々なことに慣れて刺し激げきが少なくなってしまうからだ、と学者は言っていたか。

　確かに、その通りなのかもしれないと思う。

　しかしそれは、日々をいつも通りに過ごしている場合だけだろう。

　幸いにして私達には時間があったし、共に旅をする最高の仲間達がいた。

「楽しい、ですね。まだまだ旅を続けたいです」

「わたしも。ずっとずっと、ソーニャと、アルマと、スラヴァくんと一緒にいたい」

　辛つらいことも苦しいこともあった。それでも、それよりずっと楽しかった。

　皆が同じことを思って、騒さわぎながら訪おとずれる未知の土地というのは、何よりも楽しかった。

「終わらせないさ」

　だから──この旅路は続いていく。いつか、エルフの私達でさえ老いるまで、ずっとずっと。

　何も、どこかへ行くという話じゃあない。武術という道は遥はるか遠くまで続いている。強くなりたいという気持ちを共有して、同じ二文字を目指す限り、旅は続くのだ。

「そのためにも、明日は、勝つぞッ！」

「うんっ！」

　声を大にして宣言するとシェリル達が声を合わせる。今こそ私達は一丸となり、最後の準備を終えた──そんな気がする。

　いつまででも語り合っていられそうだったが、今日という日はこうして終わりになった。

　名残なごり惜おしくもあったのだが──これから先も、私達には長い時間がある。あるいはそれも楽しすぎて、気がつけば終わっているのかもしれないなんて笑った。しかしそれを手にするためには、強大な敵を打ち倒たおさねばならない。

　何かを摑むために闘うというのはあまりしたことがなかったが、なるほど。それを目的に闘う者がいるのも、よくわかった気がした。

　決戦前夜。体調は──万ばん全ぜんだ。








第十一話　力を尽つくして









　思えば、長い長い道のりだった。

　この世に生まれ落ちて──どれくらいの時間が経たっただろうか。何処どこから何処までを数えれば「私が生まれてから」の期間を表せるのかわからなくなってしまい、おかしくなる。

　ただただ最強という二文字を目指して歩んできた。何な故ぜその二文字が欲ほしかったのかは分からない。それでも、最強になりたかった。

　……なんていうのをやめたのは、ここ最近だ。勿論、最強になるという事を諦あきらめた訳ではない。むしろその想おもいは、日を増す毎ごとに強くなっていくほどだ。私がやめたのは、大した目的もなくそれを目指すということだけ。

　大切な何かを守りたい。闘いに理由など必要はないと思っていたが、自分の感情に決着をつけてからは、それはすっきりとした気持ちだった。

　生まれ落ちて幾いく年とせが経ったか。私は多くの出会いを経験してきた。

　師し匠しようと出会い、アルマと出会い。ヤナギ様に追い掛かけ回され、チェスターとドツきあった。

　セリアやシドという幼い友人が出来た。これ以上なく気の合う友人、ソーニャと出会った。小さいながらも立派なモニカに感心した。荒あら々あらしくも気持ちの良い男、ダグラスと酒を飲んだ。武道に対して真しん摯しな気持ちでいるレティスを見て、嬉しくなった。

　一つ一つの縁えんが、私自身だ。それは勿もち論ろん──悪いものも含ふくめて。

　かつての好敵手、ゼツロの落ちぶれた姿に落らく胆たんした。娘むすめを傷つけるグラディスに怒おこった。……前世に遺のこした災いの種が、芽め吹ぶこうとしている事に焦しよう燥そうを感じた。

　種が大樹とならんとしている時に、私は生まれたようだ。それを考えると、世界が私に遺したことの後始末をしろ、と言っているようにさえ感じた。

　だが今は違ちがう。ソーニャと、アルマと。そして──今の私にとって一番大きな存在となったシェリル。皆がいるこの時代を歩む為ために生まれ変わったのだと、思える。

「……来たか」

　だから──私はこの壁かべを乗り越こえなければいけない。かつて弟子でしを殺あやめた──ハズだった、この名もなき荒こう野やで。前世の清算をしなければならない。この時代の、未来へと進むために。

「ほう？　あれだけの敗北を喫して、誰一人欠けずにこの場にいるとは大したものだな？」

　前と変わらぬ四人で目の前に現れた私達に、ガルトは皮肉を吐はいた。

　本当に、それは私が言いたいくらいだと思う。折れた心を束ねて、私達は立っている。

　……より丈じよう夫ぶな一本の樹きと化した今、その程度で私達の心は揺ゆるがない。

　ガルトは嘲ちよう笑しようするような口調で言ったが、その実あまり興味のないことだったのだろう。軽くからかうだけで、ガルトは無表情でいる。

「なあ、懐なつかしいじゃあないか師し匠しよう殿どの。俺と貴様にとっての始まりの地だ。何か思うところがあるんじゃあないのか？」

　しかし、ガルトは焦しよう点てんを『私達』から『私』に変えた瞬しゆん間かん、その濁にごった目を歪ゆがめて笑った。

「初めは憎にくんだものだがなあ、今では感謝しているほどさ。俺は死の淵ふちで貴様への憎ぞう悪おを叫さけんだ。……禍か石せきが俺に語りかけてきたのは、まさにその時だったのだからな」

　抉えぐれて残った傷を押さえて、ガルトは目を血走らせる。

　……この男の濁った瞳ひとみの意味が、ようやく少しだけ理解できたような気がする。

　理解したくもないが、この男の笑みは本物だ。同時に、私を憎んだというのも、感謝しているというのも本当だろう。ただ一つ訂てい正せいするべきなのは、初めはという部分だ。

　今も此奴こいつは私に対して狂くるおしいほどの憎悪を持ち、石と出会わせてくれた事を感謝し──恐おそらくは、だが。師匠としても見ている。

　前の私よりは遥かに強いにも拘かかわらずあれこれ理由を付けては私を生かし、何度も立ち合っている。ヤツの中では私は取るに足りない存在でありながら『超えるべき師』なのだ。

「切っても切れない縁というのはあるものだなあ師匠殿？　……一対一だ。スラヴァ=ヴェサー。お前以外には興味はない。お前は私が最も強大な力を得るための、最後の『試練』だ。その後でそこの『姫ひめ君ぎみ』の娘は殺すが──手出しをしなければ、他ほかの奴やつらはどうでもいい」

　だからこそ、奴は大禍石の封ふう印いんを解除するための鍵かぎを、私に設定している。師を超えることで、最強の力を手にしようと、そんな感傷を得ようとしているのだ。

　ただ力を手にするだけならば、さっさとシェリルを殺してしまうのが良いのだろう。そしてそれは、一ヶ月の期間などまるで必要はない。大禍石の間では、私もゼツロも満まん身しん創そう痍いだったし、シェリルも気を失っていた。三人を殺して大禍石を目覚めさせることなど、容易たやすかったはずだ。

　……だというのに、奴がそれをしなかったのは──ひとえに、奴が奴自身を武術家だと思っているからだ。

「……さてな。今終わらせに来た事に縁だのと言われても、困こん惑わくするよ」

　全くもって──くだらない。

　お前には興味がない。逆にそう返すように言うと、ガルトの動きが止まった。

　自分自身でもがくことを止やめた男の、何が武術家であるものか。

　私を殺すことが試練になる？　一対一の正々堂々？　何を言っているやら、といったところである。

　強さとは、心技体を揃そろって評価したものを言う。少なくとも、私はそう考えているし──『武術家』ならば、当たり前に思っていることだろう。

　私利私し欲よくのために人を蹴け散ちらし、使命を帯びた少女を踏ふみにじり、そうして突とつ然ぜん得た借り物の力が、強さと呼べるはずはない。

「一対一は、望むところだ。だがな、ゆめゆめ忘れるな。これは『試合』ではない」

　そう宣言すると、みるみるうちにガルトの顔が歪んでいく。かつてのゼツロと同じだ。此こ奴やつらは人でないからこそ、人の形式にやたらと拘こだわりたがる。

　だが、そう。奴らは人ではない。武術家でなど、あるはずがない。

　……この男に、技わざはあろう。比ひ肩けんするものなき強力な魔ま力りよくも持っている。だが、それだけだ。

　心を。奴は捨てたのだ。武術家が武術家である上で、最も大切な事を。

　……こんなマヌケな話を聞いたことがないだろうか？　国家の役人の試験を受けた男が、答案に名前を書き忘れて試験に落ちた。答案は、全問正解だったという。

　役人になるには、問題を間違えてはいけないかもしれない。しかし、武術家になるためには──志せばそれでいい。武術家であるためには、敗まけても立ち上がれればそれでいい。

　武術家が武術家でなくなる時は、ただ一つ。『自分』を、心を捨てた時だけだ。

「これは、怪かい物ぶつ退治だよ。武術家同士の試合でなど、断じてない」

「ッッッ……スラヴァ＝ヴェサァァァ……！」

　歪んだ顔が怒いかりを映し出すのは、その直後のことだった。

　念をおされて瞬時に沸ふつ騰とうするのは、今挙げた事が事実だという事を物語っている。

　自ら捨てたモノに固こ執しつする。それは哀あわれでさえあるが──もはや、同情の余地はない。

　紅あかい魔力を噴ふん出しゆつし、飛びかかるガルトは、正しく『タリスベルグ』であった。

「スラヴァ君！」

　動物的な怒りをその身に映し、ガルトが飛びかかってくることで最後の闘いは開幕した。同時に、ソーニャの声が何もない荒野に響ひびく。

「勝ってください！」
















　アルマが続きを紡つむぐと──それが、私の力になった。

　身体からだに纏まとう気が、熱くなるのを感じる。震ふるえた心が、膨ぼう大だいな力となって私を突つき動かした。

　怒りに任せた突とつ進しん。前は、地力の差がありすぎて、その単調な軌き道どうでさえ見切ることはできなかっただろう。だが今は違う。

　突き出されたガルトの拳こぶしに、拳をぶつける。受け止めた力の余波は私の脚あしを通り、乾かわいた砂の地面に罅ひびを走らせる。

「…………!?」

　予想外の行動だったのか、ガルトはそれ以上追つい撃げきを加えることはせず、私から距きよ離りを取った。

　その間も、私は『敵』の姿から目を離はなさずに、真正面から見み据すえ続ける。

　敢あえて、事もなげに手を振ふるうと──ガルトの纏う空気が、変わるのがわかった。

「なるほど……どういう手かは知らないが、貴様も腕うでを上げたというわけか」

　事もなげにとはいうが、実際に、私の拳はなんともない。

　……前のままであれば、拳どころか肩かたまで吹ふき飛んでいてもおかしくはない威い力りよくが込こめられていたのだが。思う以上に、私は強くなったらしい。

　これが武術の──心技体が内、『心』の境地『明鏡止水』だ。

「くくく……面おも白しろいぞ！　やはり貴様を生かしておいて正解だった……！」

　かつてに比べれば圧あつ倒とう的に力を上げた私を見て、ガルトはもはや冷静を取り繕つくろうことさえしなかった。

　声を荒あららげて笑うガルトとは対象的に、私は冷静でいた。

　水鏡の水面みなもを揺らさぬよう、しかし静かに水は溢あふれ出る。今までに感じたことのない、新たな力が湧わいてくる感覚に、熱くなるのを感じた。

　どうも、ガルトはそれが気に入らないらしい。私が一言も発さず、真しん剣けんでいるのを見ると、ガルトはあからさまに表情を歪めた。

「……気に食わん。だが、いいだろう。そうでなくては意味がない」

　そういってガルトは、構える。

　今までは、試練だのといいつつも私をそれほどの障害だとは思っていなかったのだろう。

　だが奴は今、侮あなどりを捨てた。波は濤とうによく似た攻こう撃げき的な構えの矛ほこ先さきを向けられる。『獣けもの』が武器を持ったのだ。

　ガルトが無表情の仮面を貼はり付けると、一転して場の空気は冷え上がった。

　乾いた大地をかき鳴らしていた風が止やみ、世界から音が消える。

　──来る。私がそう感じ取ると、ガルトは私に向かって一歩を踏み出した。

　それなりの距離は、まるで熱した鉄に水を垂らしたかのように一瞬で蒸発する。強大な魔力による推進力を、歩法で纏めたその踏み込みは、実際の速度以上に視界を惑まどわせる──

　それでも、反応できないほどではない。

　首を刈からんと薙ながれる蹴けりを避さける為、身を屈かがめる。力に任せた一撃ではなく、技を持って意思を束ねた攻撃を避けられたことで、ガルトに僅わずかな困惑が浮うかんだ。

　その隙すきを、私は見み逃のがさなかった。小こ柄がらな身体を利用し、顎あごを砕くだくため踏み込む。

「ッ」

　が、掌てのひらを上へ突き出すと同時、後ろに飛ばれてしまう。大おお振ぶりな攻撃ではあったが、凄すさまじい疾はやさによって、全体の動作は思った以上に小さいらしい。

　──しかし、直撃はせずとも、捉とらえられぬという訳ではない。視界に一筋の毛が揺れて落ちる。突き上げられる掌しよう打だは、ガルトの毛先を捉えていた。此方こちらが小振りな攻撃を選せん択たくすれば、きっと当たっていただろう。

「想像以上だ……貴様、どうやってそれほどの力を得た？」

　引いた先では、先さき程ほどよりも声を落ち着けつつ、不可思議なまでに腕を上げた私に方法を問うている。

　答えてやっても構わんのだが、どうせ此奴には理解できまい。

「貴様、何な故ぜ先程から喋しやべらない？」

　睨にらみつけるように所作を観察していると、ガルトは牙きばをむき出しにして、唸うなるように怒りをぶつけてくる。

　……こうして、戦せん闘とうが出来るまでに強くなって、分かった事がある。

　同情するわけではないが、此奴はここまで哀れな奴だったのか、と。

　強さの為ために全すべてを捨てた、などと言いつつ、人であることまでも捨て。ガルトは飽あくまでも私に人としての接し方を要求しているのだ。

　なんと甘ったれた男だろうか。

「……これは異な。殺し合いに言葉を求むるのか？　……今のお前に必要なのは、言葉なのかね」

　無論、そんな男にかける情けはない。

　逆に聞き返す形として叩たたきつけた言葉は、穴を開けたようにガルトから魔力を迸ほとばしらせた。

　魔力の波動から、ありありとした怒りを感じる。……そう、奴には結局、これしかない。

『行者』の様に凄まじい理性で獣を押さえ込み本当の意味で人を超ちよう越えつするか、ゼツロの様に力を捨て、人を取り戻もどすかのどちらかを選ばねば、力を求めるほど奴はヒトから離れていく。

「スラヴァァァァァァ……ッ！」

　静かな怒りに口が裂ける様さまは、いっそ笑っているかのようでもあった。

　人でない者に語る口はない。

「一度は師であったものの務めとして、道案内くらいはしてやろう」

　それでも、師として。妄もう執しゆうに取り憑つかれた男を寝ねかしつけるくらいはしてやる。

　目の前の男は、もはや私の知るガルト＝ツィンサーとは似ても似つかない何かになっていた。恐らくは魔力を引き上げることで、より『禍か石せき』の色が強く現れているのだろう。

　力と憎ぞう悪おの怪物、か。悪い夢を終わらせるため、私は駆かけ出した。








第十二話　朱しゆ套とう暴王









　より強く『禍石』に引き摺ずられたガルトが、闘いの開幕と同じように突進してくる。

　同じように──とは言ったが、それはもはや全く異質なものに変化していた。

　まるで血が噴ふき出した状態で海中を泳ぎ回るような禍まが々まがしい尾おを引きつつ、血に狂くるった笑いを浮かべながら向かってくるさまは、完全に『怪物』としか表現できない有様だ。

　……何よりも、その速度である。その踏み込みはより前ぜん傾けいになり、速度は倍近いほどの段だん違ちがい。力任せでありつつも、刷り込まれた基本を踏とう襲しゆうして向かってくる突進はこれ一つで技と言えた。

　それが、更さらに沈しずみ込み、加速する。眼めを見開きつつ、私は振るわれる拳の軌道に腕を置いた。これも、技はもはや残ざん滓しとしてしか残っていない。しかし、完全な暴力に支配された殺意の塊かたまりは、防ぼう御ぎよの上からでも十分すぎるほどの衝しよう撃げきを私に伝える。

「……っ」

　僅わずかに漏もれる息を吞のみ込み、衝撃を散らすため私を後ろに引く力に従う。

　なんとか体勢を立て直し、ガルトを見やる。……そこでは、ガルトだったモノがゆっくりと息を吐はき出していた。

　その身体からは血の煙けむりを思わせる様な紅い魔ま力りよくが立ち昇のぼっており、本能的に人の忌き避ひ感を煽あおる。眼も紅く染まり、人としての闘いを望んでいた男は今、完全に魔界に落ちた。

　だらしなく垂らした腕、僅かに屈めた上体。そのどちらもが獣を連想させるものであり、紅い魔力と瞳ひとみが獣の頭に魔を落とす。

　……人であろうというコトさえ捨てた、か。いや、違うな。これ程までになっていても、奴やつの中ではまだガルト＝ツィンサーでい続けているつもりなのだろう。

「素す晴ばらしいぞ……！　貴様がここまで出来るようになっているとは思わなかった……この力を振るえる機会があって、ホッとしたよ……」

　何故ならば、奴の目的はまだ私を殺すことではない。飽くまでもそれが勝負の中で行われる事を望んでいるのだから。

　既すんでのところで人間を思い出したゼツロを見た時は、最初から石を使わなければと切ない気持ちを受けたものだが──ここまで突き抜ぬけた者を見ると、逆に冷静さが戻ってくる。

「余よ裕ゆうだな師し匠しよう殿どの？　ならばこれはどうだ……！」

　屈めた上体を反らし、それを戻す勢いでガルトは踏ふみ込む。

　……疾い！　更に増していく速度に、舌打ちする。

　まるで鞭むちのようだ。撓しなるように動き、反動で速度を増す。その柔じゆう軟なん性は、人の限界を遥はるかに超こえている。

　踏み込みの最さ中なか、ガルトの腕が搔かき消えたのを見て、私は咄とつ嗟さに後ろへと引いた。胸の辺りに一筋の切れ込みが入るも、紙かみ一ひと重えで攻撃を躱かわす。

　だが、それで終わりではない。二閃せん。三閃。刃は物ものと化した鋭するどい手刀が、次々襲おそいかかる。

　当然、当たりどころによっては文字通りに冥めい界かい送りとなる必殺の一撃だ。

　慎しん重ちようになると、反撃に転じる事はできない。

　私は、かつて冷静さを欠いたゼツロと対たい峙じした時の事を思い出していた。怒いかりのあまり単調になった攻撃は、ゼツロの方が遥かに高い身体能力を持つにも拘かかわらず、一撃も当たることはなかった。

　これも、それと本質は同じだ。単調故に、こうして躱かわしていく事はできる。──だが、一つだけガルトとゼツロには、違うところがある。

「ちっ……！」

　それが──この、終わらない連撃だ。最初から、ガルトは攻撃が当たらない事を想定している。その上で、奴は次の攻撃へと既すでに連れん携けいを済ませているのだ。

　数打てば当たる……発想自体は単純だ。しかし怒りに任せた連撃を可能とするには、それなりの理由がある。

「シィィッ！」

　一つは、やはりその圧倒的な魔力の多さだろう。怒りに任せた攻撃は確かに隙が多いが、無理やり全体の動きを速くすることで、隙を補っている。いわゆるゴリ押しだ。

　もう一つが、その動き自体に依よるものだ。

　避けられても構わない、反撃されても痛みを感じぬ故ゆえにすぐさま返しの一撃を見み舞まうことが出来る。だから、続ける──ガルトの動きからは、そういった意図を感じるのだ。無理やり縮めた隙に差し返す事が出来るのは、小さな攻撃のみ。だが今のガルトならば、その程度の痛みやダメージならば無視して攻撃を続けることが出来る。

　悔くやしいが、考えられていると思う。行者やゼツロが会え得とくしていた『怪かい物ぶつの武術』は荒ぶる心を落ち着けて、無茶な挙動を極力抑おさえるものだった。ガルトの使う『怪物の武術』はまさにその逆だ。

　より無茶を求めることで、より殺意に身を任せることで、より壊こわれる。短所に合わせることで欠点を補うのが静の技わざならば、短所をひたすら磨みがくことで表を反転させるような荒あら業わざが、ガルトの使う『動』の技だ。

　……人間に近づく事を考える技ではなく、人間から離はなれる為の技。それが、ガルトの選択だった。

「おォあアあァ！」

　攻こう撃げきが当たらぬ事に焦じれたか、ガルトは思い切り振り上げた右手を、地面に叩きつける。

　凄まじい衝撃が空気を揺ゆらし、爆はぜた地面が弾だん丸がんとなって襲いかかる──！

　瞬しゆん時じに、その攻撃が見た目ほど単純なものではないと理解した。直撃すればもちろんただでは済まないし、防御に専念すれば、その間にガルトの手刀が私の胴どう体たいを引き裂さくだろう。

　……やむを得んな。

　切り札を切るにはまだ早い……と思っていたのだが、出し惜おしみしても後こう悔かいに繫つながりうる事は嫌いやというほど経験している。

　ここは、回かい避ひと防御を同時に行う他ほかない。

　目を見開き『明鏡止水』の力を一気に高める。極限の集中と強化された身体の能力は、爆ぜる礫つぶてとガルトの動きを水中のように遅おそく見せた。

　その中で、私だけは普ふ段だん以上に疾く動く事ができる。踏み込みと同時に衝撃の波が発生し、周囲の礫を弾はじき飛ばすと同時に私の身体に更なる加速を与あたえる──！

　──『不ふ可か説せつ転てん・六りつ徳とく』！　この一瞬だけは、私の支配下だ──！

　衝撃波に守られつつ、私は今叩きつけたばかりで防御が下がっているガルトの右側へと回り込む。同時に拳こぶしを番つがえ、放つ！　無防備を作り出すという反則技は、目もく論ろ見みどおりにガルトの頰ほおへと拳を届けた。

　極限まで上じよう昇しようさせた『明鏡止水』の強度を通常まで引き戻すと、一気に世界に速度が戻ってくる。

　ガルトの顔に打ち込まれた一撃は、そんな状態で繰くり出された渾こん身しんの力だ。

　吹ふき飛ばされたガルトの身体は矢を放つよりも速く飛んでいき、地面を跳はねていく。

「やった！」

　シェリル達が観戦する方から、そんな声が聞こえてくる。恐おそらくこの声はソーニャのものだろう。

　だが、私はその声に応こたえられずにいた。ただ──立ち上がるであろう、ガルトを見ている。

　……拳が頰を撃うち抜く瞬間、奴は確かに私を見た。

　空気さえもが追いつけぬ、あの速度を捉とらえていたのだ。

　案の定、視界の遠くでガルトは立ち上がり、平然と歩き始めた。

「『不可説転』か……大分進化させたようだな？」

　全くのノーダメージ……というわけでもないらしい。ガルトの身体には傷がついていたし、遠くからでは分からなかったが、僅わずかに足取りも重い。

　……しかし、膨ぼう大だいな魔力をつぎ込む『不可説転・六徳』からの一撃でさえこの様子では、この程度と言う他ないだろう。

「くく、く……お前は、お前は！　どこまで俺を楽しませてくれる！」

　ガルトが手を広げると、再び禍まが々まがしい魔力が立ち昇ってくる。それでも、その総量は先さき程ほどよりも減っている。

　……苦しい闘たたかいだが、勝機はある。たとえなくとも、諦あきらめるわけにはいかない。

　心に灯ともる熱が、力を生み出す。私は再び、構えを取った。

　それを再開の合図と見たか、ガルトが跳ねる。

「休んでいるヒマはないぞ老いぼれェッ！」

　一瞬でも早く闘いたい。呪じゆ詛そを吐く狂きよう気きの笑えみが、肉にく薄はくする。

　憎にくしみと、愉ゆ悦えつ。全すべてを破は壊かいする衝動と、『強さ』を認めさせたい顕けん示じ欲よく。

　まるでぐちゃぐちゃに押し込んだパズルのようなちぐはぐさが、不快感を煽る。

　紅あかい魔力を立ち昇らせて、紅い瞳が宙に軌き跡せきを描えがく。

　疾はやい、遅い。直線、変化。

　歪ゆがみに満ちた連撃が、次々と襲いかかる。

　先程よりもなお不規則な連携だ。あからさまに質が落ちている──が、それがなおやり辛づらい！

「ぶッぐ、ハハハハ！　効かんぞスラヴァ＝ヴェサー！」

　その隙すき間まに攻撃を差し込んでみるものの──やはり、効果は薄うすい。威い力りよくが乗り切った状態でのカウンターを顎あごに入れてさえこれだ、此奴こいつを仕留めるにはよほどの一撃が必要になる──！

　思考を中断し、反撃の返しに備える。叩たたきつけるように鞭が撓しなるのを、私は腕うでを交差させて防御した。

　……重い！　月が伸のし掛かかって来た様な重みに、歯を食いしばる。

　その勢いに私の身体は耐たえきれず、地面を平行に移動していく。衝撃の鎖くさりから解放されたのは、元いた場所から大分離れてから──ガルトが手刀を振りかぶったその瞬間だった。

　咄嗟に『明鏡止水』を高め、『不可説転・六徳』で切り返す。

　爆ぜた衝しよう撃げきは、今度は礫に遮さえぎられず、直接ガルトの身体を叩いた。振りかぶったままの硬こう直ちよくに見舞うは正拳。実戦ではほぼ見ることのない『型』通りの一撃に、ガルトが血を噴ふき出した。

「がはっ……ーっ！」

　崩くずれた姿勢、下がった顎に、すかさず回し蹴げりを叩き込む。勢いに引かれ、ガルトの身体は勢いよく回転し、地面に叩きつけられる。

　手て応ごたえは、確実なものだった。

　顎は砕くだけ、首の骨は折れているだろう。常人ならば即そく死しだ。仮に絶命を免まぬかれても、頭ず蓋がいに叩きつけられた脳の中の意識は粉々に砕けているだろう。

　それでも、私は乱れた息を整えるために、勢いよく後ろへ跳とんだ。

「馬ば鹿かな……有り得ない……！」

　ガルトが立ち上がることを、知っていたから。

「有り得ない、という言葉は奴らには通用せんよ。人の常識を出ない言葉ではな」

　震ふるえるアルマの声に返事をしながら、悠ゆう然ぜんと歩いてくるガルトと向き合う。

　砕けた顎をブラさげて、折れた首を真っ直すぐに戻もどしながら歩いてくるガルト。

　異様な様さまにアルマ達が息を吞のむのを感じつつも、恐きよう怖ふはない。ないが──

　此奴は一体、禍か石せきに何を願った？　ゼツロでさえ戦せん闘とう不能にはなるであろう致ち命めい傷しようを負いながら平然と歩いてくるガルトに、ただただ不快感を覚える。

「む……よし……驚おどろいた、今のは効いたぞ」

　顎を繫ぎ、言葉を紡つむぐ。……通常、致命傷というのはちょっとやそっとの治ち癒ゆ魔ま術じゆつでは治せない。器具を用い、陣じんを敷しいた『治癒魔法』で、時間との勝負に勝って初めて治せるかどうか、というものだ。

　しかし、もうガルトの身体には傷は残っていない。残っているのは、今まさに紅い光となって消えていく最中の血だけだ。

　それでも流石さすがに今の連携で、ガルトの魔力は大分減っていた。……どう考えても、あの傷を直すには満たない量だったが。

「どうした？　さあ、続きをしよう……！」

　何もかもが、おかしい。

　有り得ないはずの治癒力に、ちぐはぐで一いつ貫かん性のない行動。人ならざる外見。

　……それらを見ていると、なんとなくこの異常な状態がどういうものかを察してくる。

　目の前にいるのは、もうガルトという怪物ではないのだ。それが、私の考えた結論である。

　ガルトという元人間は、皮の袋ふくろにすぎないのだ。悪意と暴力をごちゃ混ぜにした、この不ふ愉ゆ快かいな魔力の。それなのにガルトはまだ『ガルト』のつもりでいる。人間どころか、もはや怪物ですらない。それが、今目の前に立つ『大禍石の入れ物』という存在だ。

　言ってみれば、これは根こん拠きよのない勘かんのようなものである。しかし、大きく外れてはいないだろう。

　私達を見み逃のがしたり、あくまで勝負という形にこだわったり。そうした無む駄だな行動が、最後に残ったガルトの絞しぼりカスなのだろう。

　哀あわれだなあ、救えんよ。何度周りの人々が止めても力の使い方を誤った此奴を救おうとも思わんが、仮にも同じ武術を学んでいた人間の末路としては、情けなさ過ぎる。

　ガルトではない、大禍石そのものというわけでもない。過あやまちと力が結びついてしまっただけの、無様な混ざりモノ。

「貴様を超こえて、俺は力を手に入れる！　偉い大だいなる『試練』として、ここで死ね、スラヴァ＝ヴェサー！」

　だから──終わりにしよう。

　前世からの因いん縁ねんも、続いてきた悲しみも、ここで終わりだ。

　ガルトが向かってくると、私は静かに目を閉じた。集中した精神が、時の流れを遅くする。

　──このまま闘っていても、私にはこの怪かい物ぶつの首を落とす事はできまい。『不可説転・六徳』を使えば致命傷……であるはずのものを与え、奴やつの魔力を大きく削けずる事はできる。しかし、その際に消費する魔力は、奴が回復するよりも私が攻撃で消費する方が大きいのだ。

　限りなく少ない魔力でより大きな力を生み出す『明鏡止水』の力をもってしても、その総量で私の魔力は奴に劣おとるだろう。奴が再生できなくなるよりも、私が立っていられなくなる方がずっと早いのだ。

　ならばどうすれば良いのか？　答えは単純。

「この一撃に全てを懸かける」

　……だ。

『不可説転・六徳』は、強力な技わざだ。一瞬のみ『明鏡止水』を引き上げることで極限まで自身の時間を圧縮し、衝撃波によるカウンターを成功させ、相手に無防備を作り出す。

　確実に隙すきを作り出し、確実に決定打を打ち込む、まさに『必殺技』と言うべき奥おう義ぎである。

　ただひとつ問題を挙げるならば、それは燃費。あまりにも魔力の消費が甚じん大だいなため、使える回数が限られているということだ。

　通常であれば、それは全く問題にならない。なにせ、確実な『決着』という反則技だ。本来なら、それ以上が必要ないため、そこで終わりだ。

　だがゼツロやガルトの様な『不死身の怪物』は違ちがう。奴らは終わった闘いを、無理やり再開してくるのだ。そんなのは反則的、とすらいえない反則だろう。

　それ故ゆえに、闘いを長引かせれば長引かせるほど、此方こちらの不利になる。ならばどうすればいいか？　此方も無理やり終わらせればいいのだ。

　短所を伸ばす──とでも言うべきか。ガルトの『怪物の武術』と同じコンセプトになるのは気に食わないが、この際背に腹は代えられない。

『不可説転・六徳』は途と方ほうもない力を極ごく一いつ瞬しゆんに込こめることこそが要かなめの奥義。敢あえて貶けなすのならば、それは持続時間が短いという事になる。

『不可説転』は細かな調整が出来ないため、強大な魔力を常に消費し続けるが、裏を返せば持続時間は『六徳』よりも遥はるかに長い。

　ならばその短所を、更さらに極きわめればいい。

「スラヴァァァァァァッ！」

　ほんの一瞬に、全てを燃やし尽つくす──！　今までの旅で培つちかった全てを、縁えにしを繫つなぐ為ために！

『大たい数すう・阿あ頼ら耶や』──理論上は無限ともなりうる力を、一瞬に込めて！

　知覚は今、世界を止める。止まったに等しい時間の中で、私は生まれてから今までの長い時を想おもい、一いち撃げきに込める──！

　自分でも驚くほどに、その一撃はすんなりと選せん択たくしていた。

　踏ふみ込みから全ての体重を、魔力を、想いを乗せて、肘ひじを撃うつ。

　何な故ぜ私がシジマの打撃ではなく、この技を選択したのかは分からない。だが、敢えて名付けよう。

　我が好敵手が得意としていた必殺の打撃技──頂ちよう肘ちゆう。それは拳けん法ぽうが基本にして極きよく致ち。

　──奥義『絶ぜつ狼ろ』！

　踏み込んだ脚あしが地面を割るよりも先に『固め』、しかし広がる衝撃が地面を伝い、円状に凹へこませていく。

　しかしそれは攻こう撃げきではない、ただの予備動作だ。拳法の打撃は──これさえもが、これから起こることの『予感』に過ぎない。

　まるで流れ星の衝しよう突とつの様な、震しん脚きやく。それ以上の威力が、ガルトの水すい月げつに吸い込まれていく。

　そこで、私の時間感覚は元に戻った。直後、広がる余波が私の髪かみを、服を──空気を、大地を揺ゆらす。

「があああああァァァァァッ！」
















　瞬時に、ガルトの身体が弾はじき飛ばされた。

　星が降る様な力を、人体の急所、その一点に集中して叩き込んだのだ。吹ふき飛ばされたガルトは一度目の『着ちやく弾だん』で鉄の砲ほう弾だんを地面に打ち込んだような砂すな煙けむりを上げ、二回目の接せつ触しよくで、更に大きな爆ばく発はつを起こしてから、地面に抱だかれて動きを止めた。

　地面に触さわるたびに大地を揺らしながら──今度は、ガルトが立ち上がる事はなかった。

「やっ……」

「やった……！　スラヴァ君、すごい、すごいよっ！」

　それを確かく認にんした私があまりの疲ひ労ろうに汗あせを噴き出してよろめくのと、アルマ達が叫さけぶのは同時のことだった。

　……いや、しかしまだ油断はできない。

「待てッ！」

　私が叫ぶことによって律すると、アルマとソーニャは声を止めた。

　……確実に、殺したという実感はある。考えうる限りの形容詞をもってしても、私の語ご彙いでは威力を表せないほどの一撃だ。これで死んでいなければ、それこそ星でも壊こわせない限りは殺せない。

　それを理解しながらも、私は警けい戒かいを解けずにいた。

　かつて、確実に殺したと思っていたゼツロが立ち上がった前例もある。

　魔力が尽きたことによる疲労から、身体からだを引きずるようにして私はガルトのもとへと足をすすめる。

　ガルトの身体は私から大分離はなれていた。しかしこの広い荒こう野やでもそれを見失うことはない。大地には、ガルトが叩たたきつけられた事による破は壊かいの跡あとが、数キュロマートル先からでも分かるほどに刻みつけられていたからだ。

　そうして、おぼつかない足取りで歩いて少し。

　……大地に横たわるガルトの腹部、中央には──大きな穴が開いていた。

　当然、ぴくりとも動くことはない。仮に動けたとしても、この傷……というか孔あなが開いていては、動いた瞬間かろうじて身体を繫ぎ止めている脇わき腹ばらが千切れてしまうだろう。

「……死んでる、んだよね？」

　恐おそる恐るといった具合で、私の背からソーニャが顔を出す。

　私も、その問いに首を縦に振りたい。しかしまだ油断はするべきではないと、師の教えが私にさせたのは、シェリルに視線を送ることだった。

「……禍石のちからは、もう感じないよ」

　においを嗅かぐような仕草ではなく、じっとガルトを観察したシェリルがそう言うと、アルマが大きく息を吐はき出すのが分かった。

　なんだかんだで、緊きん張ちようはしていたのだろう。世界をかけた闘いでアレほど異質な再生能力をみせられては無理もないと思う。

　だが、ようやく気が抜ぬけたのは私も一いつ緒しよだった。

　終わった──のか。自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、徐じよ々じよに実感が湧わいてくる。

　……これで、また一つ前世からの因いん縁ねんが潰ついえたという訳だ。事を大きく考えないよう、気負うことで闘いに影えい響きようを及およぼさぬようにと、意識せずとも考えていたのだろう。

　ガルトに開いた風穴を見ると、なんだか一気に疲つかれが押し寄せてくるようだった。

「禍か石せきとは……なんだったのでしょうか」

　私が息を一つ吐き出したのを見て、アルマは恐る恐るといった様子でそう呟いた。

　確かに、それは分からないところではある。

　そもそもの起源だとか、あまりにも大きな力だとか──わからないことは沢たく山さんある。

　だが一つだけ、ガルトが言っていた事を納なつ得とくしていた。大禍石には意思がある、という言葉のことだ。

　ゼツロはアレで、一度は自分を見失いつつも、末まつ期ごの時には殆ほとんど自分を取り戻もどしていた……と、思う。それを見た私は禍石を使っても、心の奥底では本質は変わらないのだろうと考えていた。行者達もシャアラの事は心の底から慕したっていたようだし、それは間違いがないと思う。

　だがガルトは──今思うと、昔私が知っているガルトとは、似ても似つかない部分が多いのだ。確かにガルトは昔からろくでもない外げ道どうではあったが、昔の奴にはもう少し知的な部分もあったし──何より、強さに対してのこだわりというものも、持っていた。

　人間だった頃ころのガルトはろくでもない奴ではあっても、卑ひ怯きようではなかったのだ。それこそ、禍石になんぞ手を出さないという程度には。

　だと言うのに、奴がこれほどまでに禍石に魅み入いられ、大禍石の力を追い求めるに至ってしまったのは、大禍石の意思とやらに心を乗っ取られてしまったからなのではないかと。

　……尤もつとも禍石に手を出したのも、私に殺あやめられる事となったのも、元々は此奴こいつが原因だ。奴は私利私し欲よくでシジマの技を振るい、物ぶつ欲よくのために人を殺めた。それは何があっても許されぬ事だし、シジマ流の師し範はんとして責任を果たしたことに後こう悔かいはない。

　ただ──その時の、腐くさっても武術家だった奴が今の風穴の開いた死体を見た時に、どういう反応をするか。

　それを考えると、やはり禍石という存在が許せなくなってくるのだ。

「……では、帰ろうか」

　とはいえ、そんなことを考えても仕方がない。これで終わったのだ。これ以上、シャアラの様な者は出てこない。そう考えるだけで、少しだけ救われる気がした。

「うんっ！」

「はい！」

「あはは、なんか何もしてないのに疲れちゃったよ」

　これからは、この子達と共に、切せつ磋さ琢たく磨まする日々が待っている。

　そんな日々が待ち遠しくて、私はよろけながらも、帰るべき場所に向けて脚を進めようとするのであった。

　……だが。

　瞬時にして、背後に凄すさまじい力が発生する。

「危ないッ！」

　それが何を示すのか、何が起きたのかがわかった時、気づけば私はシェリルを突つき飛ばしていた。

　──腹部に強きよう烈れつな痛みが走る。

　腹を貫つらぬかれたのだと理解したのは、身体に引かれて突き落とされた視線が、地面についてからだった。








第十三話　決着









「ははははははッ！　いやあ、無様だなあスラヴァ＝ヴェサー。まさか貴様が、小こ娘むすめをかばって死ぬとは思わなかったぞッ！」

「いや……嫌いやあぁぁぁぁッ！　スラヴァ君、スラヴァ君っ……！」

　地に倒たおれ伏ふして、どれくらいそうしていたのだろう。暗転した意識を揺り起こしたのは、痛いほど泣き叫ぶソーニャとアルマの声だった。

　……記き憶おくが飛んでいる。その上で、なんだか妙みように思考が浮うわついていて、情報を整理することが出来ない。

　だがそれも一時のことで、直すぐに強烈な気付けが、私を揺り起こす。

　腹部に、想像を絶する痛みが走ったのだ。まるで刃やいばを突き立てられて引っ搔かき回すような──事実そのようにして傷を付けられたということに、遅おくれて気がついた。

「ガハッ……ぐゥ……」

　コレでも痛みには強い方だと思ったのだが。妙に冷めている思考が、身体が熱を失っていくのと同時に動かなくなっているのだと気がついて、冷え切った感覚が広がっていくのがわかった。

　どうやら──復活したガルトに腹部を貫かれたらしい。痛みの理由が分かると、また力が抜けていくようだった。

「な、ぜ……生きている……？」

「師し匠しよう！　無理をなさらないで！　傷が広がってしまいます！」

　解げせないのは、何故殺したはずのガルトが動いているか──だ。不死を願ったとしても、あれほどの傷は一いつ瞬しゆんにして治せるものではない。致ち命めい傷しようどころか、人という骨格を機能させることさえ出来ない『欠損』であったはずだ。

　少し傷つくだけでも一生身体が動かなくなる事もある身体の『芯しん』を消し飛ばした。……はずだったのだが。

　なんとか開いた目の先に居るガルトに、穴は開いていない。ただその形に、衣服がくり貫ぬかれたようになっているだけだ。

「聞きたいか？　くくく、聞きたいよな？　不死でさえあの傷では再生できない。そのはずだものな」

　……私に何かを聞かれた事がよほど嬉うれしかったのか、ガルトは身体を抱くようにして折り曲げる。

　悔くやしいが気になる……というのは事実だった。

　冥めい土どの土産みやげというにはしけているが、理り不ふ尽じんささえ覚える疑問を抱いだいたままでは、眠ねむれそうになかったから。

　……私は死ぬ。先さき程ほども言ったように、致命傷というのはちょっとやそっとで治せるものではない。それは、狂くるったように私に治ち癒ゆの魔ま術じゆつをかけているアルマが──一度、経験のある者が最もよくわかっている事だろう。

　それは、ガルトもよくわかっているはずだ。だからこそ、こんなにも上じよう機き嫌げんなのだろうな。

「今の俺は気分がいい……教えてやるとも。なあに、タネをバラせば簡単なものさ。願いだよ、死にたくない、俺にもう一度立ち上がる力を！　禍石が、その願いを叶かなえてくれただけさ」

「噓うそだ！　不死を願っても、動けないくらいの傷だったでしょう!?」

　私の代わりに疑問を叫さけんだのは、ソーニャだった。

　理り不ふ尽じんだ、とその声こわ色いろが語っている。薄うすれていく意識と感情で、ソーニャのそれよりは幾いく分ぶん不確かな感情だったが、私も似たような気持ちだ。

　ソーニャの叫びを聞いて、ガルトは待っていましたとばかりに手を叩たたく。……腹は立ったが、苛いら立だちを留める力さえもない。なにせ、その腹に穴が開いているのだから。

　だがせめて疑問の一つを片付けてから逝ゆきたいと思った。

「まあ落ち着け。そこの男が死ぬ前に伝えることが出来なくなってしまうぞ？　ああそうだ、お前の言うとおりだよ。喩たとえ『不死』を禍石に願っても、アレだけの傷を受けては、仮に死なずとも動くことはできん。それも、願ったその時に発動する力ならばともかく『能力』として身につく力ではとてもとても足りんだろうさ。だがな──」

　ガルトは大げさに手を広げながら、芝しば居いがかった口調で、演じるように語っていく。

　……だがそこまで聞かせられれば、思考能力が落ちていっている私にもわかった。

「俺が願ったのは、そこら辺に転がっているクズ石でも、俺が作った出で来き損そこないでもない。『大禍石』なんだよ！　この世で最も輝かがやかしい力を持つ彼に不可能はない！　まさに奇き跡せきだ！」

　奴やつがその願いを託たくしたのは、大禍石だった。……迂う闊かつだった。封ふう印いん状態にあるそれに、願いを託す事ができるとは思わなかった。

　……いや、二つ目の願い、というのも考えの外だったな。くそ、もはや悔しいと思う力さえない。

　口からは無様に息が漏もれている。陸に打ち上げられた魚のようだ。……我ながら、情けない。

　今私の頭のなかには、アルマやソーニャ──そしてシェリルへの申し訳無さで一いつ杯ぱいだった。

　蘇よみがえったガルトは全快とはいかなくとも、大きくその力を取り戻している。彼女達を信しん頼らいしていないわけではないが、三人では──おそらく、勝つことは出来ないだろう。

　もしかすると、また遊び相手を求めて、ソーニャとアルマは見み逃のがされるかもしれない。だが大禍石の力に鍵かぎをかけているシェリルは別だ。『試練を乗り越こえた』そんな事を言って、奴は嬉き々きとしてシェリルを手に掛かけるだろう。

　それを思うと情けないやらで、思考が支配される。

　……しかし、今や立ち上がることさえ出来ない。

　いまこうして薄い思考ながらもモノを考えることが出来ているのが、不思議なくらいだ。

　血が流れ出るごとに『自分』という存在が薄まっていくのを感じる。見る見るうちに生命が消えていくこの感覚は二度目で、間違え様のないものだった。

　……口くち惜おしや。せめて、刺さし違ちがえるまで出来れば良かったものを。ぼやけ始めた視界の中に、ガルトの姿を捉とらえようと、顔を上げる。

　いや──もはや、それをガルトと呼んで良いのだろうか。どうしようもないという事実が却かえって頭を冷やす。

「カフッ……」

　今の私には顔を上げることさえが命を賭とす必要のある行動のようだ。

　賭かけるとはいっても、残された時間が早くに無くなるかどうかというだけの、しけた賭けではあったが。

　何がそんなにおかしいのかというほど笑うガルト。涙なみだを流してそれを睨にらみつけるソーニャとアルマ。視界にあったのは、それだけだ。

　怒いかりに身を任せては『明鏡止水』の力は使えない。どうやらいよいよ勝負あったか。

　不意打ちに反応できればまだ結果は変わっていただろうか。たらればで物事を考えるのは自分らしくないと思いつつも、口惜しさがそうさせる。

　先程私達がガルトを確かく認にんした時、奴の生命反応は確実に消えていた。その事を加味して考えると、この不意打ちは、ゼツロの時のそれとよく似ていた。

　ガルトは外道だが、飽あくまでも勝負に拘こだわる男だった。その妄もう執しゆうは、年月で変わるほど柔やわなものではなかった筈はずだ。

　にもかかわらず、奴は迷いなく死を装よそおって──いや、事実死んでいたのだろうが、身を潜ひそめての不意打ちを敢かん行こうした。それも、私ではなく、シェリルを狙ねらって。

　それは勝負よりも『大だい禍か石せき』の完全な覚かく醒せいを狙った故ゆえの結果であろう。人間でなくなってさえ『勝負』に拘り、私を倒すという『試練』を乗り越えることで大いなる力を得ようとした──その身勝手なばかりの勝負への拘りは、今では消えている。

　それが何を意味するか。ガルトは完全に大禍石に吞まれたのだ。僅わずかばかり残っていた拘りさえも捨てて、大禍石の操あやつり人形と化した。

「くくく……勝負は俺の勝ちだなあ師し匠しよう殿どの！　俺は『試練』を乗り越えたのだ！」

　そのことにさえ気付かず、未いまだ『自分』のつもりでいるガルトには、流石さすがに哀あわれみのような感情を覚えた。

『勝負』『試練』。自らを保つため課したルールさえも自分で破り捨てた事にさえ気がついていないガルトは、同じ動作を意味なく繰くり返す、ぜんまい仕じ掛かけの様に見えた。

　……死んでゆく私にさえ憐あわれまれるとは、愚おろかな男よな。

　これは、敗北だ。私がガルトに敗まけたのではない。武術が暴力に敗けた……というのは近い。だが少し違う。かつて在った『ガルト＝ツィンサー』を含ふくめた『人』が、大禍石に敗けたのだ。

　この場にいるたった一人の勝者、それはガルトを動かしている大禍石の意思だ。

　その事実に気づいた時、私は猛もう烈れつな眠ねむ気けを感じた。いよいよの時が迫せまっているのだろう。

　二度目ともなれば、その感覚を間違えることはない。たった一度しか経験できない筈のものではあるが、それだけにその実感は忘れようがないほどに強きよう烈れつだ。

　……こうなれば、じたばたしても仕方がない。それよりは、僅わずかにでも未練をなくしておきたい。

　最後に、シェリルの顔が見たくなって、私はふと辺りを見回した。……そうして、気付く。

　そう言えば、シェリルはどこに居るのかと。

　……捜さがし求めていた白はく亜あの少女を見つけたのは、意外な場所だった。

「ほう？　俺の前に立つか、姫ひめ君ぎみ。潔いさぎよいな。それとも、相手になるとでもいうのかな」

　ガルトの前。シェリルは、私をかばうようにして、悠ゆう然ぜんとその災いの前に立っていた。

　無茶だ無む謀ぼうだと声をかけても、無む駄だだろう。そうするよりは、言う通り潔い選せん択たくなのかもしれないと思ってしまった。

　……思えば、シェリルには悪いことをしてしまったな。一いち蓮れん托たく生しようだというに、敗けてしまった事が悔くやまれる。

「しかし貴様ごときでは少々力不足だな。あれほどの男に勝った余よ韻いんを、無駄にはしたくないのだが」

　だから潔く死ね。そうやって、好き勝手言うガルトにはもう呆あきれるばかりで、苛立ちさえも湧わいてこない。

　そのガルトの言葉に、アルマが身を乗り出すのが見えた。しかし、シェリルがそれを手で制する。

　戸と惑まどうアルマを振ふり返ることもせず、シェリルは私たちに背を向けたまま、言った。

「……勝ってないよ」

　冷たく切り立った霊れい峰ほうの様に凜りんとした声で、シェリルはそう言った。

　かすみ始めた視界でも、ガルトが嘲ちよう笑しようするように笑うのが分かった。

「まだ終わっていない──とでも言うつもりか？　だがもう決着はついている。その男は俺に敗やぶれた。俺が勝利したのだ」

　苛立ちを交えて、大おお仰ぎように手を広げてみせるガルトに、シェリルは静かに首を横に振る。

「ううん、もう終わっている。あなたはスラヴァくんに、敗けたの。それが勝負の終わり。あなたは敗けて消えた。あなたのつもりのあなたは、もうあなたじゃないの。……あなたがしたのは、勝負の外で、物もの陰かげに隠かくれてスラヴァくんを刺しただけ」

　まるで幼子にするように──シェリルはゆっくりと、嚙かみ砕くだくようにガルトに言い聞かせた。

　見る見るうちに、ガルトの表情が怒りに歪ゆがんでいくのが分かった。

　……その怒りは、僅かに遺のこった『ガルト』が怒おこっているようでもあったし、ガルトが溶とけ込んだ『大禍石』が憤ふん怒ぬしているようでもあった。

　それほどまでに、シェリルの言葉は的確に両者を刺した。

　しかし当然『ガルト』は怒りに狂った。

　見たことも感じたこともないような、おぞましい魔力が広まっていく。

　アルマやソーニャでさえ抵てい抗こうの意思を失ってしまうような圧あつ倒とう的な力。それほどの凶きよう禍かを前にしてなお、シェリルは鈴すずを転がすような穏おだやかに澄すみ渡わたった声で、続ける。

「だから、此こ処こから先は『わたしたち』の闘いだよ」

　そう宣言して、シェリルは身を翻ひるがえした。怒りを駆かり立てるだけ駆り立てて背を向けるという、不可解な行動にガルトは硬こう直ちよくした。

　シェリルが、私に近づいてくる。慈いつくしむようでもあり、愛いとしむようでもあり……この期ごに及およんで見とれてしまうほど、美しい姿であった。

　しかし、彼女が近づいてきて──顔にかかる靄もやが無くなると、私は驚きよう愕がくに息を詰つまらせた。

　──シェリルの瞳ひとみは、晴れ渡った空のような、蒼あおに変わっていたからだ。

　そのままシェリルは私の傍そばに腰こしを下ろすと、アルマに目配せをする。何も言っていないというのに、意図を理解せぬまま、アルマは私をシェリルへと受け渡す。

　私を抱だきかかえたシェリルの、蒼い瞳が近づいてくる。そして──

「スラヴァくん。大好き」

　優やさしい、しかし深い口づけを交かわした。

　……どれほどそうしていただろうか。名残なごりを感じさせつつ、シェリルの唇くちびるが私から離はなれていった瞬しゆん間かん、それは起きる。

　私の身体からだに、あまりにも大きな『何か』が流れ込んでくる──

　温かな感かん触しよくが体中の隅すみ々ずみまで流れていく。同時に、いままで感じた事のないような活力が、体中に漲みなぎってきた。

　溢あふれるような力が、魔力の光となって放出される。私の身体が光に包まれると、アルマやソーニャが目をそらすのが見えた。

　……それほどの光を放ったのは、ほんの一瞬だ。その間に、私は自分の身に何が起きたかを理解する。

　上体を起こすと同時に、シェリルが私にもたれこんでくる。蒼い目を隠すように、目を閉じて。

「す……スラヴァ君……なの……？」

　困こん惑わくするソーニャの声に返事をするよりも先に、静かに眠ねむるシェリルをアルマへと預けた。

　ゆっくりと。朝起きるように自然な動きで、立ち上がる。

　……まるで、生まれ変わったようだ。いや、致ち命めい傷しようから立ち上がった事を考えると、その表現こそが真実なのかもしれない。

「心配をかけたな、ソーニャ、アルマ」

「お父様っ……！」

　この世界の存在を確かめるように、息を吸う。乾かわいた大地にも、根付く生命が感じられる。

　……空気が美う味まい。これが、彼女の見る世界か。なるほど、良い子に育つわけだ。

　先さき程ほどシェリルが私に向けたような視線を、目を閉じたシェリルに落とす。

　同時に──腕うでを薙なぎ払はらうようにして、勢いよく振り向いた。研とぎ澄ました視線で捉えるは、ガルト＝ツィンサーだったモノ。粘ねばつきながらも流動する悪意を見み据すえ──私は、宣言する。
















「終わりにしよう。いや──私達が、終わらせてやる」

　白く染まった髪かみを揺ゆらし、私はガルトに向けて一歩を踏ふみ出した。








第十四話　ずっといっしょに









「貴様……スラヴァ＝ヴェサー……なのか……!?」

　呻うめくようにして疑問を吐はき捨てるガルトが、初めて明確に困惑の表情を浮うかべながら、後ろに下がる。

　構わずに私がもう一歩前へと踏み出すと、ガルトは息を吞のみ込んだ。

　……だが、次にガルトが浮かべたのは怒いかりの表情だった。

　自分が何をしていたか。それに気づいて、許せなくなったのだろう。

　奴やつは今、この瞬間私達を恐おそれたのだ。この世で頂点を取ったという驕おごりが、今死にかけていたばかりの男に恐きよう怖ふしたことを許さなかったのだろう。

　あるいは──その怒りと恐怖は『大だい禍か石せき』がより強く現れたものだろうか。

「貴様ァ……！　その蒼い眼め！　その白い髪はどういうことだ！」

　自分を唯ゆい一いつ律する『姫君』の力を恐れ。ようやく得た自由を脅おびやかされる事に憤怒した。……今では、それがどちらであろうと、さしたる問題ではないが。

「さて、な。そもそも、自分で自分の眼を見られるわけがなかろう」

　だがそうか。今私はそうなっているのか。自分がどうなっているのか、考えが当たっていた事が嬉うれしくなる。

　白はく髪はつに、蒼い瞳。今私の風ふう貌ぼうは、まさに先程のシェリルと私を足したような見た目をしているのだろう。

　……そういえば、少しだけ髪が長くなっているか？　弄いじる毛先の位置がいつもよりも下にある気がして、つい鏡が見たくなる。

「俺の前で……余よ裕ゆうでいるんじゃあないッ！」

　興味が自分にないことに気づいたガルトが激げき昂こうし、私に向かって駆けてくる。

『大禍石』との融ゆう合ごうがより進んだ故ゆえに、そしてもう一つの要因から、ガルトの魔力は先程よりも増しているほどだった。

　より獣けものに近づいた、直情的かつ人外の速度を持った突とつ進しん。先程までの私であれば、それを受け止めることは叶かなわなかったであろう。

「な……に……!?」

　しかし、今ならばそれが出来る。振り下ろし切る前の腕を摑つかまれて、ガルトは驚愕の表情を浮かべた。

　反射的に、腕が引かれる。……ガルトの表情がしまった、と語るのは、身体が宙に浮くと同時のことであった。

　ガルトの力を利用して浮かせた身体。その中央、水月に掌しよう底ていを叩たたき込む。

「ガッ……！」

　無防備な状態で、支えもなく直ちよく撃げきを食くらったガルトから息という形で苦く悶もんが漏もれ、ガルトは勢いに引かれるまま身体を曲げて吹ふっ飛んでいく。

　受け身も取れずに地面に激げき突とつしたガルトは、怒りに染まった牙きばをむき出しにし、起き上がってくる。

　内臓が弾はじけるような一撃だったはずだが、やはり立つか。もはや、ガルトに人の構造は意味を成さないのだろう。

「グァ……っな、なんだ、貴様、その力は……!?」

　それでも、ガルトは喋しやべる事にさえ異常をきたすようなダメージを受けていた。

　先程『絶ぜつ狼ろ』を打ち込んだ時には顔が見えなかったから──苦悶の表情を見たのは、これが初めてかもしれない。

　力の出で処どころを聞かれて、私は答えるべきか逡しゆん巡じゆんする。

　ガルトにそれを語っても意味がない、というのは先程の通りだ。だが、これは私だけの力ではない。説明を求められれば、語るのは義務とも言える。

「シェリルの力だよ。……私とシェリル、二人の力だ」

　自分自身でもそれを確かく認にんするため──私は、静かに、はっきりとそう言った。

「シェリル……!?　『姫ひめ君ぎみ』の事か……！」

　そう聞き返すガルトの顔は切せつ羽ぱ詰つまっている。

　理解が出来ないのだろう。私とて、他ひ人と事ごとだったら十を語られて十を理解できるか分からない。今、私の身に起きているのは、それほど理解を超こえたことだった。

　……だが『一いつ緒しよになった』シェリルのお陰かげで、私はそれをはっきりと理解することが出来る。

　悲しいかな。この期ごに及んでシェリルの名さえも知らなかった男には、到とう底てい理解できんだろうが。

「『輝き石せき』の力だよ。姫君として、シェリルは強く望んだのだ。私と──『スラヴァくんと一緒にいたい』とな」

　しかし、私には感じられる。私の中で微笑ほほえむシェリルが。

　輝石が大禍石を封ふうじる力は、それ自体が願いの力なのかもしれない、とシャアラは言った。だとすると輝石にも、禍石と同じ力がある事になる。

　即すなわち、願いを叶える力。

　シェリルはシャアラより正式に受け継ついだ輝石に『私と一緒にいられること』を願ったのだ。

　キスという形で受け渡わたされた輝石の力と共に、私の身体にはシェリルの心が宿っている。

「馬ば鹿かな……！　そんなこと、あり得るわけが……！」

　単純に理り屈くつを説明するも、ガルトはそれをありえないと吐き捨てた。自分こそが最もこの世の摂せつ理りを曲げているというのに、それでも理解できないとは愚おろかなことだ。

　大禍石には願いを捻ねじ曲げて叶える力がある。だが本質は同じように、輝石にも同じ力があるようだ。

　ただ一つ違ちがうのは、汚けがれなき石に穢けがれなき想おもいでそれが託たくされているということ。輝石は、純じゆん粋すいな姫君だからこそ願いを可能な限り希望に添そう形で叶えたのだろう。

「いや……だが、それならば……！」

　私がそこまでを語ると、ガルトは驚愕の後に、再び邪じや悪あくな笑みを浮かべる。

　どうやらガルトも気がついたようだ。今、輝石の力は大禍石を封じることではなく、私とシェリルを『一緒にする』ものになっている事に。

　それは、つまり──

「愚かな願いを叶えたものだな！　自ら『大禍石』の封ふう印いんを解き放つとは……！」

　大禍石の封印が、解かれた事を意味する。

　それに気がついたガルトはそう叫さけぶと、魔ま力りよくを集中し始めた。……まるでこの大地から怨えん嗟さを導くかのように、ガルトには凄すさまじい力が漲みなぎっていく。

　……これが数千年に亘わたって、人を苦しませ、嘆なげかせて蓄ちく積せきした力か。吹き荒あれる砂すな埃ぼこりから護まもるため、腕で眼を隠かくしつつも、私はどこか落ち着いた気分でいた。

「……なんて、力。こんなの、もう……」

　しかしその力は、この世の理ことわりを遥はるかに超えている。人ではなく、この大地──時間そのもの。気き丈じようなソーニャでさえ、そう絶望を口にするほどであった。

　……確かに、恐ろしいまでの力だ。例えるならば天災。竜たつ巻まきが迫せまってくるような──本来人の身ではどうにもならないものが、そこに渦うず巻まいている。

「だいじょうぶ」

　それでも、私はそう口にした。心の中でそう微笑む少女の言葉を、伝えるために。

「え……シェリ──」

　ソーニャが私の声の裏にいる人物の名を呼ぼうとした瞬しゆん間かん、天地をひっくり返すような突風が吹き荒れた。

　容易に身体からだを巻き上げるほどの威い力りよくを持つ風の壁かべに耐たえるため、短い悲鳴と共にソーニャは魔力で身体を守る。

　風が止やむと、私は腕うでを降ろした。

　……どうやら、準生備まがれ整落っちたたようだ。

「目め障ざわりな存在だ……！　どこまで、貴様は俺の邪じや魔まをする……！」

　そこには、ドス黒い紅くれないの魔力を纏まとった、天災が鎮ちん座ざしていた。

　ガルトの身体に収まり切らない魔力は、まるで外骨格の様にガルトの身体に纏まとわりついている。物質化する程の魔力というのは、初めて見た。

　……とうとう、完全に混ざりあったか。目障りだという言葉はかつてのガルトの行動を諫いさめる私に対してのもののようにも感じられたが、それ以上に大禍石が己おのれを封じていた輝石に向けて吐き捨てている様に聞こえた。

「もはや勝負などどうでもいい！　消えてなくなれ！　スラヴァ＝ヴェサー！」

　拳こぶしに発現した爪つめを震ふるわせ、何かを抱かかえるように手を開く構えを見せる。完全に己が人であることの想定を捨てた魔ま獣じゆうの構えだ。

　爪を活いかすのならば、たしかにそうなるのだろう。どこか感心するように、私はそう考えていた。

　暴力という概がい念ねんそのもの。もはやガルトでも大禍石でもない魔獣が、今駆かけ出した。

　その魔力から感じるのは、途と方ほうもないまでの憎ぞう悪おと殺意だ。これに比べれば、ナトゥーシャのタリスベルグでさえもまだ温厚だと言えるかもしれない。

　このまま奴が駆け続ければ、世界中の命という命の痕こん跡せきを消すことになるだろう。それも──そう時間はかからない筈はずだ。

　しかし、そうはならない。奴の前には、私達が居る。

　地面に破は壊かいの柱を巻き上げながら突進してくるガルトは、私の目の前で突然姿を搔かき消した。緩かん急きゆうをつけた動きで、視界に一瞬の虚きよを作ったのだろう。

　……だが、残念ながら視みえている。

「ヴ……!?　な……！」

　姿そのものは捉とらえられずとも、それまでの動きで何を狙ねらっているかは分かる。

　背後から爪を振ふりかぶるガルトに対し、姿勢を変えず、立ったまま裏うら拳けんを見み舞まった。

　鼻を痛打され、漏れ出た苦悶が声となって聞こえる。有り得ない。そう聞こえたような気がしたのは、シェリルの『姫君』としての力の一つなのだろう。

　起こり得ぬはずの事が起きた混乱も束つかの間、衝しよう撃げきにのけぞる身体を起こしたガルトが、再び地を蹴けって加速する。今度現れたのは、今裏拳に手を使ったばかりで反撃手段のない右側。……とはいえ、そう思っているのはガルトだけだが。

　腕を使っても、脚あしはある。綺き麗れいに天まで上がった脚が、ガルトの顎あごを蹴り砕くだいた。

　景気良く手を叩いたような音が響ひびき渡ると、ガルトの身体が浮うき上がる。私は放ほうっておけば天まで届く勢いに引かれて伸のび切った身体に向き直ると──思い切り、拳をぶち込んだ。

「ぐォ、オオオオオオッ!!」

『絶狼』をも超える力が、再び急所へと打ち込まれる。

　上の代わりに横へと吹き飛んだガルトが怒いかりと苦悶に染め上げられた叫びを撒まき散らす。

　遠くの方で土つち煙けむりが上がる。地に叩き込まれたガルトが舞まい上げた爆ばく煙えんだ。すぐさま、巻き上がる煙けむりの中から影かげが飛び出してくる。

　短たん距きよ離り走ほどの距離が離はなれた位置から瞬まばたきの間に肉にく薄はくしたガルトは、怒りに任せて拳打を放つ。

　……だが疾はやいだけで単調な攻こう撃げきは──今の私達には、意味がない。

　体たい捌さばきのみで私はそれを交かわすと、番つがえた拳を全身のバネを使って加速させる。

『透バニ拳シユ』。チェスターが得意とし、その孫まご娘むすめへと受け継がれた拳の至宝が、ガルトの顎を揺ゆらした。

　人のガワを使っている以上は、顎への一撃は比ひ較かく的てき有効なようだ。ほんの一瞬──そのうちの一瞬ほどだけ、ガルトは意識を手放す。

　しかしそれだけの時間があれば、今の私達には十分すぎた。

「はああああッ！」

　よろめく身体を起こすように、複数の透拳を打ち込んでいく。

　何発もの打撃音が一いつ斉せいに同調することで、荒こう野や中に炸さく裂れつ音が響き渡った。

　止とどめに──回し蹴りを見舞うと、ガルトの身体は地に擦こすれ、すり減りながら地面を駆けていく。

　……絶命した。生物として機能を果たさないほど念入りに身体を破壊し、その上で止めの回し蹴りを見舞った。

　先さき程ほどと同じ、生きていようはずがないほどのダメージだ。……それでも、私達はガルトが立ち上がる事を知っていた。

「あ、がああああああああッ！　許さぬ！　許さぬ！　許さぬぞ！　スラヴァ＝ヴェサー！　『姫君』ィィッ！」

　骨も粉々、筋きん繊せん維いはズタズタ。根こん性じようではなんともならぬ状態ですら、ガルトは立ち上がる。

　……その原理が、今ではよくわかった。ドロドロとした廃はい油ゆのような、重く粘ねばつく魔力が血の代わりにガルトの身体を駆け巡めぐり、動かしているのだ。

　例えるのならば、針金に肉が張り付いている状態。……文字通り血も涙なみだもない『人形』と化した訳だ。

　ただ破壊するという『機能』しか知らず、それ以外がない『空くう虚きよ』を虚むなしくさえ思えない、人形。

「……いい加減に、終わらせてやろう」

　本当は借り物の力ではなく、『ガルト』とは私自身の手でケリをつけたかったのだがな。今、私に託されたものはシェリルだけではない。脈々と受け継がれた姫ひめ君ぎみ達の、平へい穏おんを想う心とそして──悪意を終わらせてくれという、願いだ。

　人々の、世界の平穏を護るため、願いを捨てて禍か石せきを封じる事に身を捧ささげてきた乙女おとめ達が、初めて誰だれかに託す願い。

　……応こたえぬわけには、いかぬだろうよ！

　思わず、口が笑みを作った。すると、心の中で声が聞こえる。

　──ちがうよ。ふたりで、ちからを合わせるの。

　シェリルの微笑みが浮かんでくる。……なるほど、そういう考え方もあるか。

　そう言われては、四の五のなど言っていられない。心の熱。『明鏡止水』を強化するに必要なものは、今や溢あふれるほどだった。

　外の世界を知らずに役目を終えていった少女達に──ここで一発、大きな花火を見せてやるとしよう！

「すぅら[image: ]ぁぁぁぁぁぁぁぁッッッ！」

　数千年に亘わたり蓄積してきた悪意が、その全すべてを放出する。

　堰せきを切ったような──とはこの事か。天まで立ち昇のぼった魔力が一瞬にしてガルトに収まると、ガルトはもはやそれが何を指すのか、自分自身でさえも忘れてしまっているであろう『憎にくしみ』を吐はき出すためだけの言葉の羅ら列れつを叫びながら、飛びかかった。

　悪意の魔力は空の暗雲さえも邪悪な血の色に変えている。……こんな存在が野に放たれていたらどうなっていたか。その光景は訪おとずれる未来を的確に表していた。

　……だが、私達がそうさせない。古来より続く悪意の連れん環かん。それを──今ここで、断たち切る！

　姫君より託たくされた輝き石せきの魔力が、私とシェリルによって曇くもりなき力『明鏡止水』へと変へん換かんされる。……これがなければ、そのあまりに膨ぼう大だいな力を、この小さな身体に収める事はできなかっただろう。

　結局、最後は『これ』だという訳だ。そう思うと、また一段と心が熱くなった。

　……何な故ぜ、私は武術を志したのであろうか？　そう聞かれれば、私は一人の男に憧あこがれたからだと答えよう。だが──何故そんな辛つらい思いをして、なんの役に立つかも分からない技わざを磨みがく？　そう聞かれた時、私は強くなりたいからと答えた。しかし、そう答えつつも、その後で意味を探す。そんなのは、珍めずらしくなかった。

　……今なら、きっと胸を張って答えることが出来るだろう。

　辛い思いをして身につけた技術は、ひょっとしたら何の役にも立たないかもしれない。だが技術を身につけるために重ねた努力は、決して無む駄だではない。夢を目指して歩んだ日々こそが、尊いものなのだと！

「行くぞ──！」

　気を全開にして、私はガルトを迎むかえ撃うつように、跳はねた。

　そこに捻ひねりを加え、回転を生み出す──まるで水が振り回した器うつわの先に集まるように、自然と明鏡止水の気が右の脚へと集まっていく。

　技術と努力の集大成。それは最強を目指した男が、天才と呼ばれた少女が、平和を願った歴史が──それぞれの重ねた日々が交わらねば、決して現れることはなかっただろう。

　右脚に集まった力が、輝かがやきを発する。それは、暗雲を打ち払はらうほど強力な光となって──！

「すら[image: ]ぁぁぁぁッッ！」

　力任せに腕を振るうガルト。だがその拳からは完全に『技』が消えていた。

　純じゆん粋すいな暴力──ならば、暴力に立ち向かう為ために生み出された技が、敗まけるはずはない！

　神速の拳よりもなお疾い、踵かかとによる蹴りの集大成──！

「シジマ・プライム交流『屠と龍りゆう』──！」

　託された平和への想いと、人の身で練り上げられた日々は、伝説上の魔物でさえ屠ほふってみせる！

　ガルトの拳が届くよりも早く、私達の蹴りはガルトの脳天へと叩たたき込まれた。

　全ての想いが込こめられた脚は、ガルトの身体を二つに断ち切り、抵てい抗こうを感じさせないほどの速度で地面へとたどり着く。

　直後、地面から、暗雲の立ち込める空を貫つらぬくほどの光が発される……！

　光の奔ほん流りゆうは、当然その直上に居るガルトを吞のみ込んだ。光は、邪じや悪あくな魔力ごとガルトの肉体を滅ほろぼしていく。

「ぐ、ぞォォぉォォぉォ……！」

　散り散りに霧む散さんしていくガルトは、最後に弱々しい怨えん嗟さを叫さけんで、光に吞み込まれた。ガルトは──大禍石は、この世から跡あと形かたもなく消しよう滅めつしたのだ。
















　……一点に集中した気を、直接地面に打ち込んではこの辺り一帯に深刻なダメージを遺のこしかねない。天まで立ち昇る光の柱は、それを防ぐため、敢あえて力が逃にげる場所を設定した故ゆえのもの。

　今回は──どうやらそれが、気の利きく働きをも齎もたらしたようだ。

　──とどくかな？　シャアラまで──

「届くさ、きっと。……終わったよ、とな」

　心の中で響く声に返しながら、私は空を仰あおぎ見る。

　……そこには──まるで彼女達の瞳ひとみの様に曇りも汚よごれもない、澄すみ渡わたった空がどこまでも広がっていた。

　全てが終わったという達成感からか、その空は普ふ段だん以上に綺麗に見えた。

　いつまででも見ていたい、気持ちの良い空だ。そんな風に思って、微笑みを作る。

「スラヴァぐぅぅぅぅんっ！」

「お父様あッ！」

　だが、そうはいかない様子で。

　後ろに涙でぐしゃぐしゃになった声が聞こえ、私は苦い笑いを浮かべた。

　心の中のシェリルもまた、今回ばかりは少し困っている様子だ。

　……長い長い闘いが、一つ終わった。それは私にとっても──この世界を陰かげで守ってきた、輝石に纏まつわる人々にとっても。

「この空を──見せてやりたかったなあ」

　そう呟つぶやいて、後ろを振ふり向くと、ソーニャ達が走ってきている。

　……今回は、倒たおれなくても済みそうだ。僅わずかに寂さびしさを心に混じらせて、私は滲にじんでくるものを抑おさえるために、再び空を仰ぎ見るのであった。








最終話　それから









　ガルトとの闘いを終えて、三ヶ月ほどが経過した。

　時節はもう寒さのピークも越こえ、暖かくなり始めた季節に、春を待ち望む頃ころだ。

　そんな折に、私達は今獣じゆう人じんの国を訪れている。

　報告をせねばならない人物に、闘いの顚てん末まつを伝えるためだ。

「なるほどのう……輝石に、姫君。初耳じゃったなあ」

　一通りあった事を説明し終えると、私の眼前に座る少女が、湯ゆ吞のみの中身を一口すする。

　想定していたよりも数段軽いノリに、思わず肩かたが傾かたむいてしまいそうだった。

　まったく、一度は──私の土俵で勝負して貰もらったとはいえ──勝った事のある相手だというのに、どうにも敵かなわないという思いが抜ぬけきらんな。

「……なんというか、軽いですな」

「ん、もう終わったことなのじゃろ？　お前のことならば最初の最初にイワオへの報告は済ませておるだろうし、儂わしから言うことは特にはないのう」

　私よりもなお若い見た目で、より年季の入った言葉を扱あつかう少女。

　ヤナギ様を前にすると、自然に苦笑いになっている自分が少しばかり情けなくなった。

　……そう。いま、私達はシューウにやってきていた。私達の旅において大きな力を貸して頂いた人物──ヤナギ様に、礼を兼かねた報告をするためだ。

　イワオ様と深い親交がある関係で、ヤナギ様も禍石に纏わることには心を砕くだいておられた。私達の身も深く案じてくれていた様であるし、大層気になられているだろう……と、思って訪れたのだが。

「ああ、強しいて言うのならばよくやったのう、といったところじゃな。本当に、お前さんは大した男じゃ！」

「はは、ありがとうございます」

　扇せん子すを広げて笑うヤナギ様は、まあ、先さき程ほども言ったが軽い。

　笑い方から上じよう機き嫌げんな事は分かるものの、どうも摑つかみどころのない人物である。

「じゃがのう！　そういうことならもっと早くに報告に来んか！　禍石？　だとかはともかく、お前達の安否は結構気にしておったんじゃぞ！　これでも！」

　しかし一転。たたんだ扇子をびっ！　と勢いよく此方こちらに向けると、ヤナギ様は眉み間けんに皺しわを寄せて、そう仰おつしやった。

　こんな軽い様子でも、私達の身を案じてくれていたのは、真実だったようだ。

　私はまあ、色々あった仲だし、ソーニャ達の事もいい友人だと思ってくださっているようだ。

　怒おこるというのは、それだけその思いが強かったことの証左だろう。

「申し訳ございません。野や暮ぼ用ようを済ませるつもりで先にミラフィアに寄ったのですが、そちらが長くなりましてな」

「む、そうなのか。まあ先約があったのならば仕方がないが……」

　なので、私は小さくだが、素す直なおに頭を下げた。きちんと謝れば、ヤナギ様も怒いかりを引きずるような事はしない。

「しかし、三ヶ月ほどとは随ずい分ぶん時間がかかったのう。また厄やつ介かい事でも抱かかえておったのか？」

　そうすると、話は自然と雑談へと移行していく。

　私も彼女も、見た目は若くとも中身は年寄りだ。年寄りというのは、往々にして世間話が好きなものである。

　とはいえ、ヤナギ様が掘ほり下げられた中には、あまり思い出したくない出来事も含ふくまれている。

「うーむ、そう、といえばそうですな……」

「ほうほ？　そりゃ気になるのう」

　ついそれが態度に出てしまうと、もうヤナギ様の興味は釘くぎ付づけだ。

　もう少し表情を隠かくせるようにならないとこの人には勝てないな。

「まあ、色々とありましたよ。禍か石せきの研究をしている少女に話の顚末を伝えたり、知り合いが私を追いかけてまで喧けん嘩かをふっかけに来たり──」

　思い出すのはミラフィアでの日々だ。

　モニカに禍石の事を話しに行った時は、研究者気質というものの恐おそろしさを味わわされる事になった。研究所に泊とまり込むというのは一生縁えんがないと思っていたのでいい経験にはなったが、もうこりごりだ。

　後は面おも白しろいことに、ダグラスが私を訪ねて来たりした。平和ボケ気味にミラフィアをブラブラしていると、いきなり『明鏡止水』に近い無色の気で殴なぐりかかってくる者がいたのだから、流石さすがに驚おどろく。

　昔の罪つみ滅ほろぼしの為にと駆かけずり回るダグラスは未いまだに悪ぶっていたが、その気で本人がどういう事を考えているかまるわかりなのが面白かった。

　しかし、困こん惑わくする事もあった。それは、チェスターと飲んだときの事である。

　ミラフィアでの日々を語る内、ネタも尽つきてきて──だというのに、ヤナギ様は眼めを輝かせていらっしゃる。そろそろ語るネタは思い出したくないことしか残っていないのだが──これでは、喋しやべる他ほかないか。

　苦く笑しよう交じりに溜ため息いきを吐はき出すと、むしろヤナギ様は待っていましたとばかりに、

「……とまあ、なんだかんだで楽しんではいたのですが──困ったこともありましてな」

　語り出すのは──友との約束を果たしに行ったときのことだ。

「チェスターという……前世からの腐くされ縁の様な奴やつが居るのですが、ミラフィアを出るのが遅おくれたのが、だいたい此奴こいつの所せ為いという話でして」

　ガルトとの闘いを終えた私達は、当然ミラフィアに戻もどり、約束を果たして回った。

　チェスターとは、帰ってきたら飲もうという話になっていた。気持ちよく別れて、約束を果たせることに気分が良くなった私はミラフィア滞たい在ざいの割と最初の方にチェスター邸ていを訪ねたのだ。

　当然、チェスターは事情を知っているので何が在ったのかという話になる。

「そこであったことを話したら、大の大人がそこまでなるかという大だい号ごう泣きゆうですよ。……悪態を吐つき合うような仲ですが、実力の方は認めておりましてな。見込んだ男がみっともなくわんわんと泣きわめくものですから、呆あきれるやら情けないやらで……大変でしたよ」

　事情を話した結果が、それだ。裏の武術界の元もと締じめたる奴には、様々な異名悪名がつきまとう。孫の事で泣きわめく奴を見ていると、延々と異名が流れては崩くずれていく様で、私の好敵手とは一体……と、一時期は本気で悩なやんだものだ。

「はっはっは！　まあそういうでない。儂らにはわからんが、孫を持っている爺じじいならば仕方なかろうて。……ホラ、イワオの奴を思い出してみい」

「……ああ、そうでしたな」

　ヤナギ様にとってのイワオ様は、私にとってのチェスターと似たような存在である。

　爺じじ馬ば鹿かと化したイワオ様には、ヤナギ様も思うところがあったのだろう。引き合いに誰だれよりも尊敬する師し匠しようを出された私は、ダメージが二倍だが。

「はあ……だが、面白い話が聞けて良かったぞ。こんな山に引きこもっていると、外の刺し激げきに飢うえていてな」

　しかし、それで一いつ旦たん気が済んだようだ。

　……まだレティスに号泣される話とか、色々あるのだがまあそれを出すのはまたの機会にしておこう。

「そうさなあ。しかしそうやって聞くと、シェリル達が気になってきたな」

　一通りそうして土産みやげ話ばなしを広げ終わると──ヤナギ様は、この場に居ないものの名前を出した。

　すると──居間に、優やさしい風が吹ふき込んできた。澄すんだ音とともに、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　温かな眼めをしたヤナギ様は、開いた窓から吹き込む風に吐と息いきを混じらせる。

「では、呼びましょうか」

「あー……そうだな、頼たのむとしようかのう」

　私がそう微笑ほほえむと、ヤナギ様は逡しゆん巡じゆんしてから頼む、と言った。

　すう、と目を閉じて、意識を集中する。

　そんな、瞬しゆん間かんだった。

「スラヴァくんっ！　呼んだ!?」

　どたどたと響ひびく景気のいい音と共に、シェリルが現れたのは。

「ああ、ヤナギ様がそろそろお前達にも話を聞きたいと」

「うん、いいよ！」

「お、おう……なんじゃ、前より元気が良くなったのう？」

　エルフであるが故ゆえに急激に外見が変わることはない。しかし確実に一段成長したシェリルが現れると──ヤナギ様は困惑しながら、こくこくと頷うなずいた。

　──ガルトとの闘いから。私とシェリルは、念じるだけで簡単な意い思し疎そ通つうが出来るようになっていた。

　輝き石せきの力によって一時的に同化した事により、魂たましい同士に結びつきができた──というのがモニカの見解だったろうか。これによって研究所に何泊ぱくもする事になったことを思い出すと、苦い気持ちが湧わいてくる。

　元気よく、シェリルが自分の視点であったことを話しはじめると、ヤナギ様は愛いとおしむ様な温かな微笑みを浮うかべていた。

　……あれから。なんやかんやといったことがあって、私とシェリルは元々の二人に戻ることが出来た。今、私の髪かみの毛は──親から貰った、赤しやく銅どう色に戻っている。

『大変なの……！　シェリルちゃんが、目を覚まさない！』……そんな風に慌あわてるソーニャに、どう説明したものかと私は散々迷ったものだ。

　輝石の力によって、シェリルの魂は私の身体からだに移動してきた。当然魂を幾いくつも持つ人など居るはずもなく、魂が抜けたシェリルの身体は抜ぬけ殻がらになり、眠ねむっているのと死んでいるのとの中間の状態に陥おちいることになった。極ごく静かな寝ね息いきのみを立てて、眼を閉とざし続けるシェリル。闘いが終わった喜びも束つかの間、ソーニャとアルマ──そして私は、深い悲しみに囚とらわれた。

　魂は私の中で生きているとはいえ、シェリルの身体はもう呼びかけても反応を示さない、抜け殻となってしまったのだ。身体を持たない魂だけの状態では、死んでしまっているのとさほど変わりはない。

　まだ幼い、たくさんの未来を持つ少女に──そして私にとっては愛した女性に、その様な状態を強しいることになってしまって、私達は闘いの中に一つの犠ぎ牲せいがあったことを痛感した。

　……だがそんな中、私達は私の中のシェリルが投下した爆ばく弾だんに、時を止めることとなる。

　結果的にはそれこそが、今こうしてシェリルが自分の身体で走り回る事が出来ている理由だから良いのだが──

「ほう、お前達はいつでもまた一いつ緒しよになれるのか。羨うらやましいのう。心まで共に結びついた二人とは」

　シェリルの話がそこまで差し掛かかった事に遅れて気づき、私はこの場を離はなれるため気配を殺して部屋の入り口へと向かっていた。

「それはぜひともこの目で見たくなってきたぞ。なあ、スラヴァ？」

　……何な故ぜか？　こう言われるのが眼に見えていたからだ。

　いや、思い出話に視点を移していたため、シェリルが物事を最後まで語る意味というのに気がつけたのは、もう手て遅おくれになってからであった。

　いつの間にか、ヤナギ様は私の肩かたをガッシリと固定していた。

　どうやら、観念するしかないようだ。

「ねえねえスラヴァくん！　ヤナギさま、私達の合体見たいって！　見せてあげようよー」

『合体』という言葉にヤナギ様が下げ卑びた笑みを浮かべるのを、私は見み逃のがさなかった。……本当に、何故この方が明鏡止水の担にない手となれたのやら。

　理り不ふ尽じんを嘆なげいても、状じよう況きようは変わらない。いっそ観念してしまったほうがいいか。

「う……分かった。では少し部屋の外で……」

「よいよい。ここでやれ」

　しかし、唯ゆい一いつの妥だ協きよう点さえも、この方には見み透すかされている。

「儂わしは強い女じゃ、気き遣づかいはいらんぞぉ？　ほれ、弟子でしたちの仲なか睦むつまじい姿をババアに見せておくれ」

　しかもこういう時だけ、自分を『年長者』かつ『師』である立場をフル活用する。

　……こうなると私だけでは、どうしようもない。次に鍛きたえるべきところは頭の回転か……なんて思いながら、私はシェリルに歩み寄った。

「……では、その。行くぞ？」

「ばっちこい」

　そのシェリルは、やたらとノリがいいから私の方も拒きよ絶ぜつできないというか。

　……そう。シェリルが元の身体に戻れないのでは、という不安が浮かんだときだ。

　シェリルは事もなげにその方法を言い放ち、私達を凍こおりつかせた。

『ちゅーすればなおるよ！』

　……考えてもみれば単純だ。キスで渡わたしたのならば、キスで戻すことが出来る。ただそれだけの事が思い浮かばなかったのは──案外、私達も純じゆん粋すいだということなのかもしれない。

　目を閉じるシェリルを抱だき寄せて、躊躇ためらいがちに唇くちびるを交かわす。

　……すると私の身体にシェリルが流れ込んできて──魂の抜けた身体を、私は優しく傍そばに座らせた。

　行こう為い自体は嫌いやではない……というか、好きだと思う……のだが、それを誰かの前でやるというのは、慣れん。

「おお……話には聞いていたが、この目で見るとまた驚くのう。白い髪に、蒼あおい瞳ひとみ。少し髪も伸のびたかのう」

　まじまじと私達を見つめながら、ヤナギ様はあちこちをつついたりして唸うなり声を上げている。

　物もの珍めずらしいものを見るような、と言いたくなったが、事実物珍しいから仕方がないか。

「……それにしても、凄すさまじい力じゃな。こりゃ、世界も安あん泰たいじゃのう」

　最後に私達の気を観察すると、ヤナギ様はもう戻っていい、と私の肩を叩たたいた。

　座らせたシェリルまで姿勢を落として、口づけを交かわす。

「どうだった？　かっこいいでしょー」

「おうとも。いい旦だん那なを持ったな。妬やけるぞシェリル」

「えへへー」

　元の身体に戻ったシェリルは元気いっぱいに立ち上がると、邪じや念ねんを感じさせない輝かがやくような笑みを浮かべた。

　ううむ。人前でキスをしたというのにあまり気にしていない様子だ。……気にしているのは私ばかりだというのか。

　シェリルに言わせればもっと深いところで繫つながっているのだから、好きな人とのキスくらいは恥はずかしくないとのことだが、その豪ごう胆たんさを少し分けてもらいたいところだ。

　──と、まあ。そんなのが、ここのところの近状である。

　私達は今、世界中の珍めずらしいところを巡めぐるため旅に出ており、シューウへ来た目的も、ヤナギ様へのご報告だけではない。世界で一番美しいと言われることも多いこの国の観光も一つの目的なのだ。

　世界を改めて回りたいといい出したのは、シェリルだった。

　蒼く変わった自分の眼には、シャアラが宿っている気がする。だから、一度行ったところも含ふくめてもう一度旅がしたい。それが、この旅の理由だ。

　……シェリルが言うからには、きっとそうなのだろう。少なくとも、私はそう思いたい。

　ふと、窓から空を見上げると、そこには澄んだ青空が広がっていた。今日も、いい天気だ。

「後押ししたとは言えのー、お前がシェリルとくっつくとはのー。背徳感とかすごかったじゃろ？　な？　な？」

「んぬ!?　と、突とつ然ぜん何を仰おつしやいますか!?　……わ、私は単純にシェリルを尊敬しているからこそ、同じ時間を過ごしたいと思ったのでして、そういったことはまだ……！」

「なんじゃと……？　ぴゅっ……ぴゅあか！　おぬしらぴゅあか！」

「ぴゅあ？　何がー？」

　──などと、黄たそ昏がれる時間もないのが、最近の現状なのだが。

　世界の危機を救っても、落ち着いた時間はほんのひと時のことだった。

　むしろ、シェリルと添そい遂とげる事を誓ちかってからは、日に日に忙いそがしさを増してきている気がする。

「ううむ、ならば儂にもまだチャンスがあるのでは？　……考えれば考えるほど惜おしいのー。のうスラヴァ、やっぱり旅が終わったら獣じゆう人じんの国に定住せい。世界を救った英えい雄ゆうなら、女の四、五人囲っても問題ないじゃろ？」

「おおありでしょう！」

「そうなの？　でも、皆みんなとずーっといっしょだったら、たのしいと思うよ！」

　前に来た時に言っていた事は全部が全部冗じよう談だんというわけでもないらしく──古い話をふってきたヤナギ様に、シェリルが乗っかる形となる。

　シェリルも良い子が過ぎるというか、執しゆう着ちやく心しんが薄うすいというか……こういう知識に乏とぼしいのを見ていると、やはり私が傍についていなければと思う。

　何故かシェリルまでもが敵……というか対立意見に回ってしまうと、私は四し面めん楚そ歌かになってしまう。

「話は聞かせてもらった！」

「私達を忘れちゃ困るね！」

「アルマ！　ソーニャ！　お前達は……っ」

　このテの話題には敏びん感かんな者が、あと二名が居るからだ。

　最近の頭痛の種が満開に咲さき乱れた状態で勢せい揃ぞろいし、私は頭を押さえた。

「なあ観念せいよスラヴァ。こんなに想おもわれる事はきっと後にも先にもないぞ？」

「そうだよー。シェリルちゃんもいいって言ってるんだしさあ、素す直なおになっちゃえよ、なあ……？」

　何が彼女達をこうまで突つっ走らせるのか、私には未いまだにそれがわからない。

「強ごう情じようじゃなあ、ならこういうのはどうじゃ。敗まけたら娶めとると言うのは。お互たがい励はげみになるじゃろう？」

「それはいいですね。師し匠しよう、今日からご指導よろしくお願い致いたします！」

「武術をそういう事に使うのは良くないでしょう……お前も乗るんじゃあない！」

　最初に獣人の国に来たのは間ま違ちがいだったか。もう少しアルマとソーニャの暴走が収まってから来るべきだったかと頭を抱かかえる。

「えへへー、これから大変だね、スラヴァくんっ」

「シェリル……お前も止めてくれると嬉うれしいのだがな……」

「なあに、敗けなければ良いだけじゃろう。せいぜい油断めさるなよ、色男」

　いつの間にか、話が私を置いて流れていく事に、力のない笑いが込こみ上がってくる。

　折角世界最強の敵を倒たおしたというのに、今までよりも油断ができない日々が続くとはどういうことなのか。
















　……こういうのを除けば、理想的な日々なのだがなあ。

　最高の友人達と、世界を回りながら切せつ磋さ琢たく磨まする。彼女達の才ならばきっと追い抜かれたり、追い抜き返したりの日々が来るだろう。

　それは遠くないはずだ。

　……そう思っていたのだが。

「まだひとりじめしてたいから、敗けないでね、スラヴァくんっ」

　これでは、追い抜かれぬよう必死に修しゆ行ぎようをするしかないではないか。

　もはや言い返す気力も失って、私は軽くシェリルの鼻を弾はじいた。

　楽しそうに、ぎゅっと瞼まぶたを閉じる様さまが、可愛かわいらしい。

　……思っていたものとは大分違っていたが、敗けないようにと努力を続ける日々は続きそうだ。

　うっかり一本とられないよう、精しよう進じんしていかなければならない。

　武に身を捧ささげて百と余年。これまでも、これからも途と切ぎれることなく続く道。

　エルフである以上、ゴール地点までは、まだまだ遠い道のりになりそうだ──


完










あとがき









　まずは『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』十巻を手にとっていただきありがとうございます。赤あか石し赫かつ々かくです。




　十巻まで続いた『武エルフ』の物語もこれで一ひと先まずおしまいとなります。

　飽あきっぽい私が十巻という長い道のりを、完結という形で綺き麗れいに終えることが出来たのはひとえにイラストのbun150様、そして担当様。何よりここまで支えて頂いた皆みな様さまのお陰かげでございます。本当にありがとうございました……！




『小説家になろう』様で『武エルフ』を書き始めてから、ここまでには色々な事があったものです。

　出会いがあったり、別れがあったり。決して楽なばかりの道のりではありませんでしたが、今思い返すとどれも掛かけ替がえのない思い出です。

　こうして終わったあと温かい気持ちになれるのは、出会いに恵めぐまれた証しよう拠こなのでしょう。




　思えば、小説を書き始めて十年が過ぎました。根本的には何も変わっていませんが、昔書いたモノを読み返すと小こ恥はずかしい思いが駆かけ抜ぬけるあたり、少しは成長したのかなあと思います。

　昔は所謂いわゆる『台本形式』でお話を書いていて、比ひ喩ゆ表現なども無く物語内で起きていることを書いているだけでしたので、そのあたりは確実に成長しているのでしょう、多分。

　当時の僕に十年後、お前はあの富士見ファンタジア文庫で小説を書かせてもらっているんだぞ、と言っても信じないだろうなあ……

　ともあれ、そんな僕でもこうしてある程度小説として成り立つ文章を書けるようになったところを見ると、継けい続ぞくは力なり……という言葉の重みを理解させられますね。……飽きっぽく根性なしの自分には身にしみる言葉です。

　それでも、十巻にも亘わたる物語を完結させたのです、今日ばかりは胸を張るといたしましょう！




　という事で、ここからは宣伝混じりのことでもするといたしましょう。

　もしかすると、の話なのですが『小説家になろう』様で書いている方の『武エルフ』は結末が少しだけ違ちがうかもしれません……というお知らせです。

『武エルフ』の結末は二パターンほど考えていたというのがありまして。

　今回書しよ籍せきの方ではよりハッピーな方を採用したという経けい緯いがあるのです。

　なので、気力と時間が許せば『小説家になろう』様の方では書籍では採用しなかった方のラストを書いてみようかな、と思っています。

　もしもよろしければそちらの方もご覧いただけると嬉うれしいです……！

　まあ、まだ予定は未定、のお話ではあるのですが……

　とにかく、何がしかのお話は書いていくと思いますので、気が向きましたらご覧くださいませ。




　と、宣伝も終わったところでまだまだページが残ってしまいました。

　なので、ここからはちょっと思い出話でもしていきましょう。

『武エルフ』を書き始めて、このあとがきを書いている時点で三年以上が経過しました。

　この三年間、過ぎればあっという間でしたが思い返してみると実に長いもので……私自身も、大きな変化を迎むかえることになりました。

　先程私は自身を飽きっぽいと書きましたが、そんな事もあって、実は物語をちゃんと完結させるのは初めての経験だったりします。

　物語を考える上でここだけはという通過点と終わり方だけは確しつかりと考えますが、趣しゆ味みで適当に書き始めた小説だと通過点にさえたどり着かない事がしばしば。小説を書いたことがある人ならば、書きたいシーンを思いついて書き始めたものの、そこに至るまでにモチベーションを失って物語も停てい滞たいし……なんて経験があるのではないでしょうか。

　私はそんな事ばかりで放置させるくらいならと適当に物語を締しめた事はありますが、書きたいシーンまで確りと書き上げられたのも、物語を完結させるのもこの『武エルフ』が初めてなのです。

　こうやって初めて物語を完結させ、そしてその結末を皆様に読んでいただけたことで、初めて『物書き見習い』から見習いという部分を取とっ払ぱらう事が出来たような気が致いたします。飽きっぽい自分が一つの物語を、完結まで持っていくのは、私一人では無理だったでしょう。これは、ここまで『武エルフ』を読んでいただいた皆様のおかげだと、切に思っております。

　まだまだ『作家見習い』から見習いは取れませんが、これからは物書きを名乗っていこうと思います！




　と、思おもいの丈たけを書いたところでそろそろ残されたページの方も少なくなってまいりました。

　このページ数は長いなあ、なんて思いましたが、結局は感謝の気持ちを綴つづっていくと足りないくらいなんだな、としみじみしております。




　最後に改めて……イラストレーターのbun150様。キャラクター達に魅み力りよく的なデザインを与あたえ、イラストとして形にしてくださって、ありがとうございました。

　担当様、いつも締め切きりギリギリまでお付き合いいただいて、励はげましをくださってありがとうございました。

　そして、読者の皆様。ここまで『武エルフ』を読んでいただけて、本を買ってくださって、小説を書いている私にとって何よりも大切な『モチベーション』を与えてくださって、本当にありがとうございました！

　特に感想を下さった方、ファンレターを下さった方、今までの人生でも五指に入るほど嬉しかったです！




　それでは、そろそろ『武エルフ』の筆を置くといたしましょう。

　願わくば、別の物語でお会いできる事を祈いのっております……！





赤石赫々



















赤石赫々

●あかしかっかく



物語を完成させるという、ゴールラインにしてスタートラインをようやくきる事ができた作家見習い。普段はピーマンとチーズをこよなく愛するただの酒飲み。次のお話を書くべく、次の次のお話を書くべく頑張る今日このごろ。
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